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           午前11時00分 開会 

 

 ◎開会・開議 

○議長（岩井礼二議員） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員数は14名です。定足数

に達しております。 

 ただいまから平成25年第６回中能登町議会

定例会を開会をいたします。 

 諸般の報告をいたします。 

 本年６月定例会において可決されました国

の教育予算の拡充を求める意見書、ＴＰＰ交

渉に関する意見書、以上２件は、内閣総理大

臣を初め関係方面に提出をいたしております

ので、ご了承願います。 

 加えて、地方自治法第121条の規定による

本会議に出席する者を別紙の説明員職氏名一

覧表としてお手元に配付いたしましたので、

ご了承願います。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。 

 

 ◎会議録署名議員の指名 

○議長（岩井礼二議員） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第

118条の規定により、８番 古玉栄治議員、

９番 上見健一議員を指名いたします。 

 

 ◎会期の決定 

○議長（岩井礼二議員） 日程第２ 会期の

決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月18日まで

の16日間としたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 よって、会期は本日から９月18日までの16

日間とすることに決定いたしました。 

 

 ◎議案の一括上程 

○議長（岩井礼二議員） 日程第３ 議案の

一括上程 

 議案第55号 中能登町半島振興対策実施地

域における固定資産税の特例に関する条例の

制定について 

 議案第56号 中能登町子ども・子育て会議

条例の制定について 

 議案第57号 中能登町特別職の職員で非常

勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例について 

 議案第58号 中能登町税条例の一部を改正

する条例について 

 議案第59号 中能登町立学校設置条例の一

部を改正する条例について 

 議案第60号 中能登町小学校入学祝金交付

条例の一部を改正する条例について 

 議案第61号 中能登町後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例について 

 議案第62号 中能登町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例について 

 議案第63号 中能登町介護保険条例の一部

を改正する条例について 

 議案第64号 平成25年度中能登町一般会計

補正予算 

 議案第65号 平成25年度中能登町後期高齢

者医療特別会計補正予算 

 議案第66号 平成25年度中能登町介護保険

特別会計補正予算 

 議案第67号 平成25年度中能登町国民健康

保険特別会計補正予算 

 議案第68号 平成25年度中能登町下水道事

業特別会計補正予算 

 議案第69号 平成25年度中能登町水道事業

会計補正予算 

 認定第１号 平成24年度中能登町一般会計

歳入歳出決算認定について 
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 認定第２号 平成24年度中能登町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第３号 平成24年度中能登町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第４号 平成24年度中能登町国民健康

保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第５号 平成24年度中能登町下水道事

業特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第６号 平成24年度中能登町分譲宅地

造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第７号 平成24年度中能登町ケーブル

テレビ事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 認定第８号 平成24年度中能登町水道事業

会計歳入歳出決算認定について 

 議案第70号 町道路線の認定について 

 議案第71号 町道路線の変更について 

 議案第72号 町道路線の廃止について 

 陳情第１号 森林吸収源対策及び地球温暖

化対策に関する地方の財源確保のための意見

書採択について 

 以上、議案18件、認定８件、陳情１件を一

括議題といたします。 

 

 ◎提案理由説明 

○議長（岩井礼二議員） 町長から議案につ

いて提案理由の説明を求めます。 

 杉本町長 

  〔杉本栄蔵町長登壇〕 

○杉本栄蔵町長 おはようございます。 

 提案理由の説明を行います。 

 本日ここに、平成25年第６回中能登町議会

定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には公私ともに何かとご多用の中、ご出席い

ただきまして、まことにありがとうございま

す。 

 初めに、ことしの夏は猛暑から一転して、

８月には記録的な集中豪雨により、８月23

日、30日と中能登町内において床下浸水や道

路の一部崩落、のり面の崩壊などの被害が発

生しました。被災された地域の皆様方には、

心よりお見舞い申し上げますとともに、一日

も早い復旧を目指して、中能登町としても関

係機関と協力しながら復旧工事の対応に当た

ってまいりますので、ご理解をお願いをいた

します。 

 次に、８月２日と３日に開催しました町祭

「前夜祭」及び「織姫夏ものがたり」には、

大勢の皆様方の協力のもと、成功裏に終わる

ことができました。特に、台湾の成功国民中

学校との姉妹校提携調印式に始まり、中能登

中学校の開校を祝した「ちょうちん行列」、

町祭では町内10基の曳山が展示され、そのう

ちの３基の曳山が引き出されるほか、各地区

のみこしや獅子舞など中能登町に伝わる伝統

文化を紹介することができました。 

 また、保育園児や小中高校生の皆様方によ

る演奏や演技、女性協議会のほか各種団体の

皆様方による町民総踊りなど、例年以上に多

くの皆様方のご協力により中能登町の魅力を

広く発信することができたものと考えており

ます。 

 さらには、ことしも三重県紀宝町より西田

町長、紀宝町議会議長や商工会会長ら一行が

来町されるとともに、紀宝町消防団長及び副

団長の皆様方も来町され、中能登町消防団の

団長、副団長、分団長の皆様方との情報交換

も行われ、防災面での連携強化が図られまし

た。 

 しかし、８月末に予定をされていた紀宝町

の小中学生との交流は、台風15号の影響もあ

り残念ながら延期されましたが、今後とも紀

宝町との結びつきを大切にしていきたいと考

えております。 

 次に、道の駅「織姫の里なかのと」新築工

事の事業進捗状況についてご報告を申し上げ

ます。 

 現在、鹿島バイパスから道の駅の工事現場

が見渡すことができ、道の駅の外観がほぼ組

み上がったところであります。これからいよ
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いよ来春開業に向けて内装工事が行われると

ともに、間もなく道の駅としての正式な登録

認定を受けることとなっております。 

 また、道の駅の運営事業についても、特産

品の開発や、飲食ブースでは地元産品を使っ

た地産地消の食事を提供するなど、さらなる

道の駅の魅力づくりに取り組んでおります。

全国に誇れる道の駅として立派に開業の日を

迎えるため鋭意検討を行っておりますので、

今後とも関係各位のご理解とご協力をお願い

をいたします。 

 次に、この４月に開校した中能登中学校に

つきましては、日増しに落ちつきを取り戻

し、生徒の皆さんは学業やスポーツに積極的

に取り組んでいます。 

 特にスポーツでは目覚ましい活躍もあり、

バドミントン、陸上、卓球やソフトテニスな

どが全国大会に出場するなど、好成績を残し

ています。 

 そして、中能登中学校に関連した工事も順

調に進捗しており、歩道の整備を初めとし

て、さらなる通学路の安全確保に取り組んで

いるとともに、弓道場の建設など施設の充実

にも力を注いでおります。 

 次に、鹿島地区統合小学校建設事業につき

ましては、平成27年４月開校に向けて、校舎

建設工事について間もなく事後審査型制限つ

き一般競争入札を執行することとしておりま

す。 

 また、今回の補正予算では、校章や校歌の

募集をする予算を計上いたしました。鹿島地

区の伝統を受け継ぐ統合小学校として立派に

完成させてまいりますので、関係する皆様方

のご理解とご協力をお願いをいたします。 

 最後に、本年７月に開催をされた全国町村

会理事会及び全国山村振興連盟役員改選にお

いて副会長に選任をされました。石川県から

の全国町村会副会長は14年ぶり４人目とな

り、全国山村振興連盟副会長は12年ぶり３人

目となります。 

 この副会長は、北信越５県の代表として地

方の意見をしっかりと全国に発信し、地域が

結束して新幹線や道州制、ＴＰＰ等のさまざ

まな問題について正面から取り組み、地方に

暮らす住民の生活向上を目指して声を上げて

いかなければなりません。２年間の任期では

ありますが全力で取り組んでまいりますの

で、皆様方のご理解とご協力をお願いをいた

します。 

 それでは、本定例会に提案をいたしました

議案の主な内容について順次説明をいたしま

す。 

 最初に、議案第55号 中能登町半島振興対

策実施地域における固定資産税の特例に関す

る条例の制定についてであります。 

 この条例の主な内容は、半島振興対策実施

地域における固定資産税の不均一課税を適用

するため新たに条例を制定するものでありま

す。 

 次に、議案第56号 中能登町子ども・子育

て会議条例の制定についてであります。 

 この条例の主な内容は、子ども・子育て支

援法第77条第１項の規定に基づき、中能登町

子ども・子育て会議を設置する必要があるた

め、新たに条例を制定するものであります。 

 次に、議案第57号 中能登町特別職の職員

で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例についてでありま

す。 

 この条例改正の主な内容は、中能登町子ど

も・子育て会議の設置に伴い、委員報酬を定

める必要があるため、所要の改正を行うもの

であります。 

 次に、議案第58号 中能登町税条例の一部

を改正する条例についてであります。 

 この条例改正の主な内容は、地方税法の改

正に伴い、個人町民税の公的年金からの特別

徴収制度の見直しを行うとともに、金融商品

に係る課税方式の変更を行うことについて所

要の改正を行うものであります。 
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 次に、議案第59号 中能登町立学校設置条

例の一部を改正する条例についてでありま

す。 

 この条例改正の主な内容は、鹿島地区の統

合小学校について、小学校の名称や位置につ

いて所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第60号 中能登町小学校入学祝

金交付条例の一部を改正する条例についてで

あります。 

 この条例改正の主な内容は、小学校入学祝

金交付対象者の要件について所要の改正を行

うものであります。 

 次に、議案第61号 中能登町後期高齢者医

療に関する条例の一部を改正する条例につい

てであります。 

 この条例改正の主なものは、地方税法の改

正に伴い、延滞金の割合を引き下げる等の所

要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第62号 中能登町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例についてであり

ます。 

 この条例は、地方税法の改正に伴い、金融

所得課税方法の変更による所要の改正を行う

ものであります。 

 次に、議案第63号 中能登町介護保険条例

の一部を改正する条例についてであります。 

 この条例改正の主なものについても、地方

税法の改正に伴い、延滞金の割合を引き下げ

る等の所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第64号から議案第69号までの平

成25年度補正予算に関する議案についてご説

明をいたします。 

 最初に、議案第64号 平成25年度中能登町

一般会計補正予算につきましては、歳入歳出

予算の総額に歳入歳出それぞれ１億6,748万

3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ114億3,789万7,000円とする

ものであります。 

 また、第２表の債務負担行為につきまして

は、コミュニティバス運行業務及び基盤図作

成業務並びに地番図データ整備について、平

成26年度及び平成27年度までを期間として

8,400万円を計上し、第３表の地方債補正で

は、臨時財政対策債及び一般町道整備事業債

について必要額を計上するものであります。 

 次に、補正予算の主なものは、歳入では地

方交付税４億9,148万2,000円、社会資本整備

総合交付金7,200万円を増額するものであり

ます。 

 次に、ふるさと応援寄附金として、５名の

方々より合わせて42万円のご寄附をいただい

たもので、ここに改めて厚くお礼を申し上げ

ます。なお、寄附金はふるさと応援基金に積

み立て、今後、有効に活用させていただきま

す。 

 次に、基金繰入金では、普通交付税の額の

確定により財源調整のため財政調整基金４億

5,390万7,000円を減額し、町債では、一般町

道整備事業債4,290万円を増額して計上する

ものであります。 

 次に、歳出の主なものでは、総務費で、企

画費としてコミュニティバスの運行路線の見

直しによるバス停設置費として513万円を増

額し、農林水産業費では、地域農政推進対策

事業費として農地地図データ整備や地番図デ

ータ整備等に係る費用として3,040万円を増

額するものであります。 

 次に、土木費では、社会資本整備総合交付

金事業として、Ｔ－335号線等の道路改良工

事や消雪工事に要する費用として１億2,000

万円を増額し、災害復旧事業費では、６月18

日から19日にかけて発生した梅雨前線豪雨に

より被災した農地や農業用施設、林道等の復

旧工事に要する費用6,361万5,000円を増額す

るものであります。 

 また、８月23日に発生した梅雨前線豪雨に

より被災した町道の災害復旧のため、公共土

木施設災害復旧事業費に要する費用100万円

を増額するものであります。 

 次に、議案第65号 平成25年度中能登町後
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期高齢者医療特別会計補正予算につきまして

は、予算の総額は変更なく、歳入予算の組み

替えを行うものであります。 

 次に、議案第66号 平成25年度中能登町介

護保険特別会計補正予算につきましては、歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,269

万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ20億2,938万2,000円とする

ものであります。 

 補正予算の主なものは、国、県等過年度分

返還金の増額であります。 

 次に、議案第67号 平成25年度中能登町国

民健康保険特別会計補正予算につきまして

は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

1,344万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ20億9,844万6,000円と

するものであります。 

 補正予算の主なものは、退職者医療療養給

付費等交付金の過年度分精算による国、県等

返還金を増額するものであります。 

 次に、議案第68号 平成25年度中能登町下

水道事業特別会計補正予算につきましては、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ925

万4,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ13億4,081万5,000円とする

ものであります。 

 補正予算の主なものは、長寿命化計画策定

業務委託として1,600万円を減額し、鳥屋北

部処理区汚水枝線管渠布設工事800万円を増

額するものであります。 

 次に、議案第69号 平成25年度中能登町水

道事業会計補正予算につきましては、収益的

支出を261万1,000円減額し３億3,630万円と

し、資本的支出を30万円増額し４億3,107万

3,000円とするものであります。 

 主な内容として、企業債利息及び企業債償

還元金が確定したものであります。 

 次に、認定第１号から認定第８号について

ご説明をいたします。 

 これら８件の認定案件につきましては、平

成24年度各会計の決算について監査委員の審

査が終了いたしましたので、一般会計及び特

別会計につきましては地方自治法の規定によ

り、また水道事業会計につきましては地方公

営企業法の規定によりまして、それぞれ監査

委員の意見を付して議会の認定をお願いする

ものであります。 

 次に、議案第70号 町道路線の認定につき

ましては、在江地内において新たに町道の路

線の認定を行うものであります。 

 次に、議案第71号 町道路線の変更につき

ましては、土地改良事業等により９路線につ

いて起点、終点の変更を行うものでありま

す。 

 最後に、議案第72号 町道路線の廃止につ

きましても、土地改良事業等により６路線の

町道を廃止するものであります。 

 以上、本日提出をいたしました議案各件に

つきその大要をご説明申し上げましたが、議

員各位におかれましては、慎重なるご審議を

いただき適切なる議決を賜りますようお願い

を申し上げまして、提案理由の説明を終わり

ます。 

○議長（岩井礼二議員） 町長の提案理由の

説明が終わりました。 

 ここで、議案説明、質疑準備のために11時

35分まで休憩をいたします。 

  〔提案理由の訂正を求める声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 執行部、訂正を願

います。 

 谷参事兼総務課長 

  〔谷 敏則参事兼総務課長登壇〕 

○谷 敏則参事兼総務課長 ただいま町長、

説明を申し上げました21ページでございます

けれども、決算の認定に係る資料として議員

の皆さんにお出しした中、上から２行目にな

りますが「平成25」と記載をさせていただい

ておりました。配付させていただいた後に、

ここで我々どもの確認のミスでございます。

「24」が正確なのでございます。町長は
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「24」と申し上げました。これに誤りはござ

いません。よろしくお願いをいたします。 

 ご訂正もお願いします。よろしくお願いし

ます。 

○議長（岩井礼二議員） それでは、11時35

分まで休憩といたします。 

           午前11時29分 休憩 

 

           午前11時35分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 

 ◎議案説明及び質疑 

○議長（岩井礼二議員） 日程第４ 議案説

明及び質疑 

 これより、第６回定例会に上程されていま

す議案第55号から議案72号までについて、一

括して議案の説明及び質疑を行います。 

 これより上程議案の説明に入りますが、執

行部におかれましては、簡潔、明瞭で的確な

ものとされるよう求めておきます。 

 なお、認定第１号から認定第８号までの認

定８件については、決算審査特別委員会を設

置し、付託の予定であります。よって、ここ

での説明及び質疑は省略いたしたいと思いま

すので、ご了承を願います。 

 それでは、これより議案の説明及び質疑を

行います。 

 初めに、議案第55号 中能登町半島振興対

策実施地域における固定資産税の特例に関す

る条例の制定について説明を求めます。 

 議案書は、１ページから３ページとなりま

す。 

 田中税務課長 

  〔田中栄一税務課長登壇〕 

○田中栄一税務課長 それでは、議案第55号

 中能登町半島振興対策実施地域における固

定資産税の特例に関する条例の制定につい

て、ご説明を申し上げます。 

 説明は、提出案件の説明資料１ページにて

説明をさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

 まず、本条例の制定理由でありますが、固

定資産税の不均一課税に係る総務省令の改正

に伴い、新たに制定するものであります。 

 今回の総務省令の改正では、半島振興法に

おいて指定された半島振興地域における固定

資産税の不均一課税について、２年間、平成

27年３月31日までの適用期間の延長と、あわ

せて資本規模に応じた取得価格の下限値の引

き下げが行われました。2,700万円超から500

万円以上という改正がございました。 

 現在、中能登町では、製造業等の固定資産

税の軽減措置は、原子力発電施設等立地地域

の指定による町税の課税の特例に関する条例

を適用しております。さきの６月議会におき

まして、取得価格2,700万円は据え置きの形

で適用期間を２年間延長の議決をいただいて

おります。このため取得価格の下限値を500

万円とすることにより町内の適用事業者の範

囲が拡大することになり、また産業振興に有

利な条件である本条例を制定するものでござ

います。 

 条例の概要でございますが、町内において

製造業または旅館業の用に供する一つの設

備、新設、増設の取得価格の合計額が個人に

あっては500万円以上、法人にあっては資本

金の額の区分によりまして500万円以上から

2,000万円以上が取得価格の要件となってお

ります。 

 軽減割合につきましては、３年間軽減、不

均一課税されるということでございまして、

原子力発電施設等立地地域の指定による町税

の課税の特例に関する条例と同じ割合でござ

います。 

 ここにお示ししてございますとおり初年度

が0.01％、２年目が0.35％、３年目が0.7％

という軽減措置を適用するものでございま

す。軽減措置、不均一課税による減収分は国

から補塡をされるということになっておりま
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す。 

 適用期日は、平成25年４月１日にさかのぼ

って適用するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第55号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第56号 中能登町子ども・子育

て会議条例の制定について説明を求めます。 

 議案書は、５ページから８ページとなりま

す。 

 広瀬参事兼住民福祉課長 

  〔広瀬康雄参事兼住民福祉課長登壇〕 

○広瀬康雄参事兼住民福祉課長 それでは、

議案書の７ページをお願いをいたします。そ

れと条例等提出案件資料の３ページをお願い

いたします。 

 条例の制定理由でございますが、平成24年

８月に公布されました子ども・子育て支援法

により、地方版の子ども・子育て会議の設置

が努力義務とされました。それを踏まえて、

同法の第77条第１項各号に掲げる事務を処理

するため、町が実施する児童福祉法その他子

供に関する法律による施策について調査、審

議する機関として会議を設置するものであり

ます。 

 会議につきましては、子供の保護者や事業

従事者など子育ての当事者等の意見を反映さ

せることにより、自治体における子ども・子

育て支援施策を実施する上で重要な役割を果

たすものと思っております。 

 条例の趣旨につきましては、会議の組織及

び運営に関する事項を定めたものでありま

す。 

 会議の事務の所管ですが、どんなことをす

るかということですが、１つは、特定教育・

保育施設、これは認定こども園、幼稚園、保

育所の利用定員を定めるに当たり意見を述べ

ること。２つ目は、特定地域型保育事業とい

うことでありますが、これは家庭的保育事

業、それと小規模保育事業、居宅訪問型保育

事業、事業所内保育事業というこういう事業

があるんですが、それの利用定員を定めるに

当たり意見を述べること。３つ目は、子ど

も・子育て支援事業計画策定に関し意見を述

べること。４つ目は、子ども・子育て支援に

関する施策の総合的な推進に必要な事項及び

当該施策の実施状況を調査、審議すること。

この４つの項目の事務処理をすることとして

おります。 

 そういう目的の会議条例であります。 

 それでは、条例について簡潔にご説明をい

たします。 

 第１条につきましては、今ほど申しました

ように子ども・子育て支援法に基づき設置す

るということで規定をしております。 

 第２条につきましては、掌握する事務とい

うことで、今ほど申し上げました４つの事務

が基本的な事務処理に当たります。 

 そして、３条、組織です。委員につきまし

ては10人以内で組織するということとしてお

ります。委員につきましては、子供の保護

者、事業主を代表する者、労働者を代表する

者、子ども・子育て支援事業に従事する者、

学識経験のある者ということで定めておりま

す。 

 第４条につきましては、委員の任期を定め

ております。２年とするということにしてお

ります。 

 ５条につきましては、会長を置くというこ

とでの規定であります。 

 ６条につきましては、分科会の規定であり

ます。専門的事項を分掌させるため、必要が

あるときには分科会を置くことができるとい

う規定をしております。 

 続いて、８ページをお願いします。 

 ８ページにつきましては、第７条で会議の



－10－ 

招集等について規定をしております。 

 ８条につきましては、意見聴取等について

規定をしております。 

 第９条は、庶務についてであります。会議

の庶務につきましては住民福祉課において処

理するということとしております。 

 第10条につきましては、会議の運営等で定

めて、会長が会議の運営に関し必要な事項は

会議に諮って定めるというようなことであり

ます。 

 附則につきましては、この条例は、公布の

日から施行するということであります。それ

と、最初に会議を招集するのは町長が招集す

るという規定でございます。 

 以上であります。よろしくお願いをいたし

ます。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第56号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第57号 中能登町特別職の職員

で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例について説明を求

めます。 

 議案書は、９ページから11ページとなりま

す。 

 広瀬参事兼住民福祉課長 

○広瀬康雄参事兼住民福祉課長 それでは、

議案第57号 中能登町特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例についてであります。 

 議案書は11ページになります。 

 先ほど議案第56号で申し上げましたように

子ども・子育て会議の委員の報酬を定めるも

のであります。 

 別表第１に、番組放送審議会委員の次に次

のように加えるということで、子ども・子育

て会議委員、日額6,000円という規定でござ

います。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第57号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第58号 中能登町税条例の一部

を改正する条例について説明を求めます。 

 議案書は13ページから17ページとなりま

す。 

 田中税務課長 

○田中栄一税務課長 議案第58号 中能登町

税条例の一部を改正する条例について、ご説

明を申し上げます。 

 議案書13ページから17ページになります。

説明のほうは提出案件の説明資料７ページ、

８ページにおいて説明をさせていただきま

す。 

 では、説明資料７ページをごらんいただき

たいと思います。 

 今回の条例改正は、地方税法の改正に伴い

個人町民税の公的年金からの特別徴収制度の

見直しを行うとともに、金融商品に係る課税

方式の変更を行うことについて所要の改正を

行うものでございます。 

 個人町民税関係では、年金所得に係る年間

の特別徴収額の平準化を図るために、仮特別

徴収税額を前年度分の特別徴収税額の２分の

１に相当する額とするものでございます。 

 ８ページをごらんいただきたいと思いま

す。８ページのほうに表がございます。１番

の個人町民税関係の現行の算定方法、そして

改正による算定方法を記載してございます。

現行では前年度分の本徴収額であるところ

を、改正後、前年度分の年税額掛ける２分の

１ということにするものでございます。これ

によって年間の税の均衡を図るというもので

ございます。 
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 続いて、７ページをごらんいただきたいと

思います。 

 金融所得課税関係の改正でございます。こ

れは投資家の市場参加を促すために、投資環

境を整備するということを目的として公社債

等に対する課税方式を変更するというもので

ございます。 

 １点目につきましては、一定の特定公社債

等の利子等について、納税者が申告した場合

には所得割の課税対象とし、100分の３の税

率による分離課税とするものでございます。 

 ２点目につきましても、一定の特定公社債

等の譲渡所得等について、申告した場合には

所得割の課税対象とし、同じく100分の３の

税率により分離課税とするものでございま

す。 

 続いて３点目でございますが、上場株式等

の譲渡損失及び配当所得の損益通算の特例の

対象に、特定公社債等の利子所得等及び譲渡

所得等を加え、これらの所得間並びに上場株

式等の配当所得及び譲渡所得等との損益通算

を可能とするものでございます。 

 これについても８ページのほうをごらんい

ただきたいと思います。８ページの金融所得

課税関係の下の図をごらんいただきたいと思

います。現行では上場株式等の配当及び譲渡

損益について損益通算が可能でございました

が、改正後においては公社債等の利子及び譲

渡損益についても損益通算を可能とするとい

うものでございます。 

 ７ページに戻ります。 

 最後に４点目でございますが、平成29年度

以後の各年度分の個人町民税について、前年

前３年内の各年に生じた特定公社債等の譲渡

損失の金額は、特定公社債等の利子等及び譲

渡所得等並びに上場株式等の配当所得及び譲

渡所得等からの繰越控除を可能とするもので

ございます。 

 この条例の施行は平成28年１月１日からと

なりますが、１番の個人町民税関係の改正規

定につきましては平成28年10月１日から、そ

して２番目の金融所得課税関係の改正規定に

つきましては平成29年１月１日からの施行と

なるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第58号について質疑の方はございま

せんか。 

 ５番 宮下議員 

  〔５番（宮下為幸議員）登壇〕 

○５番（宮下為幸議員） ８ページの個人住

民税の公的年金からの特別徴収制度の見直し

の表なんですが、詳しく説明をしていただき

たい。例えばＮ年度、仮徴収額、４、６、８

は１万円、割る３というのは１万円だとわか

るんですが、あとの表の見方がどういうふう

な計算方式になっているのかわかりません。 

○議長（岩井礼二議員） 田中税務課長 

○田中栄一税務課長 説明資料の８ページの

個人町民税関係の年金特別徴収制度の算定の

方法について、ご説明を申し上げます。 

 現在、現行の年金の特別徴収につきまして

は、年金の支給月に合わせまして４月、６

月、８月、10月、12月、２月、年６回の年金

の支給になっております。その月に合わせて

年金から特別徴収ということで、偶数月に特

別徴収をさせていただいております。現在の

方法は仮徴収ということで、前年の本徴収額

という金額を３カ月で割ったものを仮徴収額

の翌年度の４月、６月、８月にかけて徴収を

させていただきます。残りの金額を10月、12

月、２月に３回に分けて徴収をさせていただ

くという方法をとっております。 

 この計算の方法でいきますと、Ｎ＋１の年

度の場合に３万6,000円で年税額が控除があ

った場合に、例年は６万円ところが３万

6,000円になって、仮徴収額が４月、６月、

８月にかけては１万円ずつで３万円。残りの

３回で2,000円ずつの負担で年間３万6,000円

という負担をお願いすることになります。 
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 次の年へ行きますと、前年度の本徴収額を

翌年度の仮徴収額のほうに移行されるという

ことでございますので、４月、６月、８月に

おいては2,000円の負担をお願いします。残

りの10月、12月、２月においては、６万円の

負担に対して既に納まった6,000円から残り

の分を10月、12月、２月でそれぞれ１万

8,000円ずつ負担をしていただくことになり

ます。 

 こういう不均衡といいますか、この金額を

是正するために、新たに改正後では前年度分

の年税額の２分の１を仮徴収額の４月、６

月、８月において徴収することによって幾ら

かの均衡が是正できるという、そういう考え

方で改正をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） ５番 宮下議員 

○５番（宮下為幸議員） なかなか話だけ聞

いておってもわかりませんので、一つだけ。

Ｎ＋１、Ｎ＋２、Ｎ＋３、年度でこんなにな

っとるもんで、この辺もちょっとわからない

んですけれども、これと、トータル的には、

例えば均一さをなくしたということで安くな

るということですか。 

○議長（岩井礼二議員） 田中税務課長 

○田中栄一税務課長 お答えいたします。 

 年税額については差異はございません。た

だし、それぞれの年金支給月に合わせて納め

ていただく特別徴収額においては年度間の平

準化を図るということで、こういう算定の改

正をするものです。 

○議長（岩井礼二議員） ５番 宮下議員 

○５番（宮下為幸議員） 終わります。 

○議長（岩井礼二議員） ほかにありません

か。 

  ９番 上見健一議員 

  〔９番（上見健一議員）登壇〕 

○９番（上見健一議員） 議案書の17ペー

ジ、施行日なんですけれども、ことしは25年

ですよね。28年の１月１日とか29年の１月１

日とかと書いてありますけれども、この日の

決定の理由をちょっと聞かせていただきた

い。 

○議長（岩井礼二議員） 田中税務課長 

○田中栄一税務課長 議案第58号の施行期日

についてのご質問でございます。 

 まず、この条例の施行は28年１月１日とい

いますのは、地方税法の改正に同調した28年

１月１日からの施行でございます。 

 それ以外の部分については、先ほどの個人

町民税関係については28年10月１日、それか

ら２号の規定の施行期日、29年１月１日につ

きましても地方税法の適用、施行期日に合わ

せて施行期日を定めております。 

 今25年度で、28年度まで引っ張る理由が何

かということでお尋ねです。これにつきまし

ては、いろいろシステムの改修等に時間がか

かるということもありまして、それなりの期

間を置いた上でこの施行を定めるという、そ

ういうふうに聞いております。それは解説書

等でそういう理由が記載されておりましたの

で、ご報告をさせていただきます。 

 以上でございます。 

○９番（上見健一議員） 議長、終わりま

す。 

○議長（岩井礼二議員） ほかにございませ

んか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

すので次に進みますが、ここで昼食のため１

時30分まで休憩いたします。 

           午後０時04分 休憩 

 

           午後１時30分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 次に、議案第59号 中能登町立学校設置条

例の一部を改正する条例について説明を求め

ます。 

 議案書は19ページから21ページとなりま
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す。 

○議長（岩井礼二議員） 植田教育文化課長 

  〔植田一成教育文化課長登壇〕 

○植田一成教育文化課長 それでは、19ペー

ジをお願いいたします。提出案件資料につき

ましては、27ページをお願いをいたします。 

 議案第59号 中能登町立学校設置条例の一

部を改正する条例についてでございます。 

 21ページをお願いをいたします。 

 中能登町立学校設置条例の一部を次のよう

に改正する。 

 別表第１中、中能登町立御祖小学校、中能

登町高畠井部３番地、中能登町立久江小学

校、中能登町久江ホ部30番地、中能登町立滝

尾小学校、中能登町井田56部152番地、中能

登町立越路小学校、中能登町二宮タ部166番

地を、中能登町立鹿島小学校、中能登町芹川

チ部95番地に改めるものでございます。 

 附則につきましては、経過措置といたしま

して、２のほうで平成27年３月31日までの

間、別表第１中、中能登町鹿島小学校、中能

登町芹川チ部95番地とあるのは、中能登町立

御祖小学校、中能登町高畠井部３番地、中能

登町立久江小学校、中能登町久江ホ部30番

地、中能登町立滝尾小学校、中能登町井田56

部152番地、中能登町立越路小学校、中能登

町二宮タ部166番地とするものでございま

す。 

 鹿島地区の統合小学校につきましては、こ

の９月以降につきまして校章または校歌の歌

詞等を募集するのに学校名等が必要でありま

すので、一部を改正するものでございます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第59号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第60号 中能登町小学校入学祝

金交付条例の一部を改正する条例について説

明を求めます。 

 議案書は23ページから25ページとなりま

す。 

○議長（岩井礼二議員） 植田教育文化課長 

○植田一成教育文化課長 23ページをお願い

いたします。提出案件資料につきましては、

29ページをお願いいたします。 

 議案第60号 中能登町小学校入学祝金交付

条例の一部を改正する条例についてでござい

ます。 

 25ページをお願いいたします。 

 中能登町小学校入学祝金交付条例の一部を

改正する条例。 

 中能登町小学校入学祝金交付条例の一部を

次のように改正する。 

 第２条第３項を削る。 

 附則といたしまして、この条例は平成25年

10月１日から施行するものでございます。 

 入学祝金につきましては、従来、同一世帯

内に町税等の滞納がある場合は交付をしてい

ませんでした。今回の改正につきましては、

滞納があった場合も入学祝金を決定します

が、該当する保護者に充当承諾書をいただ

き、滞納の税、料金等に入学祝金を充てる措

置をするものでございます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第60号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第61号 中能登町後期高齢者医

療に関する条例の一部を改正する条例につい

て説明を求めます。 

 議案書は27ページから29ページとなりま

す。 

○議長（岩井礼二議員） 長元保健環境課長 

  〔長元健次保健環境課長登壇〕 
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○長元健次保健環境課長 それでは、27ペー

ジをごらんになってください。 

 議案第61号 中能登町後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例についてでご

ざいます。 

 説明につきましては、別紙の条例等提出案

件資料でさせていただきたいと存じます。そ

れでは、資料の31ページをお開きください。 

 これにつきましては、改正の理由ですが、

地方税法の改正により延滞金の割合が引き下

げられたことに伴いまして改正をするもので

ございます。 

 概要を簡単に説明させていただきます。 

 延滞金の割合についてですが、下の表であ

らわしたものをごらんになっていただきたい

と思います。この表は、保険料を納めた日よ

り計算するということで、それぞれその期間

によって計算方法が違います。区分の欄をご

らんなっていただきたいんですが、まず上段

のほうのアでございます。納期限の翌日から

１カ月を経過する日までの期間の延滞金の割

合につきましては、改正案では新特例基準割

合に年１％の割合を加算した割合（上限は年

7.3％）、現行につきましては旧特例基準割

合（上限は年7.3％）でございます。次に下

段のイになりますが、先ほど申し上げました

前記のアに該当しない延滞金の割合でござい

ます。これは１カ月を超えた日からでござい

ますが、改正案では新特例基準割合に年

7.3％の割合を加算した割合（上限は年

14.6％）でございます。現行につきましては

本則どおり年14.6％となっております。 

 これを具体的に申し上げますと、財務大臣

が告示する割合が１％の場合、アの納期限１

カ月以内については現行の4.3％が改正後は

３％となります。実質1.3％下がることにな

ります。次に下段になりますが、イになりま

すが、納期限１カ月を超えた期間につきまし

ては現行の14.6％が改正後につきましては

9.3％になります。実質5.3％下がることにな

ります。 

 なお、この条例の施行期日につきましては

平成26年１月１日でございます。 

 以上よろしくお願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第61号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第62号 中能登町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例について説明を

求めます。 

 議案書は31ページから34ページとなりま

す。 

○議長（岩井礼二議員） 長元保健環境課長 

○長元健次保健環境課長 それでは、31ペー

ジをごらんになってください。 

 議案第62号 中能登町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例についてでございま

す。 

 これにつきましても、別紙の条例等提出案

件資料によりご説明を申し上げたいと思いま

す。ページは35ページになりますので、ごら

んになってください。 

 この条例の改正につきましては、地方税法

の一部改正に伴う条例の改正で、国民健康保

険税の所得割算定及び軽減判定に用いる所得

の算定方法について、公社債等の利子及び譲

渡損失等の見直し等を行ったものでございま

す。 

 改正の概要につきましては、先ほど町の税

条例のほうにも説明がございましたが、同様

に上位であります地方税法の法律の改正に合

わせまして所定の改正を行うものでございま

す。 

 なお、施行の期日につきましては平成29年

１月１日でございます。 

 以上よろしくお願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし
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た。議案第62号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第63号 中能登町介護保険条例

の一部を改正する条例について説明を求めま

す。 

 議案書は35ページから37ページとなりま

す。 

○議長（岩井礼二議員） 中井介護担当課長 

  〔中井厚明住民福祉課介護担当課長登壇〕 

○中井厚明住民福祉課介護担当課長 議案書

の35ページをお願いをいたします。 

 議案第63号でございます。中能登町介護保

険条例の一部を改正する条例についてでござ

います。 

 説明につきましては、条例等提出案件資料

41ページ、最後のページになります。案件資

料の最後のページをごらんになっていただき

たいと思います。 

 新旧対照表のほうを載せさせていただいて

おります。改正の内容につきましては、介護

保険料の延滞金の率につきまして、１カ月以

内の利率を7.3％に設定いたしました。 

 もう１点、後期高齢者医療制度と同様に、

地方税法の改正に伴いまして当分の間、利率

の特例を設けるものでございます。 

 具体的には、来年の１月１日から当分の

間、１カ月以内の利率7.3％が約３％程度、

１カ月以降の14.6％の利率が9.3％程度にな

るのではないかというふうに見込んでおりま

す。 

 説明については以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第63号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第64号 平成25年度中能登町一

般会計補正予算について質疑を行います。 

 まずは歳入全般について説明を求めます。 

 議案書は39ページから50ページとなりま

す。 

 谷参事兼総務課長 

  〔谷 敏則参事兼総務課長登壇〕 

○谷 敏則参事兼総務課長 ご説明を申し上

げます。 

 議案書39ページとなります。 

 議案第64号 平成25年度中能登町の一般会

計補正予算は、次に定めるところによるとし

ております。 

 第１条としまして、歳入歳出予算の総額に

歳入歳出それぞれ１億6,748万3,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額を114億3,789万

7,000円とするものであります。 

 第２条では、債務負担行為の補正について

うたってございます。債務負担行為の変更は

第２表債務負担行為補正によるとしておりま

す。後ほど説明を申し上げます。 

 続いて、第３条であります。地方債の補正

であります。地方債の変更は、第３表地方債

補正によるとしております。これも後ほどご

説明を申し上げます。 

 続いて、議案書44ページをお開き願いま

す。 

 第２表債務負担行為補正についてご説明を

申し上げます。 

 ここでは４項目を上げさせていただいてお

りますが、まずはコミュニティバス運行業務

についてであります。期間を平成26年度とし

てございます。限度額を2,400万円というこ

とで計上させていただいております。この内

容につきましては、現在３ルートで走行して

おるものを２ルートとする新たな設定となる

わけでございますけれども、この関係につき

ましては国土交通省に対する認可が必要とな

ります。期間として３カ月余りを必要とする

そういうことから本定例会、９月定例会にお
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願いをするものでございます。 

 続いて、基盤図作成業務であります。期間

を平成26年度とするものであります。限度額

は3,000万円でございます。 

 続いて、地形図データ整備でございます。

期間を平成26年度として、1,500万円を限度

額として上げさせていただいておるものでご

ざいます。同じ項目で、27年度においても限

度額を1,500万として計上させていただいて

おるものでございます。 

 この基盤図作成関係につきましては、町内

全域を撮影した航空写真をもとに作成した地

図に農地や住宅などの情報を盛り込んだデー

タベースの整備を行うということでありま

す。この関係につきましては、歳出、55ペー

ジのところで農林課から詳細説明がされます

ので、よろしくお願いをします。 

 続いて、45ページをお願いいたします。 

 地方債の補正についてであります。 

 まず臨時財政対策債につきましては、

2,923万1,000円を減額いたしまして限度額を

３億9,288万6,000円とするものでございま

す。この臨時財政対策債の減につきまして

は、普通交付税額の決定がありました。ここ

で発行可能額が確定をいたしましたので、こ

れに基づいた減額となるものでございます。 

 続いて、一般町道整備事業債であります。

4,290万円を増額し、限度額を２億8,270万円

とするものであります。この事業債につきま

しては、社会資本整備総合交付金事業という

ことで計上させていただいたものであります

が、この関係につきましても土木費のほうで

詳細説明をさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

 ここでは、合わせて1,366万9,000円を増額

し、限度額の総額を17億5,618万6,000円とす

るものでございます。 

 続きまして、48ページをごらんいただきた

いと思います。 

 これよりは歳入の説明を申し上げます。 

 まず、地方特例交付金であります。補正額

として44万1,000円を増額をさせていただい

ておるものでございます。額の確定による増

額となったものであります。 

 続いて、地方交付税であります。４億

9,148万2,000円を増額させていただいておる

ものでございます。交付税の総額としては47

億9,148万2,000円とするものであります。こ

の交付税につきましても額の確定によって増

額をさせていただいたものであります。 

 この後、分担金及び負担金、そして国庫支

出金、県支出金につきましては、歳出のとこ

ろで各部分については必要に応じた説明がな

されますので、ここでは省略をさせていただ

きたいと存じます。 

 続いて、49ページでございます。 

 寄附金であります。ふるさと応援寄附金で

42万円を増額をさせていただいております。

内訳としましては、５名の方からご寄附をい

ただいたものでございます。町内の方からは

１名の方、県外の方からは４名ということで

あります。合わせて42万円でございます。 

 続きまして、繰入金であります。基金繰入

金といたしまして、ここでは減額をさせてい

ただいております。４億5,390万7,000円の減

額であります。これは財政調整基金の繰入金

として見込んでおりましたが、普通交付税の

額の確定によりまして基金の繰り入れを減じ

たものであります。 

 49ページ、最後になりますが、繰越金であ

ります。189万7,000円の増額を行わせていた

だいたものであります。ここにつきましても

額の確定による増額をさせていただいており

ます。 

 続いて、50ページをお開き願います。 

 雑入であります。 

 総務課の雑入といたしましては、七尾鹿島

広域圏事務組合決算剰余金として1,378万円

の増額を行わせていただいております。この

件につきましては、平成25年３月末をもって
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解散をいたしましたけれども、この広域圏組

織の解散に伴う清算剰余金が発生いたしまし

た。金額として1,378万円を増額をさせてい

ただいたものでございます。 

 続いて、保健環境課雑入として、ここでは

平成24年度後期高齢者療養給付費負担金返還

金として701万8,000円を増額をさせていただ

いております。平成24年度の後期高齢者療養

給付費負担金の返還金額確定に伴う増額でご

ざいます。 

 続いて、石川県少年補導センター活動推進

事業委託金として９万円を計上させていただ

いております。この件につきましては、広域

圏の解散に伴って町分が直接町として受ける

ことになりました。ここで９万円を計上させ

ていただいたものでございます。 

 続いて、最後になりますが町債でありま

す。総務債としては臨時財政対策債2,923万

1,000円の減額であります。これは、さきに

申し上げました地方債補正について同じでご

ざいます。 

 同じく土木債では、道路橋梁債として一般

町道整備事業債4,290万円をこちらは増額を

させていただいております。この件につきま

しても、さきに説明を申し上げましたそのと

おりでございます。 

 歳入については以上であります。よろしく

お願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。ただいま説明を受けたことについて質疑

の方はございませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 続いて、同じく議案第46号 平成25年度中

能登町一般会計補正予算の歳出について説明

を求めます。 

 議案書は51ページから60ページとなりま

す。 

 谷参事兼総務課長 

○谷 敏則参事兼総務課長 それでは、歳出

についてご説明を申し上げます。 

 まず総務費から説明を申し上げます。ペー

ジは51ページとなります。 

 一般管理費で情報管理事業となりますが、

委託料、システム開発で1,535万1,000円の計

上をさせていただいております。内容としま

しては、平成24年度に契約をしました統合電

算システム再構築業務により税、住民情報等

の基幹業務システムの更新作業を進めさせて

いただいております。ここで業務効率をより

向上させる観点から、契約時に対象となって

はいませんでしたが特定健診システム、そし

て、ひとり親管理システム、水洗化率システ

ムを追加させていただきたいというふうに思

います。また、新たでありますが確定申告支

援システムの更新も含めてお願いをしたいと

いうふうに思います。あくまでも業務の信頼

性を高める、それからシステムの安全性を含

めたことでの開発費として計上させていただ

いたものであります。あわせ持って1,535万

1,000円の計上をさせていただいたものであ

ります。 

 続きまして、財産管理費であります。積立

金で、ふるさと応援基金42万円の計上でござ

います。歳入でもご説明を申し上げましたが

５名の方より貴重なご寄附をいただいたもの

であります。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 堀内企画課長 

  〔堀内浩一企画課長登壇〕 

○堀内浩一企画課長 それでは次に、同じペ

ージで、第６目企画費の２細目企画総務費で

ございます。513万円の増額の補正をお願い

するものでございます。委託料としてコミュ

ニティバスのバス停の設置費でございます。

平成26年度から新たな運行ルートでコミュニ

ティバスを運行するためのバス停の設置費で

ございます。150カ所を予定しております。 

 以上です。 
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○議長（岩井礼二議員） 谷参事兼総務課長 

○谷 敏則参事兼総務課長 それでは続いて

ご説明を申し上げますが、冒頭、歳出部分で

言い忘れました。改めて申し上げます。歳出

部分の給与費については、各課にわたり必要

額を計上させていただいております。ここで

の説明は省略をさせていただきたいと存じま

す。よろしくお願いをいたします。 

 それでは、51ページから52ページにかけま

してでございます。 

 参議院議員選挙費として、各項目による組

み替えを行わせていただいたものでございま

す。補正額はございません。必要額の組み替

えを行わせていただきました。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 堀内企画課長 

○堀内浩一企画課長 続きまして、52ページ

の下段になりますが、第２目委託統計調査費

の１細目学校基本調査費、それから９細目住

宅・土地統計調査費、次のページにわたりま

して18細目の商業統計調査準備費でございま

す。いずれも県の統計調査委託金が決定した

ことにより、当初予算計上額よりトータルで

２万8,000円の増額となった分について増額

計上をさせていただくものでございます。 

 内訳といたしまして、学校基本調査で

2,000円、消耗品で2,000円でございます。そ

れから９細目の住宅・土地統計調査費で２万

1,000円の増ということで、調査員等の報酬

１万2,000円、臨時職員賃金１万円、それか

ら消耗品で２万5,000円の減、印刷費で２万

4,000円の増でございます。それから商業統

計調査準備費で5,000円の増ということで、

消耗品5,000円の増でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 中井介護担当課長 

○中井厚明住民福祉課介護担当課長 それで

は引き続き、53ページでございます。 

 中段の１目社会福祉総務費でございます。

予算の増減はございません。２細目社会福祉

事業で予算の組み替えをお願いするものでご

ざいます。 

 これにつきましては、今年度整備を予定し

ております小規模多機能型居宅介護施設につ

きまして、当初、民間の法人による整備を想

定しておりました。しかし、決定をいたしま

した運営事業者におきましては、町が所有し

管理する町有施設につきまして、その一部を

利用して事業を行いたいということで、行う

という計画であったことから、補助金という

形から同額を工事請負費と委託料に組み替え

を行いまして町において整備を図ることにな

ったものでございます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 広瀬参事兼住民福

祉課長 

○広瀬康雄参事兼住民福祉課長 同じく、53

ページになります。 

 老人福祉費、老人福祉事務事業でありま

す。補助金で１万円の増額。これにつきまし

ては、５月18日に行われましたゆうりんピッ

ク2013のソフトテニス２部女子におきまして

黒氏の平野みつ子さんがペアで優勝されまし

た。そういうことで、10月26日から29日にか

けまして高知県で開催されます全国健康福祉

祭に出場されます。その激励費として１万円

を補正するものであります。繰出金につきま

しては、介護保険特別会計のほうが決まりま

したので減額の32万2,000円という補正額で

ございます。 

 続いて、その下の健康ハウス憩運営事業費

であります。備品購入費28万4,000円の増額

であります。内容につきましては、当初より

憩のほうでは喫茶部門の製氷機が設置されて

おります。これにつきまして故障が生じまし

て氷ができない状態になりました。そういう

ことで修理も考えたんですが、もう製造元が

部品の製造を行っていないということで新た

に買いかえたいということで28万4,000円の

備品購入費をお願いするものでございます。 
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 続いて、54ページをお願いいたします。 

 保育園運営費197万5,000円の増額でありま

す。内容につきましては、条例のほうでもご

説明いたしましたが今後子ども・子育て会議

を開催するということで、委員報酬を18万円

増額したいと思っております。 

 それと、子ども・子育て支援計画を作成す

るに当たりニーズ調査を行いたいと思ってお

ります。これは保育園児の全世帯と小学生の

一部抽出世帯ということで考えております

が、それらの調査業務の委託ということで

157万5,000円を計上しております。 

 それと補助金につきましては、これは、と

りやのの保育園に関する補助金であります。

国の事業で次世代育成支援対策交付金という

ことで当初予算で見ておりましたが、国から

県のほうへ事業移管がされました。そういう

ことで、県費の補助金ということで地域子育

て支援拠点事業ということで事業計画も確定

しましたので622万円の補助金。内容につき

ましては、子育て支援センターを開設してお

ります。それらの設置補助でございます。 

 以上よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 長元保健環境課長 

○長元健次保健環境課長 それでは引き続き

まして、54ページ、中段以降になります。第

４款衛生費、第１項２目１細目感染症予防事

業でございます。75万円を増額するものでご

ざいます。 

 20節扶助費、任意風疹予防接種助成75万円

でございます。これは、さきにも委員会でご

説明申し上げましたが、妊娠初期の女性が風

疹にかかりますと心臓や目、耳などに障害を

持って生まれてくる子供の確率が非常に高い

ということでございます。その予防のために

予防接種１人１回につき5,000円を助成し、

風疹の流行を抑えようとするものでございま

す。この費用につきましては150名分をお願

いしたいということでございます。 

○議長（岩井礼二議員） 谷参事兼総務課長 

○谷 敏則参事兼総務課長 54ページでござ

います。 

 墓地管理事業で12万5,000円の計上をさせ

ていただきました。墓地区画について返還が

ございましたので、その返還金12万5,000円

の計上をさせていただいたものでございま

す。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 長元保健環境課長 

○長元健次保健環境課長 それではまた引き

続きまして、54ページの一番下段になりま

す。 

 ５目１細目後期高齢者医療事業でございま

す。18万4,000円の減額でございます。これ

は28節の繰出金、後期高齢者医療特別会計へ

の繰出金を18万4,000円減額するものでござ

います。これは平成24年度の後期高齢者医療

特別会計の繰越金の確定に伴う一般会計の繰

出金の減額措置でございます。 

 次に、下のページをごらんになってくださ

い。 

 ２細目の老人保健医療事業でございます。

23節で国県等返還金１万円でございます。こ

れは平成24年度老人保健医療費交付金の額の

確定による精算金でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 大森参事兼農林課

長 

  〔大森一義参事兼農林課長登壇〕 

○大森一義参事兼農林課長 それでは、議案

書55ページであります。 

 第６款農林水産業費であります。 

 １項１目１細目の農業委員会費であります

が、７万2,000円の増額の計上をお願いする

ものであります。これにつきましては、10月

29日から31日にわたりまして全国農業担い手

サミットが金沢市、また七尾市等で開催をさ

れます。それに伴います農業委員さん15名、

事務局３名、合計18名、１人負担金4,000円

でございますが、そのときの負担金７万
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2,000円の増額の計上であります。 

 よろしくお願いをしたいと思います。 

 次に、２目であります。２目の１細目地域

農政推進対策事業費3,190万円の増額計上で

あります。 

 まず13節でありますが、これと関連いたし

ますので、ちょっとページ戻ります。議案書

44ページをお開きください。 

 第２表の債務負担行為補正であります。先

ほど総務課長のほうからも説明がありました

が、下から３段がそうです。１つは基盤図の

作成業務として26年度分として限度額の

3,000万、また地番図のデータ整備というこ

とで26年度、限度が1,500万、それから地番

図のデータ整備で27年度債務負担行為分とし

て限度が1,500万。これは総額で6,000万円に

なります。 

 次に説明させていただきますが、今回の補

正で増額計上をお願いしたいものは3,040万

円のものであります。今年度実施する事業と

今ここで債務負担行為を２カ年にわたらせて

もらっておりますが、これを総額合わせます

と9,040万円の総事業費になります。 

 今年度事業分につきましては1,700万円の

補助を受けて、農地分に関しては、今年度中

に成果を仕上げるというような内容の事業も

あわせて対応させてもらったものですから今

年度にさせていただきたい。 

 あと今言いました債務負担行為の分に関し

ましては、２カ年にわたりまして成果品をつ

くっていきたい。これは基本的には町の正確

な管内図を作成する業務というものでありま

す。先ほど総務課長からもありましたが、飛

行機を飛ばさせていただきましてオルソ画像

という正確なゆがみのない航空からの写真に

基づきまして、そこに地番をかぶせたり、ま

た都市計画図的なものを──基盤図と言って

おりますが、そういったものを作成させてい

ただきたい。 

 町のデータベースは１本ということなの

で、それを皆さん、各所管、活用させていた

だきまして、土木なり上下水道課、また税務

課、農林課ということで、その基本となるも

のをベースとさせていただいて今後は省力化

を図っていきたいというようなものでござい

ます。 

 9,040万円のうち、議案書は55ページにお

戻りください。先ほどの２目の１細目地域農

政推進対策事業の中の13節であります。 

 この中で農地地図データ整備等ということ

で1,850万円であります。これにつきまして

は農地関係のソフト納入、そういった地番デ

ータの整備事業に費やす費用として1,850万

円の増額の計上であります。 

 その下でございますが、地番図のデータ整

備ということで500万円の計上であります。

これは農地と接する農地以外の部分もござい

ます。そういったものも把握しておかないと

農地全体を把握できないというような一部こ

ともございまして、今年度500万の計上で整

備をさせていただきたいというものでござい

ます。 

 それと航空写真の作成ということで690万

円の増額計上でございます。これは一番基本

となる業務でありまして、今年度中にそうい

った航空写真等を撮らせていただきましてベ

ースとなるものをつくり、今年度と26年、27

年度にわたって、そこに各種データ等の導入

をさせていただきたいというものでございま

す。 

 本年度は3,040万円の事業を計上させても

らっております。農地分のみです。 

 よろしくお願いをいたします。 

 次に、19節の補助金でありますが、これは

青年就農給付金ということで150万円の計上

であります。今回につきましては、ことし初

めてですが、能登部下の明星孝昭さんという

方でございますが、現在は花見月地区で野菜

をつくっておられます。初めて農業をされた

方で、ある程度軌道に乗るまである程度補助
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をして定着を図るというようなそういった事

業でございまして、年間150万、最長で５年

間補助をするというような内容の給付金でご

ざいます。今回は明星さんの分として150万

の計上をさせていただいております。 

 よろしくお願いいたします。 

 次に、３目の２細目で農業総務費でありま

す。11万円の減額でございます。これは28節

繰出金で、下水道事業特別会計への減額でご

ざいますが、これは集落排水事業におきまし

て下水道債、平準化債というものがございま

すが、その起債の利率の変更等に伴いまして

今回減額の措置をさせていただくものであり

ます。 

 次に、４目の１細目でありますが農業振興

費であります。ここで134万7,000円の増額計

上をお願いするものであります。 

 まず19節補助金でありますが、環境保全型

農業支援対策事業ということで42万8,000円

の増額であります。これは環境保全効果の高

い営農活動に取り組まれた農業者ということ

で、中能登町としましては、化学肥料、農薬

等は使わないという有機農業、または化学肥

料とか化学的な農薬みたいなものは５割以上

減らすというようなことと、あわせて冬期

間、２カ月間は水田に水を張る、生物多様性

等のために水を張っていただきたいというよ

うなものでございますが、こういった２通り

の環境保全型農業に取り組まれた方でござい

ます。今回1,000アールほどふえております

ので、その分に関する42万8,000円の増額の

計上をお願いするものであります。 

 次に交付金でございますが、中山間地等直

接支払事業ということで91万9,000円の増額

の計上であります。これにつきましては、中

山間地域において平坦部とやはり生産条件に

格差があるというようなものを補塡をしまし

て農業の維持確保を図るというような事業で

ございます。これにつきましても当初より

530アールほど面積的に伸びておりますの

で、そういったものに伴う91万9,000円の増

額をお願いをするものであります。 

 それから、７目農地費の２細目で農地総務

費でございます。ここで200万円の増額の計

上であります。13節の委託料で、ページは56

ページをお開きください。一番上でございま

すが、マスタープランの作成というもので

200万円の計上であります。この計画は農地

整備の基本となる計画でございまして、旧町

単位ではこういった計画はつくってあるわけ

でございますが、これを中能登町一本という

ふうな形で今回整備をさせていただきたい。

また当然、県の指導もございまして、今回国

の補助も２分の１いただくというふうなこと

でございます。これを契機にぜひ一本化した

いと思っておりますので、よろしくお願いを

したいと思っております。 

 次に、４細目でありますが町単土地改良事

業費ということで、これは補正額はございま

せん。工事請負費でマイナスの46万5,000

円、補助金で地区要望事業ということで46万

5,000円の振りかえとなっております。これ

は、地区要望事業の箇所の決定に伴いまして

事業規模に応じまして工事請負費と補助金事

業との組み替えをさせていただいたものであ

ります。 

 次に、90細目で給与費重複額ということで

59万3,000円の減額であります。後でまた災

害のほうで説明をさせていただきたいと思い

ますが、これは事業費支弁の職員給というこ

とで、農業施設災害復旧事業、今回あったわ

けでございますが、一部事業費の中で給与費

を充当することができるということから、そ

の重複する分をここで減額をさせていただい

ているものであります。 

 農林課のほうは以上です。よろしくお願い

いたします。 

○議長（岩井礼二議員） 堀内企画課長 

○堀内浩一企画課長 続きまして、56ページ

の第７款商工費、第２目観光費の１細目観光
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振興費でございます。230万9,000円の増額の

補正をお願いするものでございます。 

 まず報償金でございますが、これは北陸新

幹線開業に向けた来県者の拡大を図るための

事業の一環といたしまして、この10月５日、

６日に金沢にて開催される地域伝統芸能全国

大会に県内各市町村に出演要請がありまし

て、中能登町からは能登部下の三番叟が出演

することになりました。その出演経費を計上

させていただくものでございます。10万円で

ございます。 

 続いて、費用弁償、減額の８万2,000円、

それから普通旅費、増額の８万2,000円でご

ざいます。これにつきましては、この４月か

ら道の駅の建設に当たり地域農産物の推進指

導員を採用し、その旅費については、常勤扱

いとなったため費用弁償では適切ではないと

いうことで普通旅費に組み替えをさせていた

だくものでございます。 

 続きまして、施設修繕料220万9,000円でご

ざいます。これにつきましては、現在、高畠

の集会所を建設しておる敷地に碁石ケ峰と県

立自然公園のほうへの登山者のための循環式

のトイレが設置されております。男女別で２

基あるわけなんですが、集会所の工事に支障

となるため移設を行うものでございます。た

だ、かなり老朽化しておりますので修繕を図

って移設を行うということで、１基について

は登山口のところに場所を変えて設置しま

す。もう１基については石動山地内に設置す

る予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 高橋土木建設課長 

  〔高橋孝雄土木建設課長登壇〕 

○高橋孝雄土木建設課長 続きまして、57ペ

ージをお願いをいたします。 

 ８款土木費、１項１目２細目の土木総務費

では794万4,000円の減額の補正をお願いをい

たします。下水道事業特別会計におきまして

社会資本整備総合交付金事業費の減額及び償

還利子が減額になったことから、28節繰出金

で794万4,000円の減額をお願いするものであ

ります。 

 次に、２項３目３細目の社会資本整備総合

交付金事業では１億2,000万円の増額の補正

をお願いをいたします。15節工事請負費で道

路冠水対策事業費として良川地内の地道Ｔ－

335号線道路改良工事費として１億円を増額

し、事業の進捗を図るものであります。同じ

く道路冠水対策事業として、羽坂地内の町道

Ｔ－１号線道路改良工事費として1,000万円

を、また良川地内の第２良川踏切の消雪用の

井戸の改修工事費、それから武部地内の消雪

用ポンプの取りかえ工事費用として1,000万

円を計上したものであります。合わせて１億

2,000万円となります。 

 なお財源につきましては、国庫補助金とし

て7,200万円、地方債として4,290万円、地区

負担金、分担金といたしまして25万円を計上

しております。 

 次に、５細目の道整備交付金事業では100

万円の増額の補正をお願いをいたします。西

馬場地内の町道Ｒ－４号線及び新庄地内の町

道Ｔ－55号線道路改良工事の実施に当たりま

して、用地買収に伴います登記手数料の不足

が見込まれますことから、12節登記手数料と

いたしまして100万円の増額をお願いするも

のであります。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 谷参事兼総務課長 

○谷 敏則参事兼総務課長 続きまして、同

じく57ページ、中段になります。 

 防災対策費であります。11万4,000円の計

上をさせていただいたものであります。 

 内訳としましては、手数料で防災士登録３

万2,000円であります。この３万2,000円につ

きましては、当初では５名分の登録を見込ん

でおりました。後に４名の方が新たに防災士

としての資格を持って登録したいということ

であります。４名の方の分、これは１名登録
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が8,000円の金額になります。４名分として

３万2,000円の計上をさせていただいたもの

であります。 

 続きまして、負担金であります。自主防災

組織リーダー育成事業であります。８万

2,000円の計上をさせていただいたものであ

ります。このリーダー育成事業については２

名分であります。先ほど申し上げました４名

の方が新たにということでありますが、２名

については試験というか受講されました。受

講費が４万1,000円であります。お２人で８

万2,000円になるわけですが、あとお２人に

ついては、さきの職として消防団員あるいは

消防団長という職でございました。そこで、

この資格者についてはそういう経歴者につい

ては受講は免除されるということで、このリ

ーダー育成事業の４万1,000円には該当して

おりません。該当したお２人の方についての

８万2,000円の計上。 

 合わせて11万4,000円を計上させていただ

いたものであります。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 植田教育文化課長 

○植田一成教育文化課長 同じく57ページの

下段をお願いいたします。 

 10款１項２目３細目統合小学校建設費でご

ざいます。21万円の増額をお願いするもので

ございます。 

 ８節につきましては、校歌の作詞、最優秀

につきまして１点につき10万円を計上いたし

ました。報償品につきましては、次のページ

の58ページをお願いいたします。校章の公募

ということで11万円を計上させていただきま

した。最優秀作品につきましては５万円１

点、それから前回の中能登中学校の校章のと

きには小中高校生が111点のうちの75人を占

めておりましたので、今回もそういうことを

想定いたしまして300円の200点ということで

６万円、合わせて11万円を計上させていただ

きました。 

 それから、２細目の小学校管理費12万

6,000円の増額をお願いするものでございま

す。民間バスの借り上げということで３万

1,500円の４台分でございます。10月24日に

劇団四季のミュージカルがサンライフプラザ

で開催をされます。当初６年生を想定してお

りましたけれども、収容人数に余裕があると

いうことで５年生のほうも参加ということ

で、当日あいにく町のバスはあいておりませ

んでしたので民間のバスを借り上げするとい

うものでございます。 

 それから次の３段目ですけれども、１細目

の中学校管理費で88万4,000円の増額をお願

いするものでございます。今回、中能登中学

が非常に頑張っていただきまして、北信越大

会では個人、団体で17種目に出場し、全国大

会におきましては７種目に出場しておりま

す。北信越大会におきましては優勝３種目、

準優勝２種目というふうに非常に成績がよか

ったということで、今回88万4,000円の増額

補正をさせていただきます。 

 この後、11月には男女の駅伝、それからジ

ュニアオリンピック、３月には全日本バド、

ソフトテニスというような有望な種目があり

ますので、その分の不足が生じることが予想

されますので今回の補正となりました。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 平岡生涯学習課長 

  〔平岡 保生涯学習課長登壇〕 

○平岡 保生涯学習課長 それでは、議案書

58ページになります。 

 下段のほうになりますが、４項の１目社会

教育総務費、２細目の社会教育活動推進事業

費でございますが、これにつきましては事業

費の変更はございません。財源の組み替えと

いうことで、先ほど歳入のほうで申し上げま

したけれども、石川県の少年補導センターの

活動推進事業委託金９万円をここに充当させ

るものでございます。 

 続きまして、４目２細目の生涯学習センタ
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ー管理運営事業でございます。816万4,000円

の増額補正をお願いするものでございます。

需用費の施設修繕料でございます。内容につ

きましては、ラピア鹿島の屋外にあります非

常用の発電機が経年劣化によりましてエンジ

ン部のほうへ冷却水が流入したということで

ございます。今後の長寿命化のことも含めま

してオーバーホールを行いたいというもので

ございます。また、同じくラピア鹿島の空調

機械のホールの温度調整をするモーターの修

繕でございます。また、図書館の空調機械を

制御いたします信号基盤の修繕ということ

で、この３点の修繕料816万4,000円の増額補

正をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 大森参事兼農林課

長 

○大森一義参事兼農林課長 それでは、議案

書59ページであります。 

 11款の災害復旧費であります。１目の１細

目農業用施設災害復旧事業費といたしまして

5,661万1,000円の増額の計上をお願いするも

のであります。これにつきましては、さきの

６月18日から19日にかけまして発生をいたし

ました梅雨前線豪雨によるものであります。 

 先ほど言いましたように、この内訳といた

しまして、２節のほうで事業費の支弁給与費

ということでここに増額の59万3,000円。こ

の分に関しましては、先ほど言いました財源

の一部がここに見ていただけるというもので

ございます。 

 大きなものとして、あと15節の工事請負費

であります。5,500万8,000円の増額計上であ

ります。内訳といたしましては、農地で２

件、これは上後山地内、花見月地内で１件ず

つありました。これは水田等ののり面崩壊で

あります。あと農業用の施設に関しましては

合計６件ございました。そのうち水路が５

件、瀬戸地内の水路で２件、徳前地内で１

件、能登部上地内で２件でありました。また

もう１件につきましては金丸地内のため池で

ございます。おのおの水路につきましては護

岸の崩壊、また、ため池につきましては堤体

の崩壊というようなものでございます。 

 よろしくお願いをしたいと思います。これ

は本日とあす、あさって、査定を受けており

ます。 

 次に、２目の１細目でありますが林道災害

復旧事業費であります。700万4,000円の増額

計上であります。これにつきましてもさきの

豪雨によるものでございますが、内訳としま

して工事請負費で680万円の増額計上であり

ます。これは林道中山線、今宮線、黒髪線、

それに花見月線の４路線の路肩の決壊という

ふうなことで災害の申請をしておりました。

これにつきましては先日、８月27日の国の査

定で４路線とも無事に災害に採択をされてい

るところであります。報告をさせていただき

たいと思います。 

 災害に関しましては以上であります。 

○議長（岩井礼二議員） 高橋土木建設課長 

○高橋孝雄土木建設課長 同じく59ページ、

中段になります。 

 11款２項１目１細目の公共土木施設災害復

旧事業費では100万円の増額の補正をお願い

をするものであります。 

 ８月23日の豪雨によりまして、良川地内の

町道Ｔ－100号線、また能登部下地内の町道

Ｒ－78号線におきまして路肩の決壊及びのり

面の崩落が発生したことから、復旧工事費と

して15節工事請負費100万円の増額をお願い

するものであります。 

 以上です。よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 谷参事兼総務課長 

○谷 敏則参事兼総務課長 それでは、議案

書59ページ、60ページになります。 

 公債費についてであります。 

 元金で2,892万6,000円の減額であります。

この内容につきましては、元金の確定による

結果としての減額をさせていただいたもので
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あります。 

 利子につきましても5,289万9,000円の減額

をさせていただいております。利子確定によ

る減額補正ということになります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） ただいま説明が終

わりました。 

 ここで休憩をいたします。２時50分まで休

憩といたします。 

 開始とともに質疑を受け付けします。 

           午後２時39分 休憩 

 

           午後２時50分 再開 

○議長（岩井礼二議員） これより、議案第

64号の歳出について質疑を行います。 

 ８番 古玉栄治議員 

  〔８番（古玉栄治議員）登壇〕 

○８番（古玉栄治議員） 51ページと52ペー

ジ、ポスター掲示場謝礼マイナス４万1,000

円とポスター掲示場設置３万4,000円、この

減額理由を説明願います。 

○議長（岩井礼二議員） 谷参事兼総務課長 

○谷 敏則参事兼総務課長 古玉議員の質疑

にお答えをさせていただきます。 

 ポスター掲示場謝礼４万1,000円減額、そ

れから52ページではポスター掲示場設置で３

万4,000円の減とあらわせていただいており

ます。内容としましては、ポスター掲示場の

設置場所、個人の方とか、それから公的な施

設にも場所として掲示をしております。そう

いったところの変動がありました。個人の方

については謝礼をおあげしておるわけですけ

れども、そういった内容で公的な施設に移行

したというようなことで、その変更があった

分で減額をさせていただいた分であります。 

 よろしくお願いします。 

○８番（古玉栄治議員） 次のページの掲示

場設置の３万4,000円については。 

○議長（岩井礼二議員） 谷参事兼総務課長 

○谷 敏則参事兼総務課長 まず51ページの

ポスター掲示場謝礼４万1,000円の件です

が、謝礼というのは個人の方にポスターの掲

示を設置をさせていただいておる方について

謝礼をおあげしております。そういったこと

が当初、参議院議員通常選挙があるというこ

とで予算化をさせていただいておりました。

これは全て内容的には事業が終了いたしまし

たというか、選挙が終わりましたので、その

辺の増減があった分について最終的な組み替

えをさせていただいたものであります。 

 そういった中で、当初見ておった分という

ところの変動があった分があります。そうい

ったことで増減をさせていただいた。ポスタ

ー謝礼についても掲示場の設置についても、

あくまでも当初の予算的にはそういった金額

で予算的に盛るということを当初しましたけ

れども、結果的に精算というか事業が終わり

ましたので、そこで予算と実行額、執行額の

差が出ました。そういったところで内容的に

は、結果的にはその分ではマイナスになった

ということであります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） ８番 古玉議員 

○８番（古玉栄治議員） 私が思ったのは、

掲示場というか掲示場の設置ということでマ

イナスということで、昨年12月にも衆議院の

選挙が行われました。それからまた半年足ら

ずで参議院ありましたよね。その間、半年の

間に設置場所が移動するということがあるの

かなということがまず１点と、もしかしてポ

スターの掲示場所の数が減ったのかなという

点がちょっと気になったもので、まず掲示場

所、何カ所あるのかを説明願います。 

○議長（岩井礼二議員） 谷参事兼総務課長 

○谷 敏則参事兼総務課長 再質疑でござい

ますが、その場所、何カ所あるかということ

については、今詳しい細部の資料、今手持ち

に持っておりません。その質問については後

ほど何カ所あるというようなことをお示しを

させていただきたいと思います。そこで場所
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についても変動があればそこにあらわれてき

ますので、当初と、今お話をいただいた前回

の選挙と今回の参議院議員選挙についての移

動を含めてお示しをさせていただきたいと思

います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岩井礼二議員） ８番 古玉議員 

○８番（古玉栄治議員） 後ほど説明願いま

す。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ほかにございませ

んか。 

 ４番 諏訪議員 

  〔４番（諏訪良一議員）登壇〕 

○４番（諏訪良一議員） 51ページ、第２款

企画費ですが、委託料としてコミュニティバ

ス停設置513万円計上されておりますが、ど

のような規格のものを何棟つくることになっ

ているんですか、お尋ねします。 

○議長（岩井礼二議員） 堀内企画課長 

○堀内浩一企画課長 お答えいたします。 

 コミュニティバスのバス停でございます

が、箇所数については150カ所分ということ

で、１カ所当たり約３万円近くということで

150カ所で約460万円ほどになります。あとそ

れらの製作費でございますが、設置費、それ

から既存のものの撤去及び処分費、それらを

合わせて513万円ということでございます。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ４番 諏訪議員 

○４番（諏訪良一議員） １カ所３万円です

か。こんな安い価格でつくられますか。お尋

ねします。 

○議長（岩井礼二議員） 堀内企画課長 

○堀内浩一企画課長 これは、日ごろからそ

ういうバス停を設置しているバス会社から前

もって見積もりをとった金額でございます。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ４番 諏訪議員 

○４番（諏訪良一議員） これは設置という

のは、とまる場所だけで待合室じゃないわけ

ですか。──そうですか。ただ立てるだけで

３万円かかるんですか。当然、地元負担はな

いわけでしょうね。──わかりました。 

○議長（岩井礼二議員） ほかにございませ

んか。 

 ５番 宮下議員 

  〔５番（宮下為幸議員）登壇〕 

○５番（宮下為幸議員） 55ページ、地域農

政推進対策事業費、昨年度が24年度の予算額

が53万円でした。24年度の決算は47万円で

す。今回は175万5,000円ということで県の支

出金が出てきていますが、これはなぜこれだ

けの金額が出てきたのか。 

 今、自民党政権になりまして、アベノミク

スの第３の矢の農業の所得倍増計画という名

で出てきているのか、その辺を聞きたいと思

います。 

○議長（岩井礼二議員） 大森参事兼農林課

長 

○大森一義参事兼農林課長 宮下議員のご質

問でございますが、なぜ出てきたかというご

質問でございますが、その辺のところは今年

度当初、また昨年の予算、ちょっと時間をい

ただきましてそこを確認をさせていただきた

いなと思います。後ほどご報告させていただ

きたいと思いますので、少し時間をいただき

たいと思います。 

 よろしいでしょうか。よろしくお願いいた

します。 

○議長（岩井礼二議員） 宮下議員 

○５番（宮下為幸議員） 多分、私、県の支

出金で1,850万円という支出金になっており

ますが、多分、農業の所得倍増計画の中の一

つだと思います。 

 そして、この中で一般財源が1,340万使わ

れていますが、農地地図データ整備等で

1,850万はわかるんですが、地番図データ整

備500万、この辺は農業の推進のあれとして

いくには少しかけ離れているんじゃないかな
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という気がするんですよ。 

 その下の補助金の青年就農給付金、明星さ

んが花見月でされていると。これは非常に生

産者から購買者へ、東京なりへ多分売ってお

いでると思うもんで、こういう仕事のほうが

しっかりとした手だてで一番いいと思うんで

すが、地番図データ整備になぜ500万円が出

されたのか、ちょっと聞きたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） 大森参事兼農林課

長 

○大森一義参事兼農林課長 これは先ほどの

説明で債務負担行為分と今回補正させていた

だく分、町の管内図作成というふうな業務に

なるわけでございますが、農地部分に関して

の1,700万円の補正につきましては、現在、

町内42地区のうち人・農地プランというもの

を作成をしております。現在、中能登町は進

捗が余りよくございませんでして、きょう現

在で42地区のうち５つの地区で人・農地プラ

ンというものの作成が終わっております。今

年度、残り半分になりましたけれども、これ

に関しましては今年度８割方の人・農地プラ

ンの計画というものの策定をしていただこう

ということで、今後いきたいなと思っており

ます。 

 この農地関係の補助につきましては、人・

農地プランというものを計画するためには、

その地域、地域で担い手の方、またやる気の

ある方へ農地を集積するというようなものが

本来の目的でございます。地域のせっかくお

金をかけた農地でありますので、耕作意欲の

ある方に農地を集積させていただきまして、

その地域内の農地は有効に活用して採算性の

あるような農地として活用していくというよ

うなことを地域で了解をしていただくという

ようなものを計画を上げていただきまして、

町長がそれに対してゴーサインを出すという

ようなことで、当然それを県のほうへ報告す

るということで、人・農地プランというもの

は地域で計画としてできるということで、現

在５地区が実施済みでございますが、まだま

だ進捗率が低いということでいろいろと急い

でおるわけであります。 

 そういったときに、集積をする段階におい

て、やはり所有者だとか耕作者、また農地に

関する所有権以外の権利関係というものがい

ろいろあるかと思いますが、そういったデー

タを全て掌握をして、いわゆる水田戸籍とい

いますか、Ａという田んぼに対してはこの人

が所有者で、耕作している方はこの方、面積

はこれだけ、この年度は稲をつくったけれど

も次の年度は野菜をつくった、次は休耕し

た、また稲をつくったという１枚の田んぼの

水田戸籍というものを逆にこれからつくって

いこうと思っておるんです。 

 そういうふうな段階の整備をする、いわゆ

る人・農地プランというものを推進するため

には、こういったような農地をはっきりとし

た確定をした農地の地図、そういったものの

データがないと農地の集積ができにくいとい

うようなことで、1,700万円の補助をいただ

きまして今回農地の部分の図面等の整備をさ

せていただいたものであります。 

 これに関しましては、人・農地プランとい

う計画を推進するための、逆に一部集積する

ための整備費というふうな意味合いもござい

ます。 

 今回、町全体の管内図というものができて

おりませんので、農地部分だけでも1,700万

円の補助をいただくということでありますの

で、この際に町全域の整備もしようというこ

とで、先ほど言いましたように債務負担行為

分を合わせて9,000万円ちょっとになります

が、今のところ財源は1,700万円しかござい

ませんが、次年度以降は、別の財源も模索し

ながら少しでも一般財源の持ち出しを少なく

するような方向で事業を進めていきたい。 

 農地に関しては、そういった意味合いの補

助をいただいて実施をするものであります。

そういうことです。 
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 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ５番 宮下議員 

○５番（宮下為幸議員） わかりました。終

わります。 

○議長（岩井礼二議員） ほかにありません

か。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 答弁漏れの発言を

許します。 

 谷参事兼総務課長 

○谷 敏則参事兼総務課長 さきに質疑をい

ただきました古玉議員の答弁漏れについて、

ここでお答えをしたいと思います。 

 ご指摘の件であります、まずはポスター掲

示場謝礼４万1,000円の減額であります。こ

の関係につきましては、当初の予算として計

上しましたのは７万6,000円を計上いたしま

した。この７万6,000円については全ポスタ

ー掲示場が全町で76カ所であります。そし

て、この76カ所に関してでありますが、謝礼

としては町の商品券を使わせていただいた１

枚1,000円の券を設置をしていただいたとこ

ろにはおあげするというようなことで予算計

上させていただいたものであります。実際は

35カ所について個人の方の場所使用をさせて

いただきました。そこで商品券を35枚、３万

5,000円支出をさせていただいたものであり

ます。結果として41カ所分の４万1,000円が

減額になったということであります。 

 続きまして、52ページのところであります

が、ポスター掲示場の設置で３万4,000円の

減額となっております。この部分につきまし

ては、当初組ませていただいたところでは95

万8,000円の設置委託費を見ておりました。

これは先ほどお話をいただきましたように、

前回のポスター設置場とは変わっておりませ

んでしたので、その設置費、業者に委託しま

すが、その分の同額を見ておりました。95万

8,000円でありました。そして今回、掲示場

の設置については業者がかわりまして、設置

結果として、かかった費用として92万4,000

円でございました。そうしますとそこの金額

が少し下がったわけですが、その下がった金

額が細かく言いますと３万3,600円差額が出

ました。この分として減額をさせていただい

た予算の補正額としては３万4,000円を減額

させていただいた。 

 そういう結果でございました。 

 大変さきの答弁、失礼をいたしました。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） それでは次に進み

ます。 

 次に、議案第65号 平成25年度中能登町後

期高齢者医療特別会計補正予算について説明

を求めます。 

 議案書は61ページから65ページとなりま

す。 

○議長（岩井礼二議員） 長元保健環境課長 

○長元健次保健環境課長 それでは61ページ

をごらんください。 

 議案第65号 平成25年度中能登町後期高齢

者医療特別会計補正予算でございます。 

 第１条に、歳入歳出予算の補正の款項の区

分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補

正のとおりということでございます。これは

予算の総額に変更がなく、歳入予算の組み替

えのみでございます。 

 65ページをごらんになってください。 

 まず、先ほど申しました歳入でございま

す。第１款繰入金、１項一般会計繰入金でご

ざいます。第１節の事務費繰入金ということ

で18万4,000円を減額するものでございま

す。 

 次に、その下になります。第４款繰越金で

ございます。繰越金につきましては18万

4,000円を増額するものでございます。平成

24年度の収支決算額の確定による増額でござ

いまして、先ほど申し上げました一般会計の

繰入金の額を減額させたということで、それ
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を相殺するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第65号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第66号 平成25年度中能登町介

護保険特別会計補正予算について説明を求め

ます。 

 議案書は67ページから72ページとなりま

す。 

 中井介護担当課長 

○中井厚明住民福祉課介護担当課長 67ペー

ジをお願いをいたします。 

 議案第66号 平成25年度中能登町介護保険

特別会計補正予算について説明をさせていた

だきます。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ1,269万9,000円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ20億2,938万

2,000円とするものでございます。 

 まず歳入について説明をさせていただきま

す。 

 71ページのほうをお願いをいたします。71

ページでございます。 

 上段の４目その他一般会計繰入金でござい

ます。32万2,000円を減額し3,008万円とする

ものでございます。これは１節の事務費繰入

金の減額でございます。これは歳出の認定調

査等費が減額になったことによりまして、そ

の財源であります一般会計からの繰入金を減

額するものでございます。 

 下の１目介護給付費準備基金繰入金、

1,302万1,000円を増額し1,868万1,000円とす

るものでございます。これも歳出にあります

国県等に対する過年度返還金の財源として基

金を取り崩すものでございます。 

 次のページ、72ページをお願いをいたしま

す。 

 上段の２目認定調査等費でございます。32

万2,000円の減額でございます。１細目認定

調査等費で減額をお願いするものでございま

す。これにつきましては、現在嘱託職員であ

る２名の介護認定調査員のうち１名を９月か

ら臨時職員に変更することになりました。そ

れに伴いまして、嘱託職員賃金と通勤手当を

減額いたしまして臨時雇い賃金を計上するも

のでございます。 

 下の１目第１号被保険者保険料還付金でご

ざいます。11万4,000円の増額でございま

す。これは死亡、転出によりましてもらい過

ぎておりました前年度の平成24年度の第１号

被保険者保険料につきまして還付対象者と金

額が確定いたしましたので、予算で不足する

還付額を追加の補正をお願いするものでござ

います。 

 ３目償還金でございます。1,290万7,000円

増額し1,290万8,000円とするものでございま

す。これは前年度、平成24年度の介護給付

費、それから地域支援事業費が確定したこと

によりまして、国県支払い基金等から前年度

概算でいただき、もらい過ぎになっておりま

した負担金を返還するものでございます。 

 以上よろしくお願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第66号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第67号 平成25年度中能登町国

民健康保険特別会計補正予算について説明を

求めます。 

 議案書は、73ページから79ページとなりま

す。 

 長元保健環境課長 

○長元健次保健環境課長 それでは、73ペー

ジをごらんください。 
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 議案第67号 平成25年度中能登町国民健康

保険特別会計補正予算についてご説明申し上

げます。 

 第１条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ1,344万6,000円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ20億9,844万

6,000円とするものでございます。 

 それでは、77ページをごらんください。 

 歳入についてでございます。 

 第９款繰入金、２項１目１節基金繰入金で

ございます。財政調整基金繰入金ということ

で1,142万6,000円を増額するものでございま

す。これにつきましては、平成24年度退職者

医療療養給付費等交付金額の決定に伴う返還

金に充てるものでございます。 

 次に、第10款繰越金でございます。１項１

目１節で繰越金ということで202万円でござ

います。ご承知のとおり平成24年度収支決算

の確定による繰越金の額の増額でございま

す。 

 次に、78ページをごらんください。 

 次に、歳出でございます。 

 第３款後期高齢者支援金等、１項１目１細

目後期高齢者支援金でございます。19節の負

担金で後期高齢者支援金1,062万3,000円を減

額するものでございます。これは後期高齢者

の医療給付費のうち４割を現役世代が支援す

ることとなっております。このうち国保の支

援分の額が確定いたしました。それにより減

額補正をするものでございます。 

 次に、２目１細目の後期高齢者関係事務費

拠出金でございます。19節負担金で後期高齢

者支援金事務費拠出金3,000円を増額するも

のでございます。これにつきましては、平成

25年度の額の決定によるものでございます。 

 次に、第４款前期高齢者納付金等、１項１

目１細目で前期高齢者納付金でございます。

19節の負担金で前期高齢者納付金で７万

7,000円の減額。 

 次に、２目１細目の前期高齢者関係事務費

拠出金、19節の負担金で、これも同じく前期

高齢者関係事務費拠出金を3,000円増額する

ものでございます。 

 いずれの負担金も平成25年度の額の確定に

よるものでございます。 

 次に、第10款諸支出金でございます。１項

１目１細目一般被保険者保険税還付金でござ

います。23節で還付金及び還付加算金として

保険税還付金100万円でございます。これに

つきましては、保険者の資格喪失等による過

年度分の還付に必要な費用を増額補正をお願

いするものでございます。 

 次のページをごらんになってください。 

 10款１項３目の１細目償還金でございま

す。23節の国県等返還金で2,314万円でござ

います。これにつきましては、平成24年度退

職者医療療養給付費等交付金の額の確定によ

る超過交付分の返還金に充てるものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第67号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第68号 平成25年度中能登町下

水道事業特別会計補正予算について説明を求

めます。 

 議案書は、81ページから88ページとなりま

す。 

 澤上下水道課長 

  〔澤 伸一上下水道課長登壇〕 

○澤 伸一上下水道課長 議案第68号 平成

25年度中能登町下水道事業特別会計補正予算

について説明させていただきます。 

 第１条のほうで、歳入歳出予算の総額から

歳入歳出それぞれ925万4,000円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ13億

4,081万5,000円とするものであります。 
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 第２条で、地方債の変更は、第２表地方債

補正によるものとするものであります。 

 それでは、83ページのほうをお願いしま

す。 

 第２表地方債補正であります。起債の目

的、特定環境保全公共下水道事業。限度額２

億6,140万円を280万円増額しまして限度額を

２億6,420万円とするものであります。これ

は国の国庫補助金の確定に伴い増額するもの

であります。 

 次に、86ページのほうをお願いします。 

 まず歳入のほうであります。 

 ３款１項１目２節の社会資本整備総合交付

金で400万円の減額であります。これは国の

補助金の交付額の決定に伴い減額するもので

あります。 

 次の４款１項１目１節の一般会計繰入金で

805万4,000円を減額するものであります。内

訳のほうは、一般会計繰入金（特環）のほう

で794万4,000円、これも国のほうの補助金の

確定に伴い一般会計の繰り出しを減額するも

のであります。次の集排のほうで11万円の減

額であります。これは起債の借入利率の確定

に伴い減額となったものであります。 

 次に、７款１項１目１節の特定環境保全公

共下水道事業債で280万円の増額をお願いす

るものであります。これも国庫補助金の確定

に伴い起債の借入額を増額するものでありま

す。 

 次に、歳出であります。 

 １款１項２目１細目の公共下水道施設管理

費で6,000円の増額をお願いするものであり

ます。これは還付金及び還付加算金で6,000

円で、下水道使用料の過年度分の還付金

6,000円を増額をお願いするものでありま

す。 

 次に、２款１項１目３細目の社会資本整備

総合交付金事業費で864万円を減額するもの

であります。これは国の国庫補助金の決定に

伴い補正するものであります。内訳のほう

は、事業費支弁職員給で64万円の減額、13節

の委託料で耐震診断・長寿命化計画策定で国

庫補助金が減額となりましたので1,600万円

減額するものであります。これは鹿島中部浄

化センター、クリーンセンターの耐震診断及

び長寿命化分であります。 

 次に、15節の工事請負費で800万円。委託

料のほうは減額されたわけでありますが、工

事のほうが国庫補助金が増額となったため、

下水道施設の統廃合を行うための工事費を増

額するものであります。在江地区と新庄地区

の下水道管をつないで鹿島北部クリーンセン

ターの浄化センターのほうを廃止するもので

あります。工事のほうは192メーターのうち

100メーター分を工事するわけであります。 

 次に、90細目の給与費重複額で64万円。こ

れは先ほどの事業費支弁職員給の調整をする

ものであります。 

 次に、３款１項１目１細目の公共下水道事

業債元金で５万円を増額するものでありま

す。これは借入利率見直しに伴う償還金の増

であります。見直しの起債は平成14年度に借

り入れたものが２件ありまして、借入利率が

0.75％から0.3％になったものと、借入利率

が0.9％から0.6％になったため、元金のほう

をふやすものであります。 

 次に、１細目の公共下水道事業債利子で

120万円の減額であります。これも借入利率

の確定に伴い減額するものであります。事業

費分で1.8％のものが1.4％、平準化債のほう

が1.1％見ておったものが0.84％となったた

め減額となるものであります。 

 次のページ、88ページをお願いします。 

 ２細目の農業集落排水事業債利子で11万円

の減であります。これも借入利率の確定に伴

うものであります。資本費平準化債の利率が

1.1％から0.84％になったため減額となるも

のであります。 

 以上であります。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし
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た。議案第68号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第69号 平成25年度中能登町水

道事業会計補正予算について説明を求めま

す。 

 議案書は、89ページから93ページとなりま

す。 

 澤上下水道課長 

○澤 伸一上下水道課長 議案第69号 平成

25年度中能登町水道事業会計補正予算につい

て説明させていただきます。 

 第２条の収益的収入及び支出であります。

支出のほうの１款２項の営業外費用で261万

1,000円を減額し、4,490万円とするものであ

ります。 

 次に、３条の資本的収入及び支出で、支出

のほうの１款２項の企業債償還金で30万円を

増額し、総額を5,890万円とするものであり

ます。 

 それでは、92ページのほうをお願いしま

す。 

 平成25年度中能登町水道事業会計補正予算

実施説明書であります。 

 まず収益的収入及び支出の支出のほうであ

ります。１款２項１目の支払利息で261万

1,000円を減額し、4,488万9,000円とするも

のであります。これも先ほどと同じように借

入利率の見直しによるものです。平成14年度

に借り入れた起債の利率が0.85から0.25に変

わったもの及び平成24年度の借入利率が２％

を見ていたものが1.5％になったため減額と

なるものであります。 

 次に、93ページのほうの資本的収入及び支

出のほうの支出のほうで、１款２項１目の企

業債償還金で30万円を増額し、予定額のほう

を5,890万円とするものであります。これも

平成19年度に借り入れした物件の利率の見直

しにより補正するものであります。 

 以上であります。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第69号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第70号 町道路線の認定につい

て説明を求めます。 

 議案書は111ページから113ページとなりま

す。 

 高橋土木建設課長 

○高橋孝雄土木建設課長 議案第70号 町道

路線の認定についてであります。 

 道路法第８条第２項の規定により、下記の

路線を町道に認定するため、議会の議決を求

めるものであります。 

 新たに認定をお願いする路線名につきまし

ては、Ｋ１－９号線、延長870メートル、幅

員７メートルであり、起点が在江５部６番１

地先、終点が在江い部29番地先であります。 

 旧石塚の河川用地を道路として整備するに

当たり町道の認定をお願いするものでありま

す。 

 なお、113ページに当該路線の付近見取り

図を掲載をしております。ご確認くださるよ

うお願いをいたします。 

 以上であります。よろしくお願いをいたし

ます。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第70号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第71号 町道路線の変更につい

て説明を求めます。 

 議案書は、115ページから124ページとなり

ます。 
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 高橋土木建設課長 

○高橋孝雄土木建設課長 議案第71号 町道

路線の変更についてであります。 

 道路法第10条第２項の規定により、下記の

路線を変更するため、同条第３項において準

用する第８条第２項の規定により、議会の議

決を求めるものであります。 

 初めに、ナンバー１のＴ－24号線につきま

しては、地区要望事業の消雪工事を実施する

に当たり起点を変更するものであり、羽坂５

部78、79合併地先を羽坂い部38番地先に変更

し、延長を636メートルとしたいものであり

ます。 

 次に、ナンバー２のＴ－129号線につきま

しても起点の変更であり、良川地区で実施を

しております分譲宅地造成地に隣接する町道

を整備するに当たり変更をお願いするもので

あり、良川ぬ部１番１地先を良川る部25番１

地先に変更し、延長を1,466.7メートルにし

たいものであります。 

 次に、ナンバー３のＴ－265号線につきま

しては終点の変更であり、羽坂地区で実施さ

れました県営圃場整備事業により造成された

道路を町道として整備するに当たり変更をお

願いするものであります。今羽坂イ部36番地

先を羽坂に部48番地先に変更し、延長を

1,375.2メートルにしたいものであります。 

 次に、ナンバー４のＫＢ－24号線から、

116ページのナンバー９、Ｒ－283号線の６路

線につきましては、いずれも町道の一部が圃

場整備事業の区域に編入されたことにより必

要となった町道路線の起点または終点の地番

の変更並びに延長の変更をお願いするもので

あります。 

 ナンバー４のＫＢ－24号線につきましては

起点の変更であり、東馬場ハ部14番地先を東

馬場に部16番地先に変更し、延長を401.7メ

ートルに。 

 ナンバー５のＫＢ－32号線につきましては

終点の変更であり、井田わ部119番地先を井

田ま部113番地先に変更し、延長を660.6メー

トルに変更をお願いするものであります。 

 116ページをお願いをいたします。 

 ナンバー６のＫＢ－41号線につきましては

起点の変更であり、井田ま部113番地を東馬

場ヲ部１番地先に変更し、延長を544.5メー

トルに。 

 ナンバー７のＫＢ－46号線につきましては

終点の変更であり、井田か部56番地先を井田

か部44番地先に変更し、延長を237.9メート

ルに。 

 ナンバー８のＲ－168号線につきましても

終点の変更であり、西馬場オ部61番地先を西

馬場オ部62番地先に変更し、延長を64.2メー

トルに。 

 ナンバー９のＲ－283号線につきましても

終点の変更であり、西馬場オ部32番地先を西

馬場ノ部40番地先に変更し、延長を542.3メ

ートルに変更をお願いするものであります。 

 なお、117ページから124ページにかけまし

て当該路線の付近見取り図を掲載をしており

ます。ご確認いただきますようよろしくお願

いをいたします。 

 以上であります。よろしくお願いします。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第71号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 議案第72号 町道路線の廃止について説明

を求めます。 

 議案書は、125ページから128ページとなり

ます。 

 高橋土木建設課長 

○高橋孝雄土木建設課長 125ページをお願

いをいたします。 

 議案第72号 町道路線の廃止についてであ

ります。 

 道路法第10条第１項の規定により、下記の
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路線を廃止するため、同条第３項において準

用する第８条第２項の規定により、議会の議

決を求めるものであります。 

 初めに、ナンバー１のＫＢ－316号線、ナ

ンバー２のＲ－163号線、ナンバー３のＲ－

164号線、一つ飛ばしまして、ナンバー５の

Ｒ－166号線の４路線につきましては、いず

れも町道の全部が圃場整備事業の区域に編入

をされ町道がなくなったことから、町道路線

の廃止をお願いするものであります。 

 また、ナンバー４のＲ－165号線につきま

しては、路線のほとんどが圃場整備事業の区

域に編入されましたことから、Ｒ－165号線

を廃止とし、一部残りました現道につきまし

ては、先ほどご説明いたしました議案第71号

 町道路線の変更でＲ－283号線の終点の変

更で対応いたしております。 

 また、ナンバー６のＲ－167号線につきま

しては、圃場整備事業の実施によりまして町

道が行きどまりとなり、あわせて現状が道路

としての効用がなされていないという判断か

ら廃止をお願いするものであります。 

 なお、127ページ、128ページに当該路線の

付近見取り図を掲載してございます。ご確認

くださるようお願いをいたします。 

 以上であります。よろしくお願いをいたし

ます。 

○議長（岩井礼二議員） 説明が終わりまし

た。議案第72号について質疑の方はございま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 ここで、議案第64号の歳出について答弁漏

れがありますので、これを許します。 

 大森参事兼農林課長 

○大森一義参事兼農林課長 先ほどの宮下議

員のご質問の中でございますが、64号、一般

会計、資料につきましては議案書55ページで

ございます。 

 地域農政推進対策事業費ということで、補

正前で175万5,000円、当初予算では53万円の

当初予算の計上でありました。当初予算の53

万円の計上の内訳としましては、経常経費の

計上でありまして、消耗品、新聞代等のそう

いった消耗品、また町の担い手育成支援協議

会への負担金、また農業近代化資金の助成金

等、こういったようなものの当初予算の計上

はそういう内容でございました。 

 ちなみに６月のさきに議会のときに補正を

お認めいただいた案件でございますが、これ

も人・農地プランに関係したものでございま

して、今回上げているものは、人・農地プラ

ンをこれから進めていく上においての地面の

整備等をしっかりして人・農地プランを進め

ていくという内容の補正でありますが、６月

のときに補正をさせていただいたものは農地

集積協力促進事業というものでありまして、

人・農地プランが作成をされている地区で

す。実際に計画がされている地区におきまし

て、中心となる農業の経営体といいますか、

そういった経営体へ農地の集積、農地を集め

るという、また農地のばらばらになっている

ものをつなげるような連担化といいますか、

そういった部分に協力をしていただいた農家

の方々に一部協力金というものを助成をして

おります。 

 中身としましては、経営の転換協力金とい

うものは、基本的に現在農業をやっておいで

るんだけれども農業以外の経営に転換をして

いく場合の農業者、また農業をやめられる

方、こういった方々は協力金の対象になると

いうことで、実際に農地を農地としてまたほ

かの方に運用していただくという場合。 

 それからもう一つは、農地の分散錯圃解消

協力金というものがございますが、これに関

しましては、やめるわけではございませんが

一部自分の農地が集積されている農地の中に

あって、１枚の田んぼが連担されていないと

いう状態で、そのあたりを一体化したような
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農業整備、農業をする上に協力をされた方、

そういった方々に一部また協力金というもの

が対象になっておったわけであります。 

 ６月のときには、転換協力金ということで

110万円ぐらいの助成、協力金をおあげして

おります。また、分散型協力金ということで

１名の方がおいでましたので12万5,000円の

助成をしております。総額で122万5,000円と

いうことで、今回の補正額の175万5,000円と

いうものになります。 

 今回は、それに人・農地プランというもの

を推進する上で図面整備ということで3,000

万ぐらいの補正をお願いしているわけでござ

いまして、確かに政権云々ということは多少

あるのかもしれませんが、人・農地プランの

推進というものは以前からやっておる事業で

ありまして、特段そういうことはないのかな

ということは思っております。 

 ６月に補正をさせていただいて175万5,000

円になったものであります。 

 以上であります。 

○議長（岩井礼二議員） よろしいですか。 

 以上で、議案の説明及び質疑は終結としま

す。 

 ここで、議案等の委員会付託について付託

表を配付いたしますので、暫時休憩いたしま

す。 

           午後３時49分 休憩 

 

           午後３時50分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 再開いたします。 

 

 ◎常任委員会付託 

○議長（岩井礼二議員） 日程第５ 常任委

員会付託 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第55号

から議案第72号までの議案18件及び陳情第１

号の陳情１件につきましては、会議規則第39

条の規定により、お手元に配付いたしており

ます議案等付託表のとおり、それぞれの所管

の常任委員会に付託いたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 よって、議案等付託表のとおり、各常任委

員会へ付託することに決定いたしました。 

 

 ◎決算審査特別委員会の設置及び委員の選 

  任、委員会付託 

○議長（岩井礼二議員） 日程第６ 決算審

査特別委員会の設置及び委員の選任並びに委

員会付託 

 これより決算審査特別委員会の設置を議題

といたします。 

 お諮りします。 

 決算審査特別委員会の設置については、議

長及び監査委員を除く12名の委員で構成した

いと思います。これにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました決算審査特別委員

会の委員の選任については、委員会条例第８

条第１項の規定により、 

 １番 山 本 孝 司 議員 

 ２番 笹 川 広 美 議員 

 ３番 南   昭 榮 議員 

 ４番 諏 訪 良 一 議員 

 ５番 宮 下 為 幸 議員 

 ６番 亀 野 冨二夫 議員 

 ７番 甲 部 昭 夫 議員 

 ９番 上 見 健 一 議員 

 10番 若 狭 明 彦 議員 

 12番 坂 井 幸 雄 議員 

 13番 田 中 治 夫 議員 

 14番 作 間 七 郎 議員 

 以上12名を指名したいと思います。これに
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ご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 よって、ただいま指名しました12人を決算

審査特別委員会の委員に選任することに決定

いたしました。 

 お諮りします。 

 認定第１号から認定第８号までの認定８件

については、決算審査特別委員会にこれを付

託の上、審査することにいたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 認定８件については、決算審査特別委員会

にこれを付託の上、審査することに決定いた

しました。 

 ここで、決算審査特別委員会付託表を配付

いたしますので、暫時休憩します。 

           午後３時53分 休憩 

 

           午後３時54分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 再開します。 

 決算審査特別委員会の審査の認定議案は、

お手元に配付した付託表のとおりでありま

す。 

 委員の方々は、次の休憩中に正副委員長の

互選を行い、報告を願います。 

 ここで、暫時休憩をいたします。 

           午後３時54分 休憩 

 

           午後４時15分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 決算審査特別委員会において正副委員長の

互選が行われましたので、報告をいたしま

す。 

 委員長に10番 若狭明彦議員、副委員長に

９番 上見健一議員、以上のとおりでありま

す。 

 

 ◎休会決定の件 

○議長（岩井礼二議員） 日程第７ 休会決

定の件について議題といたします。 

 お諮りします。 

 各常任委員会審査などのため、９月４日か

ら９月10日までの７日間を休会といたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 よって、９月４日から９月10日までの７日

間、休会とすることに決定いたしました。 

 

 ◎散   会 

○議長（岩井礼二議員） 以上で本日の日程

は終了いたしました。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 大変ご苦労さまでした。 

           午後４時16分 散会 
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           午前10時00分 開議 

 

 ◎開   議 

○議長（岩井礼二議員） 皆さん、おはよう

ございます。 

 2020年の東京オリンピックの開催が決定

し、日本中で大変な感激、感動の渦に感謝に

浴している、そんなビッグニュースのあるき

ょうこのごろでございます。 

 ただいまの出席議員は14名です。定足数に

達しておりますので、本日の会議を開きま

す。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。 

 

 ◎一 般 質 問 

○議長（岩井礼二議員） 日程第１ 一般質

問 

 これより一般質問を行います。 

 あらかじめ申し上げておきます。一般質問

についての各議員の持ち時間は１時間であり

ますので、守っていただくようお願いをいた

します。執行部におかれましては、的確な答

弁を求めておきます。 

 それでは、発言順に質問を許します。 

 14番 作間七郎議員 

  〔14番（作間七郎議員）登壇〕 

○14番（作間七郎議員） それでは、通告し

てある３点について質問をいたします。 

 まず１点目の交番設置について、その後の

対応はどうなっておるのかということをお尋

ねしたいと思います。 

 私は23年、２年前の９月議会においてもこ

のことを質問しております。そのときに町長

は、今後の中能登町全体の治安を考慮した場

合、交番の設置についてはまず地域の意向を

十分酌み、警察、公安委員会と協議しながら

積極的に取り組んでいきたいと考えておりま

すという答弁をいただいておりますので、そ

の後、２年間たちました。私のところへはそ

のことが前に進んでいるようなことが耳に入

ってきませんので、その後の対応はどうなっ

ておるのかということをまずお尋ねをいたし

ます。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

  〔杉本栄蔵町長登壇〕 

○杉本栄蔵町長 作間議員の交番の設置にお

けるその後の対応についてのご質問にお答え

をいたします。 

 現時点におきましては、交番の設置に向け

た具体的な要望等はまだ行っていない状況で

ありますけれども、七尾警察署とは交番設置

における事前協議は進めております。この協

議においては、交番の設置に関しては幾つか

の課題があり、現状では非常に厳しいという

のが回答でありました。 

 中でも一番の課題となっているのは、交番

設置による警察官の配置についてでありま

す。交番は３交代制で勤務するために少なく

とも６人から７人の警察官の配置が必要とな

ることから、県内においても警察官が不足を

している実情を踏まえると七尾署管内に新た

な警察官の配置は見込めず、仮に交番を設置

をした場合、現在の５つの駐在所の廃止は避

けられず、そうなれば地域住民からの不満は

必ず出るだろうとの見解でありました。 

 また、現在の中能登町の治安情勢を見まし

ても犯罪発生件数及び交通事故発生件数はと

もに年々減少しており、現在の駐在所で警察

機能を十分に果たしているのではないかとい

う見解でもあります。しかし来春には道の駅

がオープンすることにより交流人口が着実に

ふえることが見込めますので、これに伴う相

談もふえるのではないかと考えております。 

 このことから、安全・安心なまちづくりを

進める上でも道の駅周辺における今後の治安

情勢の変化を見きわめながら方向性を研究を

していきたいと考えております。 

 現在、中能登には５カ所の駐在所がありま

す。そのうち単身での駐在所は１カ所のみで
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ある状況です。 

 現在の５カ所の駐在さんは、地域に密着を

して地道な任務を一生懸命に行っておいでま

す。そして、任務に当たっておいでる地域の

実情を大変よく把握をされているとの評判も

お聞きをします。 

 このことから、まずは中能登町の治安情勢

について七尾警察署と情報交換を行いなが

ら、中能登町の治安の状況を見ながら、この

まま駐在所としていくのがよいのか、また交

番を設置するほうがよいのかを日ごろから警

察と結びつきの強い交通防犯推進隊の皆様方

や各駐在所の連絡協議会の委員の皆様方など

から意見を聞くこととしますので、よろしく

お願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 14番 作間議員 

○14番（作間七郎議員） 端的に言うとまだ

正式に要望してないということ。それから、

町長るる言われましたけれども、私も２年前

の議事録を、私と町長のやりとりを精査して

きました。今聞いたのと全く変わっておらん

答弁です。警察と交流しておると言われるけ

れども、町長みずからがそのことを聞いてき

たのかということまで思っているんですよ。 

 そういうことで要望してないということ

は、普通は町に各集落が何かをしてほしいと

いうときには言葉だけでないですね。あなた

方は必ず要望書を出しなさいと言うんです

よ。一番皆さんプロですからわかっておるん

ですね。 

 そのときも私は大変難しい問題やろうと。

あそこは今町長言われたとおり、アルプラザ

周辺の商業施設、風俗店とかスタンド、金融

機関とか、そのうち学校もできると。ことし

開校しました。来春には道の駅、建物の骨格

が見えてきました。それまでに交番を設置す

るように働きをしてくれと。 

 町長は、あの当時は町長会の会長になった

と。私たちの鹿島郡選出の山田県議は議長に

なったんやと。そこで２人で力を合わせて難

しい問題をタッグを組んで取り組んでくれと

私はお願いしたつもりです。ところが聞いて

いると全く要望していないということでござ

いますが、今も議長の話の中に、最初の挨拶

の中にオリンピックの話も出ましたけれど

も、ＩＯＣの総会でオリンピック2020年に東

京で開催される要因は、やはり安心・安全や

と。これは世界に冠たる国が日本だと。だか

ら日本にということで言われたこと、それが

一つの要因であるということで、私もずっと

夜中じゅうテレビ見ておったんですね。マス

コミもやっぱり安心・安全ということを訴え

ておるんですよ。 

 町長も常日ごろ安心・安全のまちづくりと

いうことをいつもかも言われておるんです

ね。私もそうだと思うもので、なおさら先ほ

ど町長言われた、前のときと一緒のことを言

われておるんですけれども、そういう思いな

らば七尾署なり県警へ要望書を正式に出すこ

となんですよ。警察へ行って誰が聞いてきた

ことを町長が言うたのか知りませんけれど

も、言うておるのか知りませんけれども、正

式に書類を上げないことには警察も取り上げ

ませんよ。私が聞いておるのは、中能登から

何も出ておらんという話は聞いておったもん

できょう聞いておるんですよ。町長は要望は

正式にしておらなんだと言われておりますか

ら、早急に要望書を出すべきだと思うんです

よ。町長、これ出すのは今ですよ。今でし

ょ。 

 そういうことで、もう一遍答弁。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 今、作間さんの言われたと

おりだと思います。そういう中で私もこの２

年間、正式ではありませんけれども各区長さ

ん方とのいろんな会合の中で、また警察の署

長さん方ともいろんな交通安全であったり防

犯であったり、そういう中での交番について

のお話はお聞きをしたり、また質問も投げか

けたりということはしておることは現実であ
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りますし、また私自身も十数年前になります

けれども県議時代には８年のうち４年間、文

教公安におりまして、そのうち副委員長、委

員長も２期させていただいて警察の内情はあ

る程度わかっておる中で、定員増、そういう

中での駐在所から交番へ移行してほしいとい

うような、そういうことも何回かありまして

大変難しいということは頭の隅にあることも

現実で、２年間出しておりませんけれども、

今言われるように正式に出して、そしてどの

ような答えが出てくるのか。それによって地

域の皆さん、先ほど言いました推進隊の皆さ

ん、また防犯の皆さん方と協議をしながら進

めていかれればいいなと、そう思っておりま

すし、今本当に大きく変わります。道の駅も

建て方もしておりますし、来年度には北國銀

行も横へ移りますし、その後ろには正式にホ

ームセンターの申し込みもございます。あの

辺は能登一の言うてみれば商業集積地になり

ます。あそこにあれば一番理想的であると思

いますけれども、それも話の中で今の駐在所

がなくなってもいいがかというような問いか

けの中で迷いもあるわけでありますけれど

も、あの辺の安心・安全、そういうことを考

えていくときには一歩一歩進めていきたい、

そう思います。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） 14番 作間議員 

○14番（作間七郎議員） 今町長の答弁を聞

いておると、要望書を出すということです

ね。 

 それから、町長は県議を経験されておる。

そのときに公安の委員会の委員長をされたと

思います。そこで警察に人脈があるというこ

とも言われたんですね。その人脈を生かさな

いとだめなんですよ。町長は今、中能登町の

首長ですよ。町のまちづくりのビジョンを語

って、県警に町長の思いを訴えて要望書をぜ

ひ出してください。 

 ちなみに、石川県下で警察署と交番のない

ところは３カ所あるんですよ。まず川北町、

宝達志水町、中能登町、３つだけなんです

よ。警察署、交番のないところですよ。そう

いうことを思うたら、町長も先ほど言われた

ように大変変わってきていますね。ますます

県内外の道の駅もできればたくさんのお客が

来られると思います。鹿島バイパスの交通量

もだんだんふえておると思いますので、そう

いうことを強く七尾署なり、大体わかってお

ると思いますけれども県警に訴えて正式に要

望署を出して、その結果、いい返事が来れば

いいけれども、その結果は後日、要望署を出

した後にそういうものが来たら、また私ども

に知らせていただきたいと思います。 

 そこで町長は要望書を今回は出すというこ

とですから、前は考えるということで、今回

はきちっと出すということです。これはやっ

ぱりテレビで言うておる「今でしょ」、タイ

ミングなんですよ、町長。ぜひそれで取り組

んでください。 

 次に移ります。 

 次に、道の駅についてということで３点。 

 オープンに向けて現在の施設、ハード、そ

れから運営、ソフトの進捗状況はどうなって

いるのか。 

 ２点目は、仮称「織姫の里なかのと」に、

この名称も私も議論したいところなんですけ

れども、それに通称名を考えておるのか。 

 今特に県、市町村で誘客ということで、ゆ

るキャラということを盛んに言われておる。

そういうことで何か考えておるのかというこ

とをお尋ねします。 

 また重複するようですけれども、ゆるキャ

ラ、町おこしをしておると。誘客を。通称名

を考えておるのか。 

 それから道の駅は、仮称、仮称で今のとこ

ろ来ております。正式名は何という名称を考

えておるのか。そして、ゆるキャラで町おこ

しをすればいいと思うんですよ。例えば全国

的に有名な熊本の「くまモン」、千葉県の船
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橋の「ふなっしー」。船橋は船橋の地名と、

あの辺に白井という梨の産地がありますよ。

そういうことで「ふなっしー」と言われてい

ます。隣の和倉温泉は「わくたまくん」と言

われておるんやね。そういうような子供たち

がそれを見て、そこへ行きたいという気持ち

になるようなことを考えておるかということ

をまずお聞きします。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 まず、仮称「織姫の里なか

のと」に通称名を加えてはどうかとの質問に

ついてでありますが、中能登町は古くから能

登上布に起源を持つ織布業が盛んでありま

す。現在も織物を中心とした繊維産業が基幹

産業でもあります。また、七尾市、羽咋市、

富山県氷見市の３市と隣接をしており、地域

交通のかなめでもあり、能登半島全体から人

と物が集まってくる重要な場所としてその役

割は大きくなるものと期待をいたしておりま

す。 

 こうした背景から道の駅については、たて

糸には古くからの歴史と文化、よこ糸には能

登地域での交流拠点であることを織り込んだ

織物の雰囲気を伝える施設とすることを基本

方針として整備を進めてまいりました。これ

を踏まえ、平成24年３月議会定例会において

中能登町道の駅条例を制定をさせていただ

き、施設の名称を「織姫の里なかのと」とさ

せていただいたところであります。 

 施設名の「織姫の里なかのと」について

は、中能登町の歴史性をアピールできるとと

もに、優しくやわらかい響きがあり、利用者

に末永く愛され親しまれる名称であると思っ

ております。 

 なお、本年７月に国土交通省に対し道の駅

への登録申請をさせていただきました。これ

は道の駅としての認定をいただくもので、今

月下旬以降を目途に「織姫の里なかのと」が

正式に道の駅として認定をいただける予定で

あります。 

 「織姫の里なかのと」以外の通称・愛称に

ついては、正式名称と通称・愛称が２つ存在

することについては問題はないと思っており

ます。通称・愛称の取り扱いについては、今

後、道の駅の利用定着を踏まえながら、施設

利用者にどの施設のことなのかわかってもら

うことが極めて大切であり、愛称が施設のイ

メージアップにつながるよう今後検討して慎

重に対応していきたいと考えております。 

 次に、キャラクター、いわゆるゆるキャラ

でありますが、それによる町おこし、誘客の

秘策についてのご質問にお答えをいたしま

す。 

 現在、全国の市町村でゆるキャラを活用し

た地域おこしが進められ、大きな成果を上げ

ている事例が見られます。今、作間議員も言

われましたように、滋賀県彦根市の「ひこに

ゃん」、熊本県の「くまモン」などが代表的

であります。また、当町でも町の木、鳥、花

のイラストや能登上布に始まる町の基幹産

業、織物をイメージをした織姫キャラクター

が完成をいたしております。これらの着ぐる

みは現在は制作しておりませんが、今後着ぐ

るみの制作についても検討をしていきたいと

考えております。 

 また昨年、町内の織姫伝説にちなんだ織姫

衣装も制作し、町祭や三重県紀宝町のイベン

トなどで町の親善大使の皆さんに披露をして

いただき、「織物の町なかのと」を大いにＰ

Ｒをしていただきました。先ごろも県内の新

聞紙上に織姫衣装をまとった親善大使の写真

が掲載され、大きく目を引いたところであり

ます。道の駅開業時のオープニングイベント

も親善大使に「織物の町なかのと」をＰＲし

ていただきたいと思っております。 

 なお、今月下旬以降に道の駅の認定をいた

だける予定ですので、その後、道の駅関係の

出版物への情報提供や若者や女性に人気のあ

る旅行雑誌への広告掲載、関西や中京圏の旅

行愛好者へのメールマガジンの送付、能登空
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港や公共施設でのフリーペーパー配布などを

検討いたしております。また、旅行業者や観

光バス事業者などとも連携し、多くの方に道

の駅に立ち寄ってもらえるような方策を検討

し、能越自動車道の全線開通や北陸新幹線金

沢開業も含めた誘客対策を展開していきたい

と考えておりますので、よろしくお願いをい

たします。 

 なお、オープンに向けて現在の施設及び運

営面の進捗状況につきましては担当課長のほ

うから説明をさせますので、よろしくお願い

をいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 堀内企画課長 

  〔堀内浩一企画課長登壇〕 

○堀内浩一企画課長 それでは、オープンに

向けて現在の施設並びに運営の進捗状況につ

いてお答えをいたします。 

 建物でありますが、地域振興施設の建築工

事につきましては９月の時点で、くい工事、

それから鉄筋工事、型枠、鉄骨の建て方まで

が完了しております。地域振興施設の建築工

事全体の進捗率は約45％でございまして、順

調に進んでおります。この後は瓦ぶき、それ

から外壁の工事などを行うほか、建築工事と

並行いたしまして電気設備工事、それから機

械設備工事を進めていく予定でございます。

また、土木工事では残る外構工事を発注する

予定で、道路案内標識、それから照明灯の工

事、消雪工事、それから舗装工事などを順次

発注する予定でございます。 

 一方、運営面につきましては、平成24年６

月議会定例会におきまして施設の指定管理者

に能登わかば農業協同組合を指定いたしまし

て、平成26年春のオープンに向けて準備作業

を進めているところでございます。地域振興

施設の売り場では、わざわざ立ち寄りたい道

の駅、これを目指しまして、新鮮な農産物の

生産者の育成を初めといたしまして、能登の

魅力が詰まった商品の出品者の募集を行って

いるところでございます。 

 今後、地元メディアや旅行業者、観光バス

事業者への告知というものを随時行っていく

ほか、道の駅のホームページの開設、それか

ら旅行雑誌などへの広告掲載を行う予定でご

ざいます。また、開業後におきましても継続

的に施設のＰＲ活動を行っていくとともに、

年間を通じまして各種のイベントを開催し誘

客につなげていきたいと思っております。 

 そういうことでご理解をお願いいたしま

す。 

○議長（岩井礼二議員） 大森参事兼農林課

長 

  〔大森一義参事兼農林課長登壇〕 

○大森一義参事兼農林課長 続きまして、農

林課関係におきます道の駅オープンに向けて

の農産物直売所の取り組みについてお答えを

いたします。 

 中能登町では、４月より地域農産物推進指

導員を配置をさせていただきまして、中能登

町の野菜生産者の拡大及び育成を目的に、６

月にはラピアで農産物直売に関する説明会や

集落説明会を実施をし、生産者との勉強会を

行っております。また、７月には野菜の持つ

機能性をテーマといたしまして東洋大学教授

による講演会の実施など、指定管理者であり

ます農協と協力しながらオープンに向けて進

めておるところであります。 

 また、野菜の有機栽培や町内産の野菜のブ

ランド化の推進、地元野菜の地産地消及び地

元野菜を使った加工品の開発などにつきまし

ても、生産者や各種団体の皆さんとの意見交

換などを通して積極的に行っておるところで

あります。 

 今後につきましては、冬場において新鮮な

野菜を供給できるそういった体制づくりを含

めましての栽培指導や、また生産者を対象と

した先進地視察も計画をしており、１年を通

して安全・安心な町内産の野菜が供給できる

よう、より一層生産者の拡大に努めてまいり

たいと考えておりますので、ご理解のほどよ
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ろしくお願いをいたします。 

 以上であります。 

○議長（岩井礼二議員） 14番 作間議員 

○14番（作間七郎議員） 町長のまず最初に

答弁のあった仮称「織姫の里なかのと」に通

称名を考えられないかという答弁の中で、道

の駅基本条例は24年の３月に条例で決まって

おるんだから、道の駅は「織姫の里なかの

と」とすると。国交省にも申請したと。９月

末か10月上旬に認可が来るということを言わ

れました。私は今まで、我々議会に説明する

ときは常に仮称「織姫の里なかのと」という

ことで資料で全部担当者は説明しておったん

ですね。私はそのときから、条例にうたいな

がら何でまだ仮称をつけておるのかと。去年

の３月ですよ、条例を我々認めたのは。それ

なのにそれ以降も仮称、仮称という名前で来

ておるんですよ。 

 そこで私は、条例は決めたけれども町は条

例を無視して仮称ということは「織姫の里な

かのと」という名称をまだ変える気があるの

か、ちまたでいろいろなことが言われており

ます。そこで、まだ変えるチャンスがあるの

かなと思っておったんですね。ところが今町

長の話では、もう国交省のほうへ申請出した

んだと、もう認可来るということで、認可が

来れば「織姫の里なかのと」というのは変え

られないと思います。 

 そこで私の言いたいのは、織姫の里で、町

長もたて糸、よこ糸のつながりみたいないわ

れを言いましたけれども、織姫の里、イメー

ジ的に私は農産物産館みたいなものを連想し

てしまって、道の駅といったら食が中心や

ね。農林課長の言われた農産物だとか町内と

か近隣の能登にある産物、食べ物がよく並ん

でおる、そういうイメージやけれども、織姫

の里といったら織物、物産館的なイメージ

で、我々はわかりますけれども、町外から来

た人は道の駅に入ろうとするかという私は心

配するんで、仮称、仮称でぼうとるのかな

と。もう一遍、正式に名称をどうすればいい

かということで相談があるかと思ったんです

よ。条例で決まったのはわかっておるんです

よ。ところが我々、条例で決まっておりなが

ら仮称、仮称という説明なんですよね。 

 その点、執行部としての取り組みが何じゃ

ら、町長の思いと担当課、我々に説明すると

きは仮称。仮称ですよ。今でも仮称なんです

よ。条例にはちゃんと道の駅「織姫の里」と

するという条例を去年の３月決めておるんで

すよ。何でそういう説明を今までしておった

のかと。議会向けと国交省向けとの仕分けを

されておったのかなと私は素直に、私は国交

省と話し合いしたことありませんから、国交

省との何かのつながりで、そういう言葉で仮

称、仮称と我々に言うておったのか、条例に

決まっておりながら。そういう点、ちょっと

不親切だと思うんです。 

 そこで、道の駅ですから、先ほど３つ言い

ましたのでいろいろ飛ぶかと思いますけれど

も、道の駅は総事業費12億3,800万円。その

中に国から来る金からいろいろとありますけ

れども、実質一般財源で使うのは２億6,200

万円。今現実は外観もできて、いや、でっか

いもんやねと。あのでっかい、問題は中身な

んですよね。建物はでっかい立派なものでも

あと問題は中身ということで、私も心配して

おります。町民の皆さんからもよく聞いてお

ります。 

 そこで、皆さんが喜んで道の駅で買い物し

ようという気持ちになっていただくように、

担当課では、農林、企画、それから町の中に

農産物推進指導員という方もことしの４月か

ら嘱託で採用されて特産品の取り組みをされ

ておる。そうすると、去年、指定管理者にＪ

Ａ能登わかばさんと契約したと。能登わかば

が中心だと思うんですけれども、そこでまた

株式会社国土開発センター、私は国土開発セ

ンターさんは建物と実施設計と管理委託だけ

だと思っておった。よくいろいろ資料見てみ
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ると、ソフト面、施設運営支援業務も国土開

発センターさんがすることになっておる。そ

こで、去年で173万2,500円、今年度で252万

円、若い職員１人分の人件費ぐらいをコンサ

ルタントに払うと。コンサルタントと書いて

あればわかったんですけれども、施設運営支

援業務というのはコンサルタントという意味

だそうでございますので、勉強しましたら。 

 国土開発センターさんはどんな指導されて

おるんですか。私はこのこと勉強してから、

うちの職員の言うことはどうも国土開発セン

ターさんの言われたまま我々に報告しておる

のではないかというような気がするんです。

私は常日ごろ、町のいろいろ事業に中に設計

者やらコンサルタントに振り回されておるが

でないかと。町が事業主体なんだから町が中

心になってやれと。設計者、コンサルタント

の言われるままあんたたちは我々に報告して

おるがでないかと再三私は言うことはあるん

ですけれども、国土開発センターさんが町に

対して、道の駅に対してどのような指導をさ

れておるのか、その点。 

 それから、ゆるキャラについては、町長は

そういうイベントもしたということで、ちょ

っと聞きにくかったんですけれども、新しく

道の駅ができたら何かゆるキャラを独自のも

のを何か考えあるのか、もう一遍聞かせてく

ださい。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 ゆるキャラにつきまして

は、新しい目立つというか、そういうものは

つくってまいりたいと思いますし、今の織姫

の里、これと別の名称、もっと今言われるよ

うにわかりやすい名称もつけてもいいのでな

いかな、そういうことでありますし、仮称と

いうのは、認めていただいたけれども国交省

で認めていただけなかった場合、もしも一緒

のようなそういうところがあったら名前を変

えとかそういうこともありますので、１年間

仮称をつけさせていただきましたけれども、

今月の末か来月、正式に来れば仮称は当然消

えて織姫の里ということと、また今言われた

ように農産物の施設であるというような、そ

んな名称も必要でないかな、そう思っていま

す。 

 あと、国交省の件につきましては担当課長

より説明させます。 

○議長（岩井礼二議員） 堀内企画課長 

○堀内浩一企画課長 それでは、中能登道の

駅の施設運営業務を民間会社に、国土開発セ

ンターという会社に委託して行っていること

につきまして説明をさせていただきます。 

 昨年度の業務の内容でございますが、道の

駅自体が採算性を問われる施設であるという

こと、それから各種の情報を集めて他の事例

を参考にして道の駅をつくっていく必要があ

るということ。それから、防災機能を持ち合

わせた施設にするということで進めているわ

けでございまして、これらについて町では十

分情報が得られない。先進事例もなかなか私

どもの業務の中では限られたものがあるとい

うことで、たくさんの情報を得て、そういう

道の駅にアドバイスを行ってきた経験のある

会社に町としてもアドバイスを受けて採算性

をしっかり考えた施設にしていきたいと。そ

ういう観点から民間会社に業務を委託したも

のでございます。 

 具体的な内容といたしましては、施設の魅

力づくり、それから活性化の方策について、

いろいろな事例を収集して提案をしていただ

いております。それから、交通量の調査につ

きましてもここに委託していまして、国道

159号の交通量を調査しております。それか

ら開業までの広報の他の事例も含めて、そう

いう広報計画の検討とか提案をお願いしてお

ります。それから観光情報の整理、それから

ホームページの作成についての支援、それか

らリーフレットの作成についての支援をお願

いしております。それから、防災機能の整理

と防災計画の作成についても業者とともに計
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画を練っているところでございます。 

 確かに私どもこれまでそういうノウハウが

少ないという面で業者から提案を受けること

がたくさんありますが、決して業者の言いな

りということではなく、私どももきちっとし

た考えを持って検討をしているところでござ

いますので、今後ともまたご理解をお願いし

たいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 14番 作間議員 

○14番（作間七郎議員） 町長は、仮称名に

ついては国交省との関連あるということを言

われました。私、旧の鹿島の例を、小山副町

長も当然わかっておることなんですけれど

も、生涯学習センター、あれを「ラピア」と

言うておる。そのときはちゃんと仮称名もつ

けて申請しておるそうです。それから農村環

境改善センター、「パルみおや」と言うてお

る。そんな長たらしいみんな名前言わない。

ラピアとかパルみおやと言うんですよ。だか

ら「織姫の里なかのと」、そんな長たらしい

名前でなしに仮称も考えて申請すべきなんで

すよ。これから考えて国交省がどう言うとい

うことを言われましたけれども、これを申請

するときにそういうものを出すべきなんです

よ。だから私は、どっちもこの名前で認可が

来るそうですけれども、長たらしい。もう少

しわかりやすい名前ということの思いで言う

ておるんですよ。 

 そこで町長、町長は鹿西出身ですから、日

本最古のおにぎりの里、全国にアピールとい

うことで、それから６月18日「おにぎりの

日」は決まっております。この由来は中能登

町のことなんですよ。日本最古のおにぎりの

化石が発見された石川県旧鹿西町の「ろく」

と──「ろく」というのは６月ということや

ね。米の漢字、十と八を分解できることから

６月18日が「おにぎりの日」ということで、

全国的に「おにぎりの日」は旧鹿西町でこう

いう化石が出たことが全国的にアピールされ

ておるんですよ。 

 そういうことで、私は個人的には「織姫の

里なかのと」にするのは、それはそれでいい

んですけれども、全国的にも「おにぎりの

日」が決まっておるんですね。これを決めて

おるのは日本記念日協会。そういう協会があ

るんです。記念日を決める協会があるんです

よ。2002年につくっておるんですよ。そこで

６月18日が「おにぎりの日」と制定されてお

るんです。旧鹿西町で。ちゃんとインターネ

ットで調べたら出てくるんですよ。そういう

ことを町長は鹿西町出身ですから十分認識は

されておると思いますけれども、あえて私は

おにぎりということを、食ということで、お

にぎりを何かのことで使われないかなという

思いがあります。 

 そこでまた町長は検討してほしいんですけ

れども、ある人から富山にうまいおにぎりの

ところがあるということで行ってきました。

富山弁で言うと、富山の人は「寄ってかれ」

と言うわね。ヨッテカーレ城端なんですよ。

そこへ行って私はおにぎりを食べてきまし

た。大変おいしいおにぎりでした。富山産の

米、地元の米で、注文してから初めて握って

くれるんですよ。そこはテーブル並んだりと

かそんな立派にはなってないんですね。食べ

物はおにぎりとそば、うどん、カレーライス

だけなんです。私が行ったときもいっぱいで

したよ。順番ついておるぐらいです。これだ

け有名なところやから行ってこんかというこ

とで私行ってきたんですよ。 

 農林課長は町内の農産物で満杯にしたいと

言われたけれども、年がら年中、この辺で農

産物ができるわけないんですよね。 

 それでこの横にまた、これは南砺市の農協

がやっておるんですね。そこの横に農産物が

ずらっと置いてあるんです。当然、南砺市の

農産物が中心なんですけれども、その周りの

五箇山とか富山県下のいいものをみんな並べ

てあるんですね。魚も富山の名産かまぼこと
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かみんな置いてあるんですよ、直売所に。そ

れもまた、うちの担当課は行っておると思い

ますけれども、もし行ってなければ行って、

あそこも参考にして今後の町と指定管理者と

国土開発センターと、国土開発センターの仕

事の内容は聞きましたけれども、あとは指定

管理者のＪＡ能登わかばとよく相談して、皆

さんが喜ばれる道の駅に私はつくってもらい

たいんです。私のところの耳に入ってくるの

は、町と指定管理者と国土開発センターとう

まく話がいっておらんと。ちぐはぐという話

が伝わってきますので。 

 ちょっと聞きたいことあるんですけれど

も、農産物を納めた場合、売り上げの15％、

商工業者がお菓子とか何か納めた場合20％、

テナント料は、テナントの募集してもなかな

か入ってもらわれんもんでテナント料が大分

下がったという話がちまたに広がっておるん

ですが、議会に一切そういう報告ありません

ので、私、議員ですからそういうこと知って

おるんやろうということで聞かれても、わか

らんと言うておったんですけれども、この機

会にその点もどうなっておるのか、答弁して

ください。 

 また、町長もよくどこでも町村会の会長を

されておりますから、ひょっとしたらヨッテ

カーレ城端も行ってこられたんじゃなかろう

かと思います。もし行ってこられておったな

らば町長は、富山弁で「寄ってかれ」と言う

わね。ここでは「こんちま」というようなこ

とで寄ってくれということを言うておるんで

すね。そこで、町長がもし行かれておったら

どんな感想だったかも聞かせてください。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 今、作間議員から言われま

した６月18日の「おにぎりの日」、これは鹿

西町時代に申請をして認められて全国の記念

日の中にも載っております。ご存じのように

鹿西、３町合併する前は、おにぎりの町で売

り出そうということで、大変鹿西が力を入れ

ながら日本一のおにぎりをつくろうというよ

うなことも挑戦もしながらやってまいりまし

て、そして合併したわけでございます。合併

をした当時、３町それぞれの町の文化、歴史

あったわけでありますので、鹿西だけのおに

ぎりを出す、力を入れていくのもどうなのか

なと。それぞれの鳥屋のひき山であったり、

鹿島のみこしであったり、そういうものを取

り入れながら来た、そういう中でのおにぎり

がいいのではないかと。今多くの方々にそう

言われておりますし、そういうことで私もヨ

ッテカーレへ行ってまいりました。 

 近所の方が来るというよりも車で来たり、

遠くの方々が来て、私が行ったのは11時半ご

ろでしたけれども３人か４人ついておられま

した。私も買って、食べながら12時ごろにな

ったときには20人ぐらいついておられるほど

の盛況でありましたし、全部外も中も入れま

すと80人ぐらいの席がある中でほとんど満杯

であったと。そういうことで、つくり方も見

ておったんですけれども、三角のおにぎりが

あって、19種類ほど、豚であったりキュウリ

であったり、またいろんな野菜であったりの

おにぎりをその場でそれを入れて調理をして

出して、まだあったかい、そんなようなとこ

ろでありました。非常に参考になって、おに

ぎりの里でもありますし、今の道の駅でもあ

あいうものができないかなと、そう思ってお

ります。 

 おとついちょうど東京へ行って羽田空港か

ら小松へ乗ろうとしたときに、やはり一緒な

ようなおにぎりのつくり方で三角で、そこで

握って、握ったやつはある程度あるんですけ

れども、そこで加工して出しておいでまし

た。またそれと同時に、きょう私散歩してお

りましたら、６時半ごろから７時ごろまです

るんですけれども、「歌のない歌謡曲」６時

45分、昔のナショナル、今のパナソニックの

あそこで、ちょうど石川県の日本一というよ

うなことを紹介しておった中で、中能登町の
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おにぎりが弥生時代の日本最古のおにぎりが

中能登町から出たと。そういう詳しくチャノ

バタケ遺跡から出て、日本最古ということは

世界最古であろうと、そんなような話もきょ

うお聞きをして、おにぎりというものは大変

この町にすればやはりメーンなのかなと。そ

ういう中でのことからいけば、おにぎりに準

じた、おにぎりの里とわかってもらえるよう

な通称がつけられればなと、そんな思いでお

ります。 

 あとまた詳しいことがありましたら、課

長、私からお答えします。 

○14番（作間七郎議員） 議長、時間も迫っ

ておるので、先ほど課長、売り上げの何％、

私の言うておるのがもし違っておったら訂正

するなりちゃんとしたものを言ってくださ

い。 

○議長（岩井礼二議員） 堀内企画課長 

○堀内浩一企画課長 それでは、道の駅に出

店される方の手数料についての説明を申し上

げます。 

 農産物、それから農産物の加工品について

は売上額の15％ということで、これは当初か

ら決まって、そのとおりに説明会での説明を

行っているところでございます。それから、

お菓子とかお酒とかそういうお土産品等の加

工品については売上額の20％、これについて

も従来どおりでございます。 

 飲食テナントにつきまして、これについて

は何度も説明会を行っているんですがなかな

か応募していただける方がいないということ

で、先般ＪＡのほうでこれを緩和したいとい

うようなことで、その内容について説明会が

ございました。それで飲食テナントの賃料に

ついては、当初は売上額の20％としていたと

ころですが、これを町内出身の業者に限って

は３％とすると。あわせて、空調とか給排水

設備、それから照明灯のそういうものについ

ては、設備工事については、これも本来は出

店業者が負担するということになっておりま

したが、これについてもＪＡのほうで負担す

るということになり、現在、出店業者の希望

を持っているという状況でございます。あと

光熱水費等については実費相当額ということ

で変わっておりません。 

 以上でございます。 

○議長（岩井礼二議員） 14番 作間議員 

○14番（作間七郎議員） そこで、私の聞い

ておったとおり、そのとおり企画課長は言う

ておりますから。 

 そこで、先ほど農林課長は農産物について

は町内のものと。それは結構なんですよ。そ

れが中心なんですけれども、道の駅、先ほど

も町長も南砺の農産物直売所を見てきておら

れますので知っておるということでございま

すが、なるべくうちの町のとれたものを出す

と。どうしても年間通じて出されないときに

は近隣の市町村、せめて能登の品物も道の駅

に置くように、また指定管理者のＪＡ能登わ

かばとも相談して、皆さんが喜ばれる、中能

登の道の駅へ行きたいと言われる道の駅にな

るように一層努力をしてください。 

 また、いろいろあることを議会にもその都

度説明をしていただきたいということを言っ

て、この件については終わります。 

 それから最後になりましたが、３点目の中

能登中学校生徒の送迎について。 

 想定外というか、あそこにバスターミナル

もつくり、先生の駐車場もつくり、バスもと

いうことで通学の自転車置き場からというこ

とでスムーズに生徒が通われて帰るというこ

とだったんだと思いますけれども、ことしは

特に豪雨ということで雨がひどい。今までと

ちょっと違う雨の降り方ということで、朝の

送りに保護者なりじいちゃん、ばあちゃんが

送ってくる。また帰りはクラブが遅くなると

いうことで自家用車で迎えに行っておる。そ

うするとあの辺にがーっと車がとまって、一

般の車の支障を来しておるということが１学

期が見受けられたということ。それから、私
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のところもそういうことで何かならんかとい

う声がありましたので、あえてこれを聞きま

す。 

 自家用車の送迎の安全対策についてという

ことで、これから冬に向かいます。雪が降っ

てきたらまた道路が狭くなる。そういうこと

で、子供に安全に通学をしてもらおうという

ことで、そういうお迎えにくる保護者、じい

ちゃん、ばあちゃんの車をあそこに路上にと

めないで何か、そういうことは池島教育長も

当然掌握しておると思いますが、今後どのよ

うに対策しようとされておるのかをお尋ねい

たします。 

○議長（岩井礼二議員） 池島教育長 

 教育長、時間を考慮して答弁お願いしま

す。 

  〔池島憲雄教育長登壇〕 

○池島憲雄教育長 今ほど自家用車による送

迎の安全対策についてのご質問をいただきま

した。 

 ６月現在の調査によりますと、全校生徒

516名中、自転車通学が398名、徒歩が17名、

合わせて中学生のおよそ８割となっていま

す。この８割の生徒たちですけれども、悪天

候とか部活動で帰りが暗くなってしまったと

きに今ほど言われましたように保護者の皆さ

ん、祖父母の皆さんが自家用車で送り迎えを

してくださっておる。非常に極端に多くなる

日もありました。 

 とにかくご指摘のとおり校舎の向かいの町

道72号線、それから体育館横の町道290号線

は生徒を待つ車が道路の両側に並ぶために非

常に混雑をし、一般の車の走行あるいは生徒

の通行に大変危険な状態になっておりまし

た。冬場には日が短くなりますので、車によ

る送迎がまだまだふえるんじゃないかなと予

想されますし、道路に除雪した雪がたまりま

すと一段と危険な状態が心配されます。 

 対応策としまして、１つ目、中学校の周辺

道路を反時計回りの一方通行にしてはどう

か。２つ目、中学校の来賓、教職員用の駐車

場、また野球場の駐車場の一部のスペースを

確保して送迎用の車の待避場所にしてはどう

か。３つ目、学校の正面以外の周回道路には

車を横に寄せて駐車場所として使用するよう

にしてはどうかなどの方法で一定のルールを

設けたり、駐車場の変更などを実施すること

で危険回避の現実的な方策を講じていきたい

というように考えております。 

 なお、町が所有します鹿寿苑に隣接した水

田跡といいますか元水田のところは、冬場ま

でに整備がされて駐車場として利用できるよ

うになります。大きな行事があるときにはそ

こを利用していただくと大変都合がいいかな

というように思っています。 

 とにかく今月の19日にＰＴＡ役員と教育委

員会との懇談会が開催されますので、早速そ

の席上でこの問題、そして対応策について協

議をしていきたいというように思っていま

す。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） 14番 作間議員 

○14番（作間七郎議員） 池島教育長も現場

をよく今聞いておると把握されております。

そこで、安全対策でいろいろと取り組むとい

うことでございますので。 

 私は特に気にかかるのは、先生方が一番い

い場所に陣取っておる。あの場所をちょっこ

しずってもらうということも考えられますの

で、その点も踏まえて、また教職員とＰＴＡ

の皆さんと相談されて送迎の安全対策に取り

組んでいただきたいと思います。 

 これで私の一般質問を終わらせていただき

ます。 

○議長（岩井礼二議員） ここで、11時10分

まで休憩をいたします。 

           午前10時58分 休憩 

           午前11時10分 再開 

○議長（岩井礼二議員） それでは、休憩前

に引き続き再開をいたします。 
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 続いて、３番 南 昭榮議員 

  〔３番（南 昭榮議員）登壇〕 

○３番（南 昭榮議員） ２点ほど質問させ

ていただきます。 

 さきに原子力防災計画について質問させて

いただきます。 

 先月、石川県は防災会議を開催し、志賀原

発の半径５キロ圏の住民に安定ヨウ素剤を事

前に配布することに石川県防災計画を修正し

ました。ヨウ素剤について県と志賀町とが服

用する住民に対して説明会を開いた直後、医

師が服用の手順や副作用などの説明と問診で

アレルギーの有無を確認した後に配布するこ

とになりました。県として５キロ、30キロ圏

内で県が備蓄して、原発事故発生後に配布す

ることを基本としているそうです。 

 そこで、東京電力福島原発事故から２年６

カ月が過ぎましたが、思い起こすことは、福

島原発事故で原子力発電所のある地元より遠

く離れた山間部にある飯舘村は、海からの風

向きによって最も放射能被害が大きくなった

のです。 

 さて、志賀原発についてですが、当中能登

町を考えたときに、年間に吹く風の３分の２

以上の回数で風が志賀町の海岸から志賀町甘

田地区の山合いを抜けて後山や花見月、瀬戸

区にも及び能登地区に吹き抜けてきていま

す。このような気象を想定すると他人事とは

言っておれないのではないかと思います。 

 町として、これらの事情によりヨウ素剤の

配布も考慮しなくてはならないのではないか

と思いますが、どのような対応がされている

のか。また、県からの指導により防災計画が

どのように反映されているのかをご答弁お願

いします。 

 また、前にも質問させていただきました

が、原発事故による災害時で避難輸送や避難

の受け入れ先とされている津幡町との避難協

定の締結、避難体制についての取り組みや、

県の原子力防災計画を受け、町原子力防災計

画はどのようになっているのか、ご答弁お願

いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

  〔杉本栄蔵町長登壇〕 

○杉本栄蔵町長 南議員の町の原子力防災計

画についての質問にお答えをいたします。 

 まず、１点目の安定ヨウ素剤の配布検討に

ついてでありますが、ご承知のとおり石川県

原子力防災計画の修正が行われ、安定ヨウ素

剤の服用及び配布等について内容が盛り込ま

れたところでございます。このことを踏ま

え、町の地域防災計画の原子力災害対策編に

おいてもその内容を反映させることで進めて

おります。 

 修正内容では、ＵＰＺ圏である当町管内で

の安定ヨウ素剤の配布及び服用の基準は、国

がその必要性を判断をし、必要とされた場合

には避難または屋内退避等の指示とあわせて

安定ヨウ素剤の配布及び服用の指示が出され

ることとなります。町では、その指示に基づ

いて災害対策本部により配布または服用を行

うこととしております。 

 次に、２点目の津幡町との災害協定締結及

び避難体制の取り組みについてであります

が、県の仲介をいただきまして、ご縁があり

津幡町が緊急時の避難先となっております。

その後の進捗としては、今月末に津幡町、中

能登町の両町執行部で会合を行う予定をして

おります。 

 現在、津幡町において公共施設18カ所を避

難施設として開放していただくことになって

おり、次回の会合では避難する地区別の割り

振り案をお示ししたいと考えております。こ

の割り振り案については、本年３月末に開催

をした町防災会議において委員の皆様にお示

しをし了解を得たもので、町原子力災害対策

編の避難計画の資料として最終の調整を行っ

ているところでもございます。 

 この避難計画についてはまだまだ詳細な部

分を詰めていかなければなりませんが、町民
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の皆様への周知については、計画が定まり次

第、広報等で周知をしたいと考えておりま

す。また、11月16日には石川県原子力防災訓

練が実施される予定となっており、本訓練の

住民避難訓練ではこの避難計画に基づいた地

区避難を実施をしたいと考えております。 

 ようやく原子力災害時の対応策も順を追っ

て決まってまいりましたので、訓練終了後の

落ちついた時点で津幡町との災害協定の締結

について、先方の意思等もお聞きをしながら

前向きに進めていきたいと考えておりますの

で、ご了解をお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） ３番 南議員 

○３番（南 昭榮議員） 中能登町の身近に

志賀原発がありますが、福島原発のような被

害のないことを祈っております。 

 次に入ります。 

 猛烈な豪雨災害による対策について。 

 100年に一度あると言われるような猛烈な

豪雨被害対策について質問させていただきま

す。 

 山陽地方、中国地方や東北地方、北海道で

大気の状態が不安定となり猛烈な雨が降り、

気象庁は、これまで経験したことのないよう

な大雨になっておるところがある。あわせて

直ちに命を守る行動をとってほしいと発表し

て、最大級の警戒を呼びかけた大災害が各地

で発生し、とうとい命や大切な土地、家屋な

どの財産を奪っています。 

 そこで、中能登町において１時間に100ミ

リを超える猛烈な雨を観測したときに測定す

るのが難しいと思いますが、次の３点につい

て災害の規模と対策をお聞きいたします。 

 土砂崩れ、土石流の規模について、どれぐ

らいを想定していますか。 

 ２番目、河川の増水による住宅の想定浸水

被害について。 

 ３点目、最も大切な命を守る住民の避難勧

告の方策はどのようになっているのか。 

 ３点について、町として考えている各対策

について示していただきたいと思います。ご

答弁をお願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 質問にお答えをいたしま

す。 

 まず１点目の土砂崩れ、土石流の規模の想

定被害とその対策についてのご質問について

お答えをいたします。 

 現在、中能登町におきましては土砂災害が

発生をした場合、町民の生命または身体に被

害が生じるおそれがある土砂災害警戒区域が

148カ所あります。また、その中でも建物が

破損するなど住民に著しい危害が生じるおそ

れがある土砂災害特別警戒区域118カ所が石

川県から指定を受けていますが、その土砂災

害の規模や被害については想定はされており

ません。 

 しかし、町といたしましては土砂災害警戒

情報が発表され次第、職員が危険箇所を巡回

し、土砂災害が発生するおそれがある場合は

当該地域の住民に対して速やかに避難準備情

報、避難勧告、避難指示を発令し、被害を最

小限に食いとめたいと考えております。 

 また、警戒区域や避難場所など土砂災害に

おける必要な情報を周知するため、町では平

成21年度から土砂災害ハザードマップを順次

作成し、町民の皆様に配布をしております。

現在、鳥屋地区及び鹿西地区の土砂災害ハザ

ードマップを作成をしており、今年度で町内

全地区のハザードマップが完成する予定であ

ります。 

 今後、町民の皆様には、この土砂災害ハザ

ードマップを参考にご家族で避難場所、非常

時の持ち出し品、避難経路、避難時の心構え

等、いま一度ご確認いただければと考えてお

ります。 

 次に、２点目の１時間に100ミリを超える

ような雨を観測した際の河川の増水による住

宅の想定浸水被害とその対策についてのご質

問についてお答えをいたします。 
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 中能登町では二級河川が７河川、普通河川

が４河川あり、二級河川の二宮川流域のみが

石川県から氾濫による浸水想定区域に指定を

されております。 

 豪雨により二宮川が氾濫をした場合、二宮

川沿いの約500世帯の住宅で50センチ未満か

ら１メートル程度の浸水被害が想定されてお

りますことから、平成21年度に二宮川洪水ハ

ザードマップを作成するとともに、関係住民

にこのマップを配布し、指定避難施設等の情

報の周知を図ったところであります。 

 町といたしましては、今後とも大雨洪水警

報等が発表された際には職員によるパトロー

ルを実施をし、河川が氾濫するおそれのある

場合には被害を受けるおそれのある地区住民

に対して速やかに避難準備情報、避難勧告、

避難指示を発令するなど、町民の生命や身体

を災害から守るための措置を最優先に行いた

いと考えております。 

 先ほども申し上げましたが、土砂災害や洪

水時には避難情報に注意をし、避難勧告や避

難指示が出ましたら速やかに避難していただ

きますよう、また避難勧告等が出ていなくて

も危険を感じたら自主的に避難をしていただ

くようお願いをしたいと考えております。 

 最後に、避難勧告の方策につきましては、

ここ最近の災害はこれまでの想定を超える災

害が発生しており、その中でもゲリラ豪雨な

どの局地的な大雨による被害が全国各地で発

生をしております。当町においても100ミリ

を超える過去に経験をしたことのないような

大雨による災害がいつどこで発生するかわか

らない状況であり、その可能性も大いに考え

られます。 

 このような被害を軽減するためにも、行政

としては町民に対し迅速で確かな情報を周知

する義務があります。このことから情報をあ

らゆる手段で入手することが重要と考えてお

ります。 

 その方法としては、Ｊ―ＡＬＥＲＴシステ

ムや気象庁防災気象情報、また県防災総合シ

ステム、さらに県河川総合情報システムや県

土砂災害情報システム等の情報を入念にチェ

ックするなど、常に担当課のほうで最新の情

報を入手する体制をとっております。また、

防災行政無線または音声告知端末機器で避難

準備情報や避難勧告、また避難指示といった

発令をいつでも発信できる体制としておりま

す。 

 数日前の８月30日には気象庁から特別警報

の基準が新たに設けられたとの発表もありま

したが、行政側の発令が一刻もおくれないよ

うに常に使命感を持ち対応に当たってまいり

ますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） ３番 南議員 

○３番（南 昭榮議員） 安全・安心で住ん

でよかったと思うまちづくりをお願いして、

質問を終わります。 

○議長（岩井礼二議員） 続いて、２番 笹

川広美議員 

  〔２番（笹川広美議員）登壇〕 

○２番（笹川広美議員） それでは、通告に

従い質問いたします。 

 １つ目の質問、災害時の要援護者対策につ

いてお聞きいたします。 

 災害時に自力で避難することが難しいお年

寄りや障害者など、災害時要援護者の名簿作

成を市町村に義務づける改正災害対策基本法

がさきの通常国会で成立をいたしました。こ

れまで曖昧だった個人情報の取り扱いが明確

化されました。また、避難支援の取り組みは

自治体側の入念な準備にかかっており、災害

時に地域で高齢者や障害者を支える体制の整

備が求められます。 

 東日本大震災では個人情報保護の観点から

名簿情報の外部提供が進まず、効率的な支援

ができませんでした。また、避難所運営など

従来の防災対策に女性、高齢者、障害者など

の視点が反映されていなかったことが浮き彫

りになりました。 
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 まず避難支援では、名簿作成、名簿情報の

関係者への提供、避難のための一人一人の障

害に配慮した多様な手段を用いた情報伝達、

具体的な避難方法等についての個別計画の策

定と訓練、点検などが取り組み指針とされて

おります。また、避難所の整備・運営では、

避難所運営準備会議の設置、福祉避難所の整

備、備蓄品の検討としてアレルギー対応ミル

クなどアレルギーに留意した非常食、紙おむ

つ、生理用品などの備蓄、障害者等にもわか

りやすい避難所の周知、誰でも立ち上げられ

る運営手引の作成、多様なニーズに応える相

談窓口の設置などが取り組み指針とされてお

ります。 

 そこで今回の改正に基づき、現在、当町の

避難支援、また避難所の整備・運営の取り組

みはどのようになっているのか、あるいは今

後どのように対応されるのかをお聞かせ願い

ます。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

  〔杉本栄蔵町長登壇〕 

○杉本栄蔵町長 笹川議員の災害時の要援護

者対策での避難支援並びに避難所の整備・運

営についてのご質問にお答えをいたします。 

 さきの東日本大震災では、死亡された被災

者のうち65歳以上の高齢者が約６割を占め、

しかも障害者は被災者全体の２倍の死亡率と

なり、また消防士など多数の支援者も犠牲と

なった教訓を踏まえ、国では本年６月17日の

国会で災害対策基本法の一部を改正する法律

が可決、成立をし、避難行動要支援者名簿を

活用した実効性のある避難支援の指針が打ち

出されました。 

 主な改正は、市町村での避難行動要支援者

名簿の作成義務化と本人の同意を得ての関係

機関への情報提供、また災害発生時には本人

の同意有無にかかわらず名簿情報を支援関係

者に提供できるものとし、個人情報の守秘義

務を課すための必要な漏えい防止策を講じる

ことや避難行動の支援のための個別計画の策

定がうたわれています。 

 現在、町では高齢者や障害者など災害時に

自力で避難することが困難な356名の方々を

災害時要援護者台帳に登録をし、区長さんや

町内会長、民生委員や消防署などの関係者に

情報を提供して万が一の備えをしております

が、名簿登載者は本人申請の手上げ方式によ

るため対象となる方全員ではございません。 

 今回の災害対策基本法の一部改正に伴い、

現在の災害時要援護者台帳の見直しを進め、

地区民生委員の方々が独自で調査をし作成を

されております地域見守りマップも広く活用

しながら名簿に登載されていない町内での避

難困難者も把握し、より具体的できめ細かな

避難行動要支援者名簿の整備を早急に進め、

関係団体への情報提供と災害時における安否

確認や避難の呼びかけに役立てたいと思って

おります。 

 また、介護度や障害度の区分に応じた情報

の伝達方法や避難方法なども検討し、町での

防災訓練などを通じて地域の皆さんと連携を

した災害時の支援体制の充実を図りたいと思

います。 

 災害時では、的確な情報の確認、伝達とス

ピーディな支援活動は必要不可欠であり、行

政側だけでの対応ではまだまだ不十分なこと

から、地区の自主防災組織はもとより民間企

業や各種団体、さらには地域住民の協力のも

と、共助の力を結集した対応が必要になって

まいりますので、今後は実効性のある的確な

避難訓練を実践をし、それぞれの地域での避

難活動の取り組みにつなげていきたいと考え

ております。 

 次に、避難所の整備・運営についてのご質

問にお答えをいたします。 

 大規模災害での避難所の果たす役割は大き

く、東日本大震災時の避難所状況からもさま

ざまな工夫や配慮が必要であり、特に災害時

要支援者への対策や女性の視点からの対策に

ついては大変重要であると認識をいたしてお
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ります。 

 そうした中、町といたしましては、これま

で避難所の整備としてプライバシーを守るた

めの資機材や毛布、マットなどの生活必需品

を中能登中学校の防災備蓄倉庫に配備をした

ほか、ブルーシートなどの資機材もあわせて

配備をしたところでございます。また、備蓄

物資として町内３カ所に非常食や飲料水など

をそれぞれ保管をし、迅速に配給できるよう

適正に管理をしているところでもあります。 

 しかし、生活日用品や衛生用品については

種類も多く、管理面から考えても備蓄が困難

なため、現在、協定を取り交わしている民間

の企業の支援協力により確保することとして

おります。 

 次に、避難所の運営としては、昨年に実施

をしました町総合防災訓練において住民避難

の受け付けや避難所の開設運営訓練を実施を

しており、役場職員あるいは自主防災組織、

さらに防災士が連携を図り実効性のある訓練

の中で避難所運営に関する知識を取得をした

ところであります。 

 また、現在において避難所運営マニュアル

を作成している段階であり、東日本大震災の

被災地で活動支援を行ってきた保健師の健康

管理、相談などの経験も反映させ、特に女性

被災者への対応策や災害時要援護者への配慮

といった内容を盛り込んでいきたいと考えて

おります。 

 今後とも必要性を重視した整備を行うなど

柔軟な対応をしていきたいと考えております

ので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） ２番 笹川議員 

○２番（笹川広美議員） あの東日本大震災

からきょう９月11日で２年半を迎えます。死

者１万5,883人、行方不明者2,654人という未

曽有の被害をもたらしました。そしてこの大

震災では、先ほど町長も述べられましたが、

65歳以上の高齢者の死亡率が約６割、障害者

の死亡率は被災住民の死亡率の約２倍となり

ました。 

 要援護者が避難に必要な情報が届かなかっ

た、避難すべきかどうかを判断することがで

きなかった、必要な避難支援を受けられなか

ったなどで多くの命が失われました。また、

援助に当たった消防団員、民生委員等の支援

者が避難することの説得に時間がかかったこ

とで多くの犠牲となりました。さらに地震や

津波から逃れながらも発災直後の安否確認が

なされなかった、避難所で要援護者が必要と

する生活環境が確保されなかった、他の避難

者との関係から避難所に行くことができず、

ライフラインの供給がとまった中、必要な支

援や情報提供がなされないまま在宅での生活

を余儀なくされたことなどが生じました。 

 今回の要援護者対策が何よりも一人一人の

命を守る対策として生かされるためには、ま

ず支援が必要な人を明確に把握をする、また

支援者へ適切な研修を行う、そして平時より

支援者と要援護者が具体的な避難対策の共通

認識を持ち合うことが大切だと思われます。

ぜひ積極的な推進をしていただきたいと思い

ますが、この点に関して、もう一度町の対応

をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） 広瀬参事兼住民福

祉課長 

  〔広瀬康雄参事兼住民福祉課長登壇〕 

○広瀬康雄参事兼住民福祉課長 笹川議員の

再質問にお答えをいたします。 

 町長も答弁いたしましたように、本年、法

律が変わりまして、現在それに基づいて地域

防災計画にもそのことをうたって初めて実効

性があるものというふうに思っております。 

 そういうことで、災害時の要支援者台帳の

整備を一日も早く整備することがこれからの

災害に対しての備えになるものというふうに

思っておりますので、民生委員を含めた関係

者、地域の見守りの中心となっている方々を

中心に今後とも話をしながら名簿作成につい

て、また障害を持っている方、そういう方々
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の個別計画についてもこれから立てていかな

くてはならないというふうに考えております

ので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（岩井礼二議員） ２番 笹川議員 

○２番（笹川広美議員） よろしくお願いい

たします。 

 昨今、頻発する大地震とともに異常気象が

もたらす猛暑、豪雨、竜巻などによって日本

各地が経験したことのない大きな災害に脅か

されております。大変不安な時代となってい

ます。中でも災害弱者の方々は大きな不安を

抱えておられることと思われます。高齢化に

伴い、支援を必要とする人はますます増加し

ていきます。災害時の要援護者対策は高齢化

社会の重要課題であります。懸命な対策をよ

ろしくお願いをいたします。 

 それでは２つ目の質問、子供の医療体制に

ついて質問いたします。 

 当町では７月より町診療所において小児科

外来がスタートしております。これまで町内

に小児科の病院ができないかとの声を耳にし

てきました。大変喜ばしいことであります。

ぜひ多くの方が利用できるように広報し、利

便性も図っていただきたいと思います。 

 まだスタート間もないわけですが、子育て

世帯が町に小児科があって安心だと実感でき

るような受診環境が大切かと思われます。町

としての取り組みをお聞かせください。 

 また現在、中能登では中学生までの医療費

が無料です。県下でも中能登は子供を大切に

している町だと、とても誇らしい子育て支援

制度であります。現在の制度では、かかった

医療費は一旦病院窓口で支払います。還付手

続をして初めて、かかった医療費が町から支

払われることになります。手続には役場窓口

に申請書と領収書を提出する必要がありま

す。無料なら窓口支払いの必要がなくなるの

が一番望ましいことであります。今のところ

県下では難しいとのことですが、今後の実現

に向け、子育て先進地の中能登町として、ぜ

ひ杉本町長、関係機関へ働きかけていただき

たいと思います。 

 そこで、少しでも還付手続の利便性は図れ

ないでしょうか。例えば改めて還付のための

申請書を取り寄せたり、申請まで領収書をと

っておく必要がないよう受診した病院の窓口

で申請、手続は済ませてしまいます。県下で

も幾つかの自治体で取り組み、小さな子供を

持つ親御さんに好評だと聞いています。当町

でも還付手続の利便性を図り、子育て支援を

向上させていただきたいと思います。 

 以上、小児科受診環境の充実への取り組み

と子供医療費還付手続の利便性への取り組み

について答弁を求めます。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 小児科の受診環境の充実に

ついてのご質問にお答えをいたします。 

 中能登町に小児科の医療機関がない中、こ

としの７月３日から鳥屋診療所で小児科専門

医による診療がスタートいたしております。

診療体制としては、恵寿総合病院の小児科医

が毎週水曜日と金曜日の午前中、小児の診療

のほか予防接種及び乳児健診を行っていただ

いております。受診された実績人数は、７月

は21名、８月は29名と聞いております。 

 鳥屋診療所は、昭和63年に鳥屋町から恵寿

総合病院に移管後、平成11年３月に現在の診

療所が新しく建設をされ、地域医療の充実に

貢献をしていただいております。今回のスタ

ートに当たり、ポスターを町内の保育園、保

健センターなどに掲示をするとともに広報な

どで周知をいたしております。 

 今後、中能登町といたしましても、鳥屋診

療所と連携をとりながら町の宝である子供の

健康管理につなげていきたいと思っておりま

す。 

 次に、子供医療費還付手続の利便性への取

り組みについての質問にお答えをいたしま

す。 

 中能登町には、医療保険適用の医療費につ
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いて義務教育終了までの自己負担を償還払い

とし実質無料化する乳幼児、児童及び生徒養

育医療費助成制度があります。石川県でも子

供の医療費を完全に無料化しているのは中能

登町を含めて６市町あります。残りの13市町

においては、自己負担額から１カ月１人当た

り500円から1,000円を控除した金額を助成し

ております。 

 中能登町の助成制度は、今笹川議員も言わ

れましたけれども、県内においても他市町に

誇れる子育てに優しいまちづくりに沿った制

度であると思っております。現在、申請者の

受付は鳥屋、鹿島、鹿西の３庁舎及び保健セ

ンターすくすくの４カ所で受け付けをしてお

り、年間約5,000件程度の申請があります。 

 笹川議員の質問にもありましたが、県内で

は個人負担の一部を受給者に求めている金沢

市、輪島市、能登町において市町の指定する

医療機関のみで自己負担分を自動還付する自

動償還制度を実施しております。この場合に

は国保連合会と医療機関等に、医療機関及び

調剤薬局当たり１カ月合わせて80円から130

円程度の事務手数料を支払いする必要が生じ

ます。 

 中能登町におきましては試算したところ、

自動還付制度を実施した場合、約300万円程

度の手数料が発生することが予想されます。

さらに医療機関等の事務負担もふえることか

ら、全ての医療機関や調剤薬局の協力を得て

こそ手続の簡素化が図られると考えておりま

すので、今すぐ実施することは少し難しいの

かなと、そんな考えを持っております。 

 いずれにいたしましても、中能登町におき

ましては、同一医療圏内である七尾市と連携

をとりながら、七尾市医師会、関係機関等の

協力をいただきまして、先進地の事例を参考

にしながら申請をしやすい環境づくりに努め

ていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ２番 笹川議員 

○２番（笹川広美議員） 難しいというお話

ですが、ぜひ今後の検討課題として、またし

っかりと町として対応していただきたいと願

っております。 

 それでは最後の質問、高齢者が住みなれた

地域で安心して暮らせるための認知症対策に

ついてお聞きいたします。 

 全国の65歳以上の高齢者は2011年時点で

3,079万人、そのうち認知症の人は462万人、

認知症になる可能性がある軽度認知障害の人

は400万人に及びます。認知症にかかる可能

性は年齢とともに高まるため、さらにふえる

ものと予想されています。患者がふえ施設が

不足し、在宅の患者はさらにふえることにな

ります。認知症になると記憶力や判断力が低

下し、社会生活に支障を来します。徘回や攻

撃的な行動でトラブルを起こす場合もありま

す。家族の精神的、身体的な負担は大変大き

なものがあります。今後、患者と家族が安心

して暮らせる環境整備は喫緊の課題です。 

 中能登町では平成24年度の要介護認定者が

1,116人です。介護保険制度がスタートした

平成12年度の２倍以上であります。介護が必

要になった原因は、認知症３割、脳血管疾患

２割で要介護者の半分を占めています。認知

症のほとんどはアルツハイマー型です。これ

は誰にでも起こり得る脳の病気です。薬で進

行をおくらせることができ、早く治療を開始

すれば健康な時間を長く過ごせます。病気が

理解できる時点で受診をし、少しずつ理解を

深めていけば生活上の障害を軽減できます。

その後のトラブルを減らすことも可能です。

そのためには早期発見、早期治療が何よりも

大切なのです。 

 教育民生常任委員会では、認知症対策の先

進地である鳥取県琴浦町に７月、視察研修に

行ってまいりました。琴浦町では、まず認知

症対策委員会を設置しております。専門医、

家族の会、民生委員、商工会、警察、教育委

員会、女性団体、そして高齢者クラブ等福祉
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関係機関を初め地域の各種団体の代表で構成

され、年２回、認知症対策を町の最重要課題

と考え、その方向性を決定する会です。行政

には見えていないどんな問題があるのか、認

知症でお困りのことはありませんかと率直に

話し合う場になっています。 

 そして琴浦町では、認知症の理解と早期発

見のための教室を各地域に出向き町の全域で

開催しています。この教室では必ず専門家に

よるミニ講演が行われます。専門家の話を直

接聞けることが住民の参加を促し、認知症に

対する理解を深めています。講演後は、タッ

チパネル式コンピュータを使って物忘れスク

リーニング検査を行います。検査時間は４分

程度で受診者の負担が少なく、信頼性が高い

脳の健康チェックが手軽にできます。講演で

理解を深めた直後ということでほとんどの方

が受診を希望されます。中能登でも毎年ラピ

アで開催される福祉のつどいで認知症チェッ

クコーナーを設け、このタッチパネルが活用

されているとのことです。受診者の拡大が期

待されます。 

 琴浦町では平成16年度から延べ約3,600人

が参加しています。この検査の結果、二次検

査の必要な人にはもう一度詳しい検査をさせ

てくださいとのチラシを渡し、タッチパネル

式ＴＤＡＳ検査の受診を促します。ＴＤＡＳ

検査終了後、専門医による検診を受け、軽度

認知障害が見られる人には認知症予防教室へ

の参加を促し、認知症の疑いがあると見られ

る人には専門医療機関への紹介状を交付しま

す。早期発見、早期治療のための明確な取り

組み体制が構築されています。 

 琴浦町の認知症対策では年間23人分、

2,361万円の費用削減効果が出ています。一

見健康に暮らしていると思われる人の中から

認知症の人を早期に発見する琴浦町方式は大

変有効なものです。本年、金沢市でも物忘れ

健康診査を特定健診とあわせて実施が始まり

ました。 

 また、琴浦町では徘回模擬訓練を通し、認

知症の人やその家族を温かく見守り支えるま

ちづくりをされています。この訓練によっ

て、１つは徘回している人への気づきの目を

養います。気づくためには認知症について正

しい理解が必要になります。２つには、気が

かりな高齢者へ勇気を持って声かけができる

ようにします。その際、どうされましたか、

どちらへ行かれますかなど優しく声をかける

ことが望ましい声かけであることを学びま

す。３つには、安心して徘回できる町を目指

して関係者が連携をし、正確、迅速な情報の

収集と伝達ができる地域のネットワーク力を

育みます。それが「あったか琴浦❤徘徊あん

しんネット」です。誰もが認知症について学

び理解を深めることは、患者やその家族の大

きな支えにつながります。 

 そこで中能登町における認知症対策につい

て、以下３点にわたりお聞きいたします。 

 １点目は、当町における認知症対策委員会

の設置についてご所見をお聞かせください。 

 ２点目は、今後の啓発と早期発見の取り組

みについてお聞かせください。 

 ３点目は、認知症の人やその家族に対する

支援対策の取り組みをお聞かせください。 

 以上３点について答弁を求めます。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 対策委員会の設置について

のご質問にお答えをいたします。 

 当町における要介護認定申請者の原因疾患

の第１位が認知症で27.6％、第２位が脳血管

疾患で22.0％となっており、その対策の必要

性は十分認識をしております。 

 現在、当町には対策委員会は設置されてお

りませんが、個別のケースに対して関係者が

集まり、対応策についてその都度協議を行っ

ております。しかしながら、今後もふえると

予想される認知症の方々が住みなれた地域で

安心して暮らせるよう、その基本的な方向性

を決定することは必要と考えております。 
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 また、平成27年度から始まる第６期介護保

険事業計画の中にもその対策について盛り込

む予定にしております。来年度は計画の策定

年度に当たり、計画策定委員会を立ち上げて

その内容を検討していただくこととなってお

ります。認知症対策に係る方向性については

その中で協議をしてもらいたいと考えており

ます。 

 次に、啓発と早期発見の取り組みについて

のご質問にお答えをいたします。 

 現在、町としては認知症の理解を深めるた

めに普及啓発を重点的に行っております。平

成22年度より毎年開催をしております地域支

え合いフォーラムでは認知症講演会を行って

おり、毎年約200名を超える町民の方が参加

をされ、認知症に対する理解を深めていただ

いております。今年度は、この10月26日にラ

ピア鹿島で開催することになっております。 

 また、通年で認知症サポーター養成講座を

開催をしております。この認知症サポーター

とは、認知症の正しい知識や理解を持ち、認

知症の人や家族を支援する人のことでありま

す。講座を受講することで誰でも認知症サポ

ーターになることができます。この認知症サ

ポーターを地域で多くふやしていくことで、

認知症になっても安心して暮らせる地域づく

りにつなげていこうという目的がございま

す。現在、町では510名の認知症サポーター

がおいでます。今後も講座の開催により一人

でも多くのサポーターをふやしていこうと考

えております。 

 早期発見の取り組みにつきましては、まず

認知症二段階方式テストによる個別相談を高

齢者サロン等で行い、認知症予防のための生

活アドバイスや必要に応じて医療機関への受

診を勧めております。同じく先ほど議員の説

明にもあったように、町福祉のつどいでは、

認知症相談コーナーを設け、物忘れ相談プロ

グラムを用いた早期発見テストを行い、その

結果に基づき助言、指導や受診勧奨等を行っ

ております。 

 認知症は早期発見と早期対応が重要であ

り、今後も関係機関等と連携をしながら取り

組んでいきたいと思っております。 

 最後に、支援対策についての質問にお答え

をいたします。 

 当町においてもこれまでもさまざまな方策

を講じてきており、来年度にはミニ特養と小

規模多機能型居宅介護施設を１施設ずつ整備

する予定にしております。しかし、施設入所

には限りがあるため、地域における見守りが

不可欠であります。 

 現在、認知症高齢者を取り巻く見守りの状

況は、公共的なものとしては医療制度、住民

健診、福祉対策、介護保険などの制度があり

ます。一方、非公共的なものとしては親族・

親戚、民生児童委員や区長さんなどで組織を

する地域福祉推進チーム、地域、事業者など

があります。 

 このように幾重にも見守りを行っておりま

すが、在宅の認知症高齢者を地域で支えてい

くためにはその範囲の拡大と各機関との連携

強化が必要となってきております。今後とも

認知症に関する普及啓蒙を図っていくととも

に、そのネットワーク化にさらに取り組んで

いきたいと考えておりますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ２番 笹川議員 

○２番（笹川広美議員） 政府は認知症高齢

者を社会全体で支える体制をつくるため、関

係11府省庁に情報を共有する連絡会議の設置

を発表いたしました。高齢化に伴い認知症の

疑いがある人の交通事故や悪徳商法の被害、

相続上のトラブルなど多岐にわたる問題が発

生しています。詐欺など犯罪に巻き込まれな

いよう振り込め詐欺対策、財産を保護する成

年後見人制度の推進、認知症の高齢者も利用

しやすい交通機関の整備を推進、そして免許

を手放しても外出しやすい環境を創出し交通
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事故の減少を目指します。患者やその家族が

安心して暮らせる環境をどのように構築する

のか、国を挙げた対策が急がれます。そし

て、住みなれた地域でどうしたら高齢者が安

心して暮らしていけるのか、中能登町でも対

策委員会などを通し、常に地域住民の声を聞

きながら模索をし、地域の実情に対応した中

能登方式の対策を構築していただきたいと思

います。 

 よろしくお願いいたします。 

 以上で私の一般質問を終わります。 

○議長（岩井礼二議員） ここで、昼食のた

め休憩とします。再開は１時30分とします。 

           午後０時03分 休憩 

           午後１時30分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 続いて、12番 坂井幸雄議員 

  〔12番（坂井幸雄議員）登壇〕 

○12番（坂井幸雄議員） ２点ばかり質問さ

せていただきます。 

 最初に学校関係でございますが、学校関係

と地域防災に関して、２点質問させていただ

きます。 

 最初に学校関係についてです。 

 中能登中学校が開校され、それに伴い通学

の範囲が広くなり、スクールバス、公共交通

を利用しておる人や徒歩、また自転車で通学

している人が往々にあります。通学の方法は

ご家族、本人、友達などと相談の上、自己判

断で登校をしております。町では、通学に対

してできるだけの歩道並びに道幅の整備を行

っております。 

 それで安全教育の指針から、自転車通学に

対して自転車保険などがあるのかどうか、ど

のようになっておるのか、お伺いいたしま

す。 

 最近、都会のことだと思うんですけれど

も、ここ10年で2.5％から15.6％事故が起き

ております。それにあわせて保険は大切かと

思うんですけれども、この点に関してお知ら

せ願いたいと思います。 

 ２点目ですが、学校教育の関係でありまし

て、先ほど南議員さんは原子力防災について

話されておりましたが、私は児童生徒につい

ての話でございます。 

 県教育委員会は学校安全指針の見直しとい

うことで、避難計画などは町と事前に策定し

て災害本部の指示に従うということでなって

おります。また、災害本部は県の指導で連携

してやっておると思われます。災害時には児

童生徒の手配した車両などがたくさんいるわ

けでございますが、その点、中能登町小学

校、中学校、どのような輸送方法をとられる

か、お伺いしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 池島教育長 

  〔池島憲雄教育長登壇〕 

○池島憲雄教育長 今ほど学校関係について

２つのご質問をいただきました。 

 まず１番目ですけれども、中学生の自転車

保険についてでありました。 

 中学生の自転車通学は町内の全地域で認め

ております。また、自転車保険につきまして

は一般の保険会社に各自の判断で加入するこ

とになっています。現在のところ、自転車通

学をしている生徒の96％の生徒が任意で団体

の自転車保険に入っている状況です。 

 今ほど言われましたけれども、近年、自転

車事故により高額な損害賠償を求められるケ

ースが少なくありません。ご家族のほうでも

よく相談されて安全な形で、できるものなら

保険に加入をしていただければなというよう

に思っています。 

 自転車はもちろん当然のことですけれども

道路交通法で定められました車両の一つであ

りまして、分類上は軽車両ということになっ

ております。乗る際は道路交通法のさまざま

な規則を守って走行しなければなりません。

児童生徒には、ルールやマナー、さらには自
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分の行動によって生じます法的な責任につき

ましてきちんと理解をさせて乗せなければな

りません。交通安全はみんなの願いでありま

す。学校においても家庭においても、交通安

全については事故の事例等も話ししながら折

に触れてしっかりと指導していくように教育

委員会としても働きかけていきたいなという

ように思っています。 

 なお、町内の小中学校に在学する児童生徒

の不慮の災害に備えまして、中能登町教育委

員会と独立行政法人日本スポーツ振興センタ

ーが災害共済給付契約を結んでおりまして、

学校の管理下において児童生徒が災害に遭っ

た場合には治療費や見舞金の給付を行ってい

ます。もちろん通常の経路及び方法による通

学中の災害も対象となっているところです。

全ての児童生徒が加入しておりまして、共済

掛金は保護者と町が２分の１ずつ負担をして

いるところです。 

 それから２番目の原発30キロ圏内における

公立学校の安全指針の見直しに関して、その

重点事項は一体何なのかというご質問であり

ました。 

 石川県のほうでは、平成14年３月に策定さ

れました石川の学校安全管理指針をもとにこ

れまで安全教育の推進に努めてまいりまし

た。その後、国、そして文部科学省の方針を

受けまして改訂作業が行われていましたけれ

ども、平成23年３月に発生した東日本大震災

では津波による甚大な被害が引き起こされる

ことによりまして改めて避難訓練等の重要性

について見直しがされ、平成23年８月に石川

の学校安全指針（暫定版）が作成されており

ます。そしてことしの８月、さらにこの指針

の改訂が行われたところです。 

 これは国の防災基本計画や県の地域防災計

画の見直しを踏まえ、また文部科学省から平

成24年３月に発刊された学校防災マニュアル

作成の手引き、また平成25年３月に発刊され

た学校防災のための参考資料「生きる力」を

育む防災教育の展開を参考にして見直しされ

たものです。 

 町の教育委員会では、９月４日の会議にお

いて学校の原子力災害への対応を中心に協議

を行いました。ことし３月に作成されました

町地域防災計画の原子力災害対策編では、生

徒たちの保護者への引き渡しに関するルール

を定めるとともに、災害時に適切に対応でき

るよう学校安全指針に基づき避難計画を策定

するよう明記されております。 

 また、今回の県の石川の学校安全指針でも

原子力災害時における児童生徒への引き渡し

に関するルールを定めることが明記されると

ともに、登校中、授業中、校外活動中、また

休日、夜間、場面に応じた原子力災害への対

応も明記されております。 

 非常に大きな問題ですし、私たちも参考資

料を見ておっても非常に分厚いものばかりで

ありまして、町の防災担当また学校関係者、

教育委員会が検討会を開きまして、そして原

子力災害時における児童生徒への引き渡しに

関するルールとか町との情報伝達の方法、避

難先、避難手段等について何遍も検討しなが

ら決めていかなければならんなというように

思っています。そういう検討会を持ちまし

て、それぞれの学校が持っております学校管

理運営計画に計画を記載していきたいなとい

うように思っているところです。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） 12番 坂井議員 

○12番（坂井幸雄議員） １点目の自転車通

学ではいろいろと保険がかかっているという

ことでありまして、できるだけ利用がないこ

とを大いに願います。 

 それと、先ほどの教育委員会の30キロ圏内

のあれは、大きなつづりをあけることのない

よう望んでおります。 

 以上です。 

 その次に、地域防災計画についてでござい

ます。 
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 この時期、先般のゲリラ豪雨やら竜巻やら

熱中症やらいろいろとたくさんのことが起こ

っております。私のみならず議員の皆様方も

そのことに関して憂慮されておるわけでござ

います。 

 それで一つだけ、最初の１番目は、ひとり

暮らしの高齢者や障害のある方の自然災害時

の要支援ということは先ほど笹川議員さんの

ご質問と同じでありますので、これは終わら

せていただきます。 

 次に、２番目の９月１日の防災の日の自衛

消防隊訓練大会においてでありますが、あっ

たのかどうかわかりませんが、このことに関

してお聞きしたいと思います。 

 ３点目ですが、自然災害に備えて防災士の

連絡を密にするための自主防災組織はどのよ

うになっているか。また、何名の防災士がい

るか、お聞かせ願いたいと思います。 

 ２番からよろしくお願いします。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

  〔杉本栄蔵町長登壇〕 

○杉本栄蔵町長 坂井議員の地域防災に関し

ての質問にお答えをいたします。 

 自衛消防隊訓練大会の出場隊についてのご

質問にお答えをいたします。 

 本大会は毎年９月１日に七尾消防訓練場で

開催をされておりますが、ことしについては

さきの大雨による被害が各地で発生したこと

や台風の影響が予想されたために中止となり

ました。 

 ここ数年間の参加出場隊につきましては、

男子隊においては肥田電器自衛消防隊、そし

て鹿寿苑自衛消防隊、そして中能登町役場自

衛消防隊が参加をいたしております。また、

女子隊では鳥屋女性防火クラブ、鹿西女性防

火クラブ、鹿寿苑自衛消防隊、そして中能登

町の役場自衛消防隊が参加をいたしておりま

す。 

 地域や職場の防火活動に生かせる訓練であ

りますので、企業の皆さんの積極的な参加を

望んでいるところでございます。 

 ことしはたまたまありませんでしたけれど

も、昨年度は男女とも中能登町が優勝をいた

しております。ことしも連覇を目指しておっ

たんですけれども、大変残念ながらなかった

ということで、ご理解をいただきたいと思い

ます。 

 次に、防災士事務連絡会の開催及び防災士

の人数についてのご質問にお答えをいたしま

す。 

 まず先に防災士の人数でありますが、現

在、町が育成をした方が24名、自主取得者が

９名であり、合わせて33名の方が地域の防災

士として活動をされております。 

 ご質問の事務連絡会の開催についてであり

ますが、防災士の役割は、地区の自主防災組

織と連携をとりながら災害時の初動対応等を

行っていただくことが大変重要な役割とされ

ております。きょう現在33名の方が防災士の

資格をお持ちですが、防災士個々の知識の向

上や情報共有が図れる場が必要であるとも考

えられます。 

 しかし町では、防災士育成計画の中で各地

区１名を目標として掲げていることからも、

目標が達成する時期に合わせて連絡協議会を

設置できればと考えていますので、よろしく

お願いをいたします。 

 当面は、防災士の知識と技術を高いレベル

で維持をしていただくためのフォローアップ

研修への参加などを県とともに促していくな

どの対応をさせていただきたいと考えており

ます。 

 今後とも防災士の皆さんのお力をおかりし

て地域の防災、減災に向けた取り組みを行っ

てまいりたい、そう思っておりますので、ご

協力のほどまたよろしくお願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 12番 坂井議員 

○12番（坂井幸雄議員） 先ほど自然災害の

訓練大会でございますが、もう少し企業の参

加を促してはどうかということでございま
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す。毎年見ていると同じメンバーの方々の大

会になるような感じしますので、メンバーが

入れかわったほうが災害に対する対応が多く

なるかと思うんですけれども、その点、福祉

関係とメンバーの入れかえなどを広く当たる

ためにはそうしてほしいと思うんですけれど

も。 

 その次に、先ほどの防災士の話ですけれど

も、ある総会で知事さんが現在は2012年のと

きには1,500の防災士さんがおいでてという

ことで、５年後の2017年では3,000人を目指

しているということでございました。先ほど

町長が言われた１集落に１名ということであ

りましたら、それでも結構ですけれども、で

きるだけ１人の防災士では連携がとれないの

で、せめて集落で２人の防災士さんを養成す

ればどうかということでありますが、この点

前向きな考えがあるのかどうか、お聞かせ願

いたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 自衛消防隊につきましても

各企業へ出場をお願いをしているところであ

りますし、これからもお願いをしていくつも

りでございますし、役場にいたしましてはメ

ンバーをかえて若い、そしてまた年寄り――

年寄りといってもそんなすごい年寄りではあ

りませんけれども、そんな方々ともかわりな

がら出場をいたしております。 

 また防災士につきましても、毎年４名、５

名ぐらいの方々が受験をされまして、町も半

分、予算もお願いをしているように受けてい

ただいております。 

 44名というのは１つの集落に１人ずつとい

うことでありますけれども、これに限ること

ではなしに、できるだけ多くのこれからも

方々に防災士に挑戦をしていただいて、地域

のために、また町の安心・安全のために頑張

っていただきたい、そんな思いでございま

す。 

○議長（岩井礼二議員） 12番 坂井議員 

○12番（坂井幸雄議員） これで終わりま

す。 

 ただ一つだけ、思いですけれども、最近は

季節が大変複雑になっております。それで、

役場の職員の新人研修で普通救命士の講習を

積極的に推し進めてはどうかということであ

ります。職員は公僕でありますので、ありと

あらゆることに対面することがありますの

で、そのことに関してひとつ考えていただき

たいと思います。よろしくお願いいたしま

す。答弁はいいです。 

 終わります。 

○議長（岩井礼二議員） 続きまして、１番 

 山本孝司議員 

  〔１番（山本孝司議員）登壇〕 

○１番（山本孝司議員） それでは、通告に

従いまして本日３点について質問させていた

だきます。 

 まず１点目ですけれども、防災協定につい

て。 

 昨年11月９日におきまして、当町、中能登

町鳥屋庁舎社会福祉センターにおきまして、

中能登町、三重県紀宝町、両町の執行部並び

に議会議員が立ち会う中で災害時相互応援協

定が締結されました。この協定は、いずれか

の町に非常災害が起きた場合に助け合うとい

うものだったと思います。物資や資機材の供

給、職員の派遣等も含まれた内容だったと思

うんですが、そんな中、紀宝町とはこれまで

にお互いの町を視察訪問したり互いの地域イ

ベントで特産品を販売したりするなどして相

互交流を続けて現在いるかというふうに思い

ます。私としては、このような交流はもっと

もっと盛んになっていけばいいのかなという

ふうに思っています。 

 そんな中、協定式では杉本町長は、近隣市

町の場合だと大規模災害時に共倒れになるか

ら日本海側と太平洋側に離れた両町の協定を

結ぶことは意義のあること、また少し遠い距

離だが互いに助け合える関係を築きたいなど



－63－ 

とも言っておられたと思います。 

 そこで、午前中の答弁の中にも、また皆さ

ん議員の質問の中にも話ありましたけれど

も、今、全国的に非常に過去にない自然災害

がただただ起こっています。ゲリラ豪雨、土

砂災害、竜巻等などあります中で。 

 そこで、そういった普通の交流はじゃんじ

ゃんしていると思うんですが、一番肝心の災

害時の協定を結んだ以降、今後、紀宝町とは

どういった訓練等、また何かそういったやる

ことを町長としては考えておられるのか。町

長はこういう災害というか、こういう訓練の

中でいつも言っておられます。災害はいつや

ってくるかわからないといったことで、今す

ぐ来るか、あした来るかわからない中で、連

携を密にして考えていかなければならないと

思うんですが、今後何かそういった訓練など

考えておられるのか、答弁願います。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

  〔杉本栄蔵町長登壇〕 

○杉本栄蔵町長 山本議員の防災協定につい

ての質問にお答えをいたします。 

 今お話もありましたように、昨年の11月に

町議会の立ち会いのもと、三重県紀宝町と災

害時相互応援協定を締結をしたことは、お互

いの町にとって災害に強いまちづくりとして

発展する大事な協定であったと思っておりま

す。 

 当町での被害想定は先ほどの南議員の質問

で答弁をしておりますが、紀宝町側では台風

の通過が多く、その影響による大雨、強風被

害が頻繁に発生をしており、また南海トラフ

地震が懸念され、津波被害の想定もされてお

ります。 

 協定後においては、具体的な計画として明

確には定めてはおりませんけれども、まずお

互いの行政面、そして地域性、そして地理的

なことを知っておくことが必要であるために

さまざまな方面で交流を進めており、情報交

換等を交えながら最終的には協定の目的であ

る災害時の応援体制が確実に実行できるよう

体制づくりを目指しております。その機会と

して、先月には紀宝町の消防団の団長さん、

また副団長さんが当町を訪れまして消防団と

の交流会を行ったところでもあり、またお互

いの応援に関する内容の取り決めもしており

ます。 

 この災害時の相互応援協定がよりよいもの

となり、お互いの地域住民の生命と財産を確

保することができ、微力ながら役立つような

協定にしたいと考えておりますので、ご理解

のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） １番 山本議員 

○１番（山本孝司議員） 大体ことしも、私

もいましたけれども町祭には向こう側の消防

団も来られていろいろな意見交換をされたと

いうふうにも聞いております。ただ、今の答

弁もありましたけれども、でも私たちは、先

ほどから何回も言っておりますように、いつ

起こるかわからない。あってからでは遅いこ

ともただただあるかと思います。私としては

町のことも大事ですけれども、協定を結んだ

以上は常に紀宝町の災害時のときの情報とい

うものは気にかけておらなければならないの

かなというふうにも感じております。 

 その中で、今説明の中にありました地域性

によっては災害時の内容が若干違うかなとい

うふうにも思いますけれども、そういった情

報といいますか、密に連絡、情報交換してい

なければ、ここにおける例えば大雨が降った

と。ここら辺ではここら辺の対応をしますけ

れども、あっち行ったら全く役に立たなんだ

というようなこともありますので、今後また

多分職員の派遣という面もあるかと思いま

す。 

 その中で私思っているのは、私もこの協定

を結ぶ前に、どんな町かわからんところとい

うようなことも発言したこともあります。そ

の中で職員派遣という形で、災害時に派遣さ

れるという可能性のある職員には現地へ行っ
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て視察、現地の職員と情報交換というのも現

場で話しすることも必要だと思うんですが、

今後そういった職員の現地訪問、視察などを

考えておられるのかどうか、そのところを答

弁願います。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 今、山本議員の言われるこ

とはもっともでありまして、その先には中能

登町の消防の方も行ってあの地域を見たり、

またお話も聞いたりしておりますし、今お話

もあったように今回は消防の団長さん、副団

長さんも来ていただいて実際的に中能登消防

署においていろんな専門家というか、そんな

立場からも意見交換もされたということでご

ざいます。また10月には紀宝町の町祭があり

まして招待もされておるわけでありますけれ

ども、ちょうど中能登町の敬老会と日が重な

りまして私は行けんわけでありますけれど

も、小山副町長を長といたしましていろんな

方々、そういう中で今の災害担当の職員も一

緒に行っていろんなお話もしてくればいい

な、そう思っておりますし、これからももっ

と具体的にいろんな事案を出しながら、それ

らについてもすぐ行動できるような、そんな

体制もつくってまいりたい、そう思っており

ます。 

○議長（岩井礼二議員） １番 山本議員 

○１番（山本孝司議員） 何事も現場を知る

ということは力強いことだと思いますので、

ぜひぜひ関係する担当者は現地視察を極力町

長も進めていただければなというふうに思い

ます。 

 先ほど話の中にもありましたけれども、南

海トラフ大地震ですか、今騒がれておりま

す。30年内にほぼ確率的には50％近くはある

という想像もつかない大地震だというふうに

も報道されております。その中でちらっと調

べたところ、紀宝町も津波が結構、パソコン

でネットで見る中では隣接する熊野市でした

か、そこでも津波高が20メートル近く来ると

いうような、私たちには考えられない数字だ

と思いますけれども、そういった面で私たち

がどこまでもし災害があったとき支援できる

のかというのも早急に連絡を密にとりながら

いくべきではないのかなというふうにも思っ

ております。 

 そこでもう一回確認なんですけれども、紀

宝町と例えば年に１回、合同で訓練みたいな

ことは現時点では考えておられるのか。例え

ば１年置きにあっちの現地へ行ったりこっち

来たりというようなことだとか、そういうよ

うな訓練等、町挙げての訓練というものは考

えているのか考えていないのか、答弁願いま

す。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 今のところ具体的にはお話

はしておりませんけれども、紀宝町の方々、

太平洋側の南海トラフというものにかなり神

経をとがらせておいでまして、紀宝町だけで

なしに周辺の市町の方々はぜひまた裏日本の

方々とのそういう災害協定を結びたいという

ようなお話をされている市長さんや町長さん

が多いことは現実であります。 

 中能登町といたしましても、縁あって紀宝

町と災害協定も結ぶことができましたし、大

変頼りにされておることも現実でありますの

で、今お話のあったように具体的な行動をこ

れから１年置きになるのか毎年になるのかは

別にいたしましてとっていきたい、そう思い

ます。 

○議長（岩井礼二議員） １番 山本議員 

○１番（山本孝司議員） ぜひぜひこれに関

しては、いつ起こるかわからない、安心・安

全といいますか、人命、財産ということにか

かわってきますので、ぜひ積極的に速やかに

していただきたいというふうに思います。 

 もう１点、中学校も４月に開校した中で、

たしか中学校も災害時の避難の関係の施設だ

と思います。また今後できる道の駅も災害時

の拠点というふうなことにもなっているかと
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思うんですけれども、ちなみにもし紀宝町に

大地震が起きまして、もし紀宝町の町民を中

能登町で何人か引き受けるというような形に

なった場合、中学校でなくてもいいんですけ

れども、うちの町で大体何人ほどの人たちが

引き受け可能というようなことの想定という

か、そういうものをしているのかいないの

か、そこのところをちょっと答弁願います。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 具体的には、１万2,000ほ

どの町でありますから、全員来られるのかど

うかそういうことはわかりませんけれども、

今ある学校、そういうようなところを全て開

放すれば今の紀宝町の方全員来ても対応はで

きると思います。今ちょうど津幡といろん

な、これは原子力でありますけれども、そう

いう中での津幡へ行く、そういう中で18施設

で大体この町の人口がそこで何とかなるとい

うような、そういうことから鑑みれば大体対

応はできるのでないかなと。 

 できるだけないように、南海トラフと言わ

れるそれらが起こらないようにお祈りをいた

しておりますけれども、万が一のときには全

力を挙げてせっかくの機会でありますから対

応していきたいと思っています。 

○議長（岩井礼二議員） １番 山本議員 

○１番（山本孝司議員） 今ほど力強いお言

葉をいただきました。ぜひ何遍も言いますよ

うにいつ起こるかわからないので、いろんな

面におきまして速やかな計画を立て実行して

いただきますようお願いして、この質問は終

わりたいと思います。 

 次に、中能登町への観光客の取り組みにつ

いてですが、平成26年度には北陸新幹線が金

沢まで開業する予定であります。そうなった

場合には関東方面のほうから石川県また金沢

を中心に観光客の皆さんが来られるかと思い

ます。石川県へ来た中でも能登半島のほう、

加賀のほう、いろいろと来られると思うんで

すが、現実無料になりましたのと里山海道、

皆さんも感じておられるかと思いますけれど

も、のと里山海道が無料になってから今まで

通っていた159号線の交通量というものが激

変に減ったと感じております。 

 我々中能登町におかれましても、今までも

観光面におきましては、それなりの歴史的文

化等がありますので何とかそれなりの観光客

の人が来られたかと思います。また、うちの

町におかれても産業としては観光面におきま

しては結構弱い面があるかと思いますが、今

後こういう無料化に伴って交通量が減る。減

るということは、町外からの皆さんの中能登

町に対しての来る機会が減ってきておるかな

というふうにも思っております。 

 その中で、町長は観光面においてどのよう

な考えを持っているのか。すてきな文化遺産

的なものが結構あるかと思います。ただ、午

前中でもいろんな観光面におきましてパンフ

レットやらいろいろ言っていましたけれど

も、それだけではなくもっともっと、特に町

長の立場としては全国へ行っていろいろ話す

中でＰＲ、トップセールスというものをやる

ことによって、もっともっとうちの中能登町

が皆さんにＰＲできて、もっともっと来ても

らって町自体も活性化になるのかなというふ

うにも考えております。 

 そこで町長の今後、中能登町に関しての観

光に関してのどういった方向、思いを持って

いるのか、答弁願います。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 観光客の取り組みについて

の質問にお答えをいたします。 

 中能登町は繊維産業と農業が町の基幹産業

として栄えてきた歴史や経緯があり、能登地

域の他の町のような観光産業というのは余り

今までは育っていない町でないのかな、そん

な思いをいたしております。 

 しかしながら、中能登町には石動山や雨の

宮古墳群、親王塚や寺社仏閣、宿場街道、曳

山など伝統行事を初めとする数々の文化財や
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歴史的資産がたくさんありますし、午前中話

も出ておりました日本最古のおにぎりの化石

もあります。また、チャノバタケといった出

たところもございます。 

 地域住民からは、これらを観光の観点から

捉えにくく、あって当たり前という今までは

感覚であったのかなと、こんな思いでありま

すけれども、磨けば光る観光の素材がたくさ

んございます。これらを有効に活用し、来年

４月の道の駅の開業を機に北陸新幹線の金沢

開業や能越自動車道の全線開通をも見据え、

また世界農業遺産の指定ということもあわせ

て、中能登町が観光客の方々に訪れてもらう

に値するという情報の発信と受け入れ体制の

整備が必要であると思っております。また、

多くの人に中能登町を訪れてもらうことによ

り地域住民の方々が潤い、その実感ができる

取り組みが必要とも考えております。 

 石動山や雨の宮古墳群などの歴史資産には

これまでは歴史に興味を持つ人しか訪れてい

ない状況ですけれども、日本最古のおにぎり

の化石が発見されたチャノバタケ遺跡など、

現地の環境を整備をし、また情報発信や紹介

の仕方に工夫を加えて、もっと多くの方々に

知ってもらうことにより観光客はふえ、さら

に、そのよさを実感してもらうことにより再

度の訪問や知人、友人、家族など口コミによ

る訪問につながるものと思っております。 

 また、観光と切り離せないお土産や食材や

食事については、これまで日常生活の観点で

しか捉えていなかった地元のお菓子やお酒や

隠れた特産品に光を当てていくことが必要で

あるとも思います。また、おにぎりの町とし

て実態が伴うような対応や新たな特産品も開

発をしていく必要があり、現在その取り組み

が行われているところでございます。 

 また、ふるさと便として、長年にわたり都

会にお住まいの町出身の方々にふるさとの味

を届けて都会とのきずなをつなげていくた

め、町内で生産、製造されたお菓子やお米、

うどん、みそ、つくだ煮などを注文販売をし

ておりますけれども、世代が変わりつつある

中で生産者、製造者、商工会、ＪＡ、行政が

連携をとり、新たな取り組みが必要であると

考えております。 

 道の駅の開業により、道の駅「織姫の里な

かのと」が全国の道の駅データに載り、また

カーナビや各種の地図や旅行誌、交通関係機

関誌などにも載ることになります。全国規模

での中能登町のことが一斉に知られるという

ことは初めてのことであり、これらを千載一

遇の有効な手段として活用していきたいと考

えています。 

 道の駅を訪れることにより町の観光情報を

初めとして各種情報が１カ所で得ることがで

き、そこから現地へとつなげていくことがで

きることになります。また、これまでお菓子

類やお酒は個々の店へ行かない限り買えませ

んでしたが、道の駅では中能登町の農産物や

特産品、お菓子やお酒をそろえるほか、能登

地域や紀宝町の特産も買うことができるこれ

までの中能登町になかった施設となります。 

 このように道の駅開業を契機として新たな

町の観光の取り組みを展開していきたいと思

います。どうかご理解をお願いをいたしま

す。 

○議長（岩井礼二議員） １番 山本議員 

○１番（山本孝司議員） 今町長がある程度

道の駅も含めていろんな面で説明されました

けれども、話の中にもありました今後特産品

の開発、また現在その取り組みも行っている

というような答弁もありました。もし取り組

み行っているのなら、現在どういうような取

り組みを行っておるのか、もしわかれば答弁

願いたいと思いますけれども。 

○議長（岩井礼二議員） 大森参事兼農林課

長 

  〔大森一義参事兼農林課長登壇〕 

○大森一義参事兼農林課長 それでは、山本

議員の再質問にお答えをしたいと思います。 
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 農林課サイドのほうではソフト関係という

ことでございますが、具体的な対策として今

までの流れ等について簡単にお話をさせてい

ただきたいと思います。 

 例えば栽培技術指導というふうな部分でい

いますと、現在、花見月地区で約40アールで

有機の肥料を使った、いわゆる有機米として

の指定にはちょっとまだならないわけです

が、そういったお米を栽培をして、先日一応

収穫をされたものでありますが、これは先ほ

ど町長もありましたが、おにぎりの町という

ことでいろんなおにぎりの対応として使えな

いか。また、後で申しますが、食生活改善推

進員の皆さん方もお弁当の開発をされておい

でます。そういったお弁当の中のお米として

こういったものの活用ができないかというふ

うなことも含めて進めております。 

 あと、中能登町ではジネンジョが7,000本

ぐらい栽培をされております。こういったも

のに関する栽培の指導、またこれからの販売

体制。当然道の駅にも出していただきたいと

思いますけれども、加工を含めまして今現在

検討しているところであります。 

 また、新たに新規就農される方がおいでま

すが、こういった方々の野菜の指導、こうい

ったことも指導員である田中さんを通しまし

て事細かに現在やっております。 

 また、生産者の拡大だとか育成という部分

につきましては、小さなグループなんかの野

菜の指導、栽培技術の指導、そういったこと

もやっておりますし、農産物の直売に関する

説明会、また農協にわかばの里がございます

が生産者部会の皆様方へのお願い、そういっ

たこともやっております。また、ＪＡの各支

店の関係におきましては直売生産者等の勉強

会等も実施をしております。 

 それから、今言われた加工品の開発でござ

いますが、これは23年から24年の２カ年につ

きまして、町が道の駅のために要請をした特

産の開発がございます。８品目ございます。

これは１団体から２つの業者、２名の方とい

うことで８つの品目というものが現在開発さ

れております。まず先に、先ほど言いました

食改の皆様方のお弁当グループ、そういった

方々に対する今後の供給の体制だとか、その

辺のことについて詰めてもらうための会合も

現実行っております。 

 あと、久江地区におきましてはオケラ餅だ

とかかっちり豆、昔そういったものをつくら

れたということなので、昔の再発見というよ

うなことで、これもひとつどういう方向に持

っていけばいいのか検討もしておるところで

あります。 

 それから、石動山におきましては行者ニン

ニクが栽培をされております。こういった行

者ニンニクにつきまして、それをうまく活用

して行者ギョウザだとか、またニラを使った

ニラまんじゅうだとか、発酵のお米を使った

おにぎり、そういったようなことも先日一部

でありましたが試食をやった経緯がございま

す。 

 こういったことで、議員さん方にも近々、

いろいろな形のものを試作しておりますの

で、また試食の機会を持ちたいなということ

は思っております。 

 あと、農協のほうではニンニク卵黄です

か、ホワイト六片のニンニクを活用しまして

ニンニク卵黄ということで、テレビ等ではよ

く報道はされておいでますが、そういったも

ののペースト状のもの、固形のもの、粉末、

そういったものを今後どういった活用として

対応していけばいいのかというようなことも

現在検討中であります。 

 それと、この道の駅につきましては国交省

の防災拠点の補助もいただいております。当

然、町としても防災の拠点というふうな位置

づけになっております。ただ農林課サイドに

してみれば、防災グッズの一環の中に乾燥し

たおにぎりだとか御飯だとか、それからカッ

ト野菜等の乾燥、スープ含めまして、そうい
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った防災グッズの中身に一部使えるような方

向性がないかも今現在農協さんと検討はして

おるところであります。 

 今後の計画でありますが、今ほど言いまし

たように開発していただいた８品目、また、

昨年度まで果樹の苗木ということで助成をし

ましたが、今までのところ昨年度末で352本

の補助で皆様方に栽培をしてもらっておりま

す。そういった方々。また今年度につきまし

ては花卉でありますが、今現在７件、８件の

方の実績がございますが、こういった方々。

また、雪に強い耐雪型のハウスを５名の方に

補助をしております。こういった方々に近々

ですが道の駅に対する供給の条件、また供給

計画というふうなものにつきまして順次説明

会等をやっていくことになっております。 

 現在のところ、かいつまんだ話ですが、こ

ういう状況で進んでおります。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） １番 山本議員 

○１番（山本孝司議員） 大森課長の話聞け

ば、知らないところで何やかんや開発なり方

向性が見えるのかなと。結構、中能登町にも

農産物に関して今後の見通しが出てきている

のかなというふうにも感じられますけれど

も。また農林課担当の８品あるそうで、その

中でも地元の皆様方が開発されたものという

ようなことだと思います。そういった中で、

地域のこういった人たちがＪＡの指定管理者

を中心に地元の方々が活気づくような、元気

になるような方向性というのも今後町として

応援していくべきだというふうにも考えてお

ります。 

 また、説明の中にもいろんなカーナビ、そ

れ以外にしてもそういう雑誌等の情報提供と

いうのもわかるんですけれども、何言うても

やっぱりヒットといいますか、にぎわうとい

うのは口コミが一番だと思います。そうなっ

てくると、道の駅できた場合には、オープン

した場合には中能登町の町民の皆さんが半分

以上の皆さんが利用されるような仕組みとい

うものを今後考えていって、地元の人が道の

駅いいよというようなことの口コミ、そうい

った口コミが少しずつじわじわといくのでは

ないのかなと。そうなってくると、そんな急

にぱっといってすぐ散るというような感じで

なくて、根強いそういった道の駅のいいとこ

ろが出てくるのかなというふうにも思ってい

ます。 

 また、きょう午前中で作間議員の話の中に

ありましたゆるキャラにおいてでも、こうや

って見てみますと私もテレビで結構見ますけ

れども、若干遊び心のあるような、余りかた

苦しいようなキャラクターやとちょっとあれ

なのかなと。そういった意味で今後は一番そ

ういったところで口コミといいますか、保育

園児、小学生、そういった中からの募集な

り、いろいろと子供たちにも愛されるという

ようなキャラクターというものも今後考えて

いかなければならないのかなというふうにも

思っているんですけれども、その中で町長も

午前中、いろいろ考えていくというような言

葉もありましたけれども、今言うああいった

保育園児、小学生のその中でいろんな募集と

かそういったところも考えていると思うんで

すけれども、そこのところをもう一回、地域

活性化でないですけれども、観光客誘致、そ

ういう意味でどういった方向といいますか、

そういった一面も含めて考えているのかどう

かというのを答弁願いたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 道の駅につきましては、い

かにして魅力のあるそういう品物が売れる

か、そして満足してもらえる、そんなような

ものが販売できるかということが一番大事で

あろうと、そう思います。また同時に、今言

われたようなゆるキャラであったり、遊び心

であったり広場であったり、そういう中での

ドッグランもできますし、それにまた向かい

の平和堂と地下道で通って、こちらへ来た方
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が平和堂の魅力のあるところへ行っていただ

いたり、平和堂へ来られた方も地下道で道の

駅も来ていただいたり、そういう中での子供

さん、小学生、中学生、全て含めてイベント

広場というものもできます。また、町のバス

も道の駅を発着点にして越路校下、御祖校

下、鹿西、鳥屋というようなことで、全てあ

そこで乗りかえして町民の方々に道の駅で一

服をしていただいて次のところへも行くとい

うような、いろんな仕掛けというか考えてお

るわけであります。 

 今の大変立派な、本当に立派な道の駅、作

間議員も言われたように12億3,600万かかり

ます。今の地域の中身、そういうところにい

たしましてもデパートの地下の雰囲気のよう

な、それぐらいの道の駅になるのではないか

なと。同時に、全国で1,004ある道の駅で防

災を売り物にして防災を取り入れた道の駅は

幾つしかないというような一番新しい道の駅

でもございます。 

 何はともあれ、全てにおいて魅力のある、

そして今口コミと言われましたけれども、あ

そこの品物はいいぞね、あそこへ行って犬も

連れてちょっこり遊ばして行ってこんかね

と、そう言われるような道の駅の魅力を出せ

るか出せないか、そんなことであろうと思っ

ておりますし、そういう意味で皆さんといろ

んなお話もさせていただいているところでご

ざいます。 

 冒頭、のと里山海道が無料化になったらこ

ちらへ来るのが少なくなったというようなお

話もありましたけれども、確かにそれはある

と思います。しかし、能登半島は行ってまた

戻ってこなければならないわけでありますか

ら、やはり魅力のある道の駅であったり販売

もあることによって、ほんならちょっと行く

ときは真っすぐ行ったけれども、こっちの道

から行かんかねと言われるような、そんな道

の駅を目指して頑張ってまいりたい、そう思

います。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） １番 山本議員 

○１番（山本孝司議員） 今ほどもいろいろ

説明されました。観光客、特に今、道の駅を

中心にとりあえず進むというようなことかな

というふうに私受けとめたんですけれども、

道の駅は道の駅として、今まで何回も言って

いますように中能登町では伝統的ないろんな

ものがあります。そういうところも今後、道

の駅、一番中心になるのかわかりませんけれ

ども、今まで昔からあるいいものはいいもの

としてもうちょっとピックアップされるよう

な情報、ＰＲ活動なりしていただければとい

うふうに思いますが。 

 また観光に関してですけれども、普通は見

る、食、宿泊、大体３つ４つありますけれど

も、今の説明聞いていますと見る、食関係は

施設にしてもある程度説明されたと思います

けれども、宿泊というか泊まるというがにな

ってきますと全く中能登町には、若干民宿あ

るかと思いますけれども、十二分に中能登町

を楽しんでいただいて１泊ぐらいは中能登町

にしたいなというような、今後そういう泊ま

る施設というものをどういうふうに考えてい

るのか、今現在。町長、答弁願います。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 道の駅の地域防災と同時に

地域の情報発信センターとして、そこへ来て

いただければ中能登町の全てがわかる。観光

であったり産業であったりいろんなものがそ

こから発信をできる。そういう地域情報セン

ター的なところもつくりますし、そこにそれ

に答えられるそんな職員も置いて、まず中能

登町のわからないところがあれば道の駅へ来

ていただければ全てわかるという、そういう

ことにしております。 

 また、泊まるところは確かにありません。

15分ほど行きますと七尾の駅前にビジネスホ

テルがありますし、和倉温泉もありますし、

なかなかここで宿泊施設をつくってもそっち
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のほうへ行ってしまわれるのでないかなと、

そう思います。しかし、少年自然の家がござ

います。あれも民間になって、前の県立から

大分いろんな酒も飲んでいいし、時間も少し

遅なってもいいしというようなことで、大人

の方であっても、また子供さんであっても、

あそこと連携をとりながら子供さんであれば

夏であればキャンプもできますし、冬であれ

ばスキーもできます。もっといろんなお話を

しながら、あそこが中能登町の宿泊の拠点に

ならんかなと。そんなことで１回も２回もお

話もしたり行ったりしております。 

 これから道の駅、そういったいろんな動き

の中から町の魅力を最大限引き出していきた

い、そんな思いでおります。 

○議長（岩井礼二議員） １番 山本議員 

○１番（山本孝司議員） 碁石ケ峰のほうに

今言ったようなものがあります。また、ちょ

っと私も勉強不足なんですけれども、御祖の

ほうにもみおやの里、泊まるにはいろんな条

件が多分あったかなというふうに思いますけ

れども、ああいう施設も町民初めたくさんの

人にも利用していただくというのも一つの考

えだと思いますので、こういった施設等も宿

泊、気軽にできるようなまた体制をとってい

ただければなというふうに思います。 

 今後、北陸新幹線、能越自動車道開通する

と、中能登町だけでなく隣接する市町も非常

に困っているかと思いますが、石川県へ県外

から来るお客さんが非常にふえてくるかと思

います。あっちのほうから来ていただける、

通ってもらうというような、見す見すこうい

うチャンスを見逃すというのはもったいない

というか、そう考えますので、少しでも中能

登町の魅力を町内外の皆さんに発信できます

ように、今言われたことを即実行して中能登

町活性化のためにまたいろいろと考えていた

だければなというふうに思います。 

 これで２点目に関しては質問終わります。 

 ３つ目ですけれども、中能登中学校通学路

について。 

 私も前回の定例会におきまして、この通学

路に関して質問しました。そのときの教育長

の回答によりますと、その後、アンケートを

とって実態を把握しながら通学路を整備する

というような答弁だと思います。その後、き

ょう現在どうなっているのか、答弁願いたい

と思います。 

○議長（岩井礼二議員） 池島教育長 

  〔池島憲雄教育長登壇〕 

○池島憲雄教育長 今ほど通学路の安全対策

に関するご質問にお答えをいたします。 

 現在、自転車通学生と徒歩通学生を合わせ

ますと８割近くになるわけですけれども、主

としてこの生徒たちの登下校の通学路が問題

になるかというように思います。 

 学校のほうでは、１学期の間は朝の登校

時、これは通学路を特に指定をしないで一番

安全で便利な通学路を生徒自身が判断をして

登校するようにしてきました。一方、下校

時、これは暗くなりますので防犯を最優先に

して、街灯が整備され人家のある道路を利用

するよう指導してきたところです。２学期に

はその結果を踏まえて、先生と保護者で通学

路の具体的な検討を行い、通学路を正式に決

定することになっています。 

 先日、９月９日に生徒たちの通学ルートの

実態調査が全校一斉に行われました。１学期

の状況も踏まえて危険箇所などを検討しなが

ら今度は正式に通学路が決まっていくものと

考えております。結果につきましては、９月

19日に開催されます町ＰＴＡ連合会と教育委

員会の懇談会、この席上で示されるというこ

とになっております。教育委員会では、通学

路に指定されたそれを受けまして、できる限

りの安全対策を講じていきたいなというよう

に思っているところです。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） １番 山本議員 

○１番（山本孝司議員） 今ほどの答弁によ
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りますと、２学期始まってからルートの実態

調査、また19日はＰＴＡとの懇談会というか

話し合いをするというふうに言われたかと思

います。こうやって実態を調べてＰＴＡの

方々と情報交換するのはいいんですけれど

も、前回も私言いましたけれども、やること

が若干遅いと思います。 

 通学路に関しては、子供の安心・安全を考

えると、私としては夏休み入るまでにそれな

りに把握し、９月、２学期から本当に安心し

て通学できるというような、そういった早い

行動に移してほしかったというふうに感じて

いるんですけれども。 

 今後、９月19日にＰＴＡの方と話し合いし

た以降、速やかに、午前中にも出ていました

けれども、冬の時期になればまたいろんな問

題が出てきます。自転車だけでなくバス、自

動車、いろんな面があります。今後もっとも

っとスピーディにそういったことを安全に対

して進めていかなければならないと思うんで

すが、そういった面で教育長、子供の安全・

安心についてどのように考えているのか。19

日、ＰＴＡの皆さんと話し合った以降、スム

ーズにいくのかいかないのか。話ししてみな

わからんというようなこともあるかとも思い

ますけれども、教育長の意気込みというもの

を聞かせていただきたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） 池島教育長 

○池島憲雄教育長 生徒たちの１学期の状況

について、克明にその状況を学校のほうで調

査をしました。それを今度、ＰＴＡの役員の

人たちで検討して、２学期からはこのルート

で決めていこうという完成品を今度の懇談会

に持ってきていただけるというように聞いて

おります。そのときにぜひここをこうしてほ

しい、ここが暗い、ここがこうやというよう

な要望もまとめて提出をしていただくように

なっておりますので、最大限これには応えて

いくように頑張っていきたいなというふうに

思います。 

○議長（岩井礼二議員） １番 山本議員 

○１番（山本孝司議員） ぜひ速やかに。今

現在、統合してから七尾と境目のほうから自

転車で乗ってくる子、鹿島地区にしろ鳥屋に

しろ、また鹿西地区にしろ、羽咋と境目のほ

うから自転車で来る生徒もおります。今後、

一人二人のためのなかなか通学路の整備とい

うのも難しいかもしれませんけれども、でも

そういったきめ細やかな対策もしていただけ

れば、今後保護者としても安心して子供たち

をお家から出されるのかなというふうに思い

ますので、今後そういったことも検討しなが

らきめ細かな施策をとっていただければとい

うふうに思います。 

 これで質問を終わりたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） ここで、２時50分

まで休憩をいたします。 

           午後２時38分 休憩 

           午後２時50分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 続いて、７番 甲部議員 

  〔７番（甲部昭夫議員）登壇〕 

○７番（甲部昭夫議員） 今回の議会で２つ

質問をいたします。 

 まず、簡潔にお話をしたいと思います。余

り緊張せんとひとつ聞いてもろうて、よろし

くお願いします。 

 まず、文崎墓地の未販売区画の対応につい

てということで質問いたします。 

 私が昨年12月の議会定例会において質問い

たしました文崎墓地の未販売区画の申し込み

ができるようにしてほしいというような質問

の中で、町長が答弁されておりました。それ

にはできるだけ早く対応したいというような

お話でございましたけれども、その後、広報

等に載せていただき、早速その手続等に入っ

ておるわけですが、まず申し込みの状況につ

いてひとつお聞きします。 

 また、抽せんの経緯、結果についてお聞き
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をしたいと思います。 

 また、今後の普及の見込みについて、これ

からどういうふうになっていくのかなという

ようなことも町長にお聞きをしたいと思いま

す。 

 また、将来について文崎墓地をどのように

考えておいでるか。この事業の拡大というも

のがあるのかないのか。その辺も一緒に答弁

をしていただきたいなと、そういうふうに思

いますので、まずその辺からよろしくお願い

をいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

  〔杉本栄蔵町長登壇〕 

○杉本栄蔵町長 甲部議員の文崎墓地公園に

ついての質問にお答えをいたします。 

 最初に、文崎墓地公園の未販売区画33区画

の申し込み状況についてでありますが、８月

20日に申し込みを締め切ったところ、42名の

皆様から申し込みがありました。このことを

受けて、さきの議会の皆様方に報告をさせて

いただいたとおり、早期に14区画の追加造成

を行い、申し込みのありました皆様方に販売

することにいたしました。 

 次に、今後の普及の見込みと将来について

の事業拡大は考えられないかとの質問であり

ますが、現在、中能登町には文崎墓地公園以

外にも墓地公苑とりやと墓地公苑にのみやが

あります。この２地区の墓地公苑には販売で

きる区画がまだ残っておりますので、当面は

墓地公苑とりや、墓地公苑にのみやにおいて

要望を受け付けていきたいと考えておりま

す。 

 しかし、地域的なこともございますので、

これからの推移を見ながらまた文崎墓地公園

につきましても考えてまいりたいと、そう思

っております。 

○議長（岩井礼二議員） ７番 甲部議員 

○７番（甲部昭夫議員） 私は今まで何度か

こういう墓、いわゆる墓地について質問をい

たしてきております。町民の中には、あの甲

部議員は墓しか言わんがかいというような印

象もあるということも聞いておりますが、誰

かが言わんとなかなかこういうものも解決し

ていかんなというふうに思っており、私自身

は言うわいというようなことで納得をしてお

ります。 

 しかし、今回の文崎においては非常に町の

対応というか、そうしたものがほかに例の見

たことのないほど早く対応していただいて、

質問した私としては喜んでおります。中に

は、甲部さん、あの墓いつ売るがいねという

ようなお話も聞いて、いつするがいねという

ようなこともまた私のほうから町のほうへ聞

いたというそういう経緯もありまして、その

後33区画プラスアルファを駐車場を利用して

拡大して販売するというような話も聞きまし

たので、非常に対応がよかったなと。そうい

う意味では感謝というか、皆さんも喜んでお

いでるんじゃないかなと、そういうふうに思

います。 

 増設されました駐車場の件は、いつ入札を

してどなたが工事をされるのか、まだその辺

までは聞いておりませんけれども、いずれに

しても墓地というのは、文崎は環境もよく、

また立地条件も非常にいいということで今後

ますますふえてくるんじゃないかなと、そう

いうふうに考えておりますが、先ほどの答弁

ですとこれからまた考えてということでした

が、町長、またあれを拡大してやるようなそ

ういう気持ちというのは、その辺を聞いてお

いでる人もおいでるので、もう一遍ご返答を

お願いいたします。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 先ほどもお答えしたとお

り、にのみやととりや、この２つにつきまし

ては、もしよければそちらのほうへ行ってい

ただければと、そう思っております。地域的

なこともありますので、また推移を見ながら

文崎についてはこれからの問題として考えて

まいりたいと、そう思っております。 
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○議長（岩井礼二議員） ７番 甲部議員 

○７番（甲部昭夫議員） 私は文崎ばっかり

申し上げておりますけれども、今も町長の答

弁のとおりこの町にはにのみやというか鹿島

地区、また鳥屋地区にもあるわけなので、そ

れぞれやはり利便性もあるわけですけれど

も、今後それもまた対象にして考えて環境の

いい墓地をつくっていただきたいなと、そう

いうふうに思います。 

 この件に関しては既に竣工しておりますの

で、これ以上言うことがない、してある、し

てあげるというようなことになっております

ので、これ以上言う質問もございませんの

で、ここでやめたいと思います。 

 次に、太陽光発電事業についてお聞きをし

たいと思います。 

 平成23年３月に発生をしました福島原子力

発電所の事故により、今でもその話題が尽き

ることはございません。そのような中、現在

日本のエネルギーは水力、火力発電を主とし

たエネルギーが主力となっております。ま

た、日本の発電の27％に相当する原子力発電

所施設も東日本大震災に全面停止をしている

のが現状であります。 

 そこで、注目をされている自然を利用する

太陽や風力発電のエネルギーなどクローズア

ップされ、各地で見ることがありますが、そ

の効用についてはいろんな関心のあるところ

であります。 

 まず、中能登町には住宅用太陽光発電補助

制度があります。その制度を活用し、地球に

優しい環境づくりに取り組んでいる方もいる

ことを聞いておりますが、そこで３点につい

て質問をしたいと思います。 

 まず、この制度を利用している現在の設置

状況はどうなっているか、答弁ください。 

 続いて、太陽光発電設備にはこの北陸の日

照時間が比較的少ない地域においては多少ハ

ンディがあるのではないかと思いますが、こ

のような条件下でも町で補助をしているとい

うことは、町はまだまだ将来普及していくも

のと見込んでいるのではないでしょうか。 

 ３番目には、中能登町にもこのような事業

を展開をしたいと。たまたまきょうも新聞に

載っておりましたけれども、富山県の射水

市、あそこにも大型太陽光発電の地所を提供

してやると。また能登町のほうにもそういう

のが稼働したというようなことも新聞に出て

おりましたけれども、中能登町にもそういう

ことをしたいという業者の相談というか、そ

うしたものが今まで過去になかったのか、現

在そういうものがないのかどうか、その辺も

あわせて町長に答弁を求めたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

○杉本栄蔵町長 太陽光パネルの現在の設置

状況についての質問にお答えをいたします。 

 現在、中能登町内におきましては、町のク

リーンエネルギー等推進事業の補助を受けて

設置をされた住宅用太陽光パネルは８月末現

在で84件あります。全体の発電能力は最大出

力で307キロワットであります。 

 甲部議員がご指摘のとおり、北陸地方では

冬期間の降雪が多く、日照時間も太平洋側と

比較すると少ないのが現実でありますが、太

陽光パネルは導入されている家庭での実績を

お聞きをしますと、冬期間においても一定の

発電効果があるため、クリーンエネルギーの

推進と地球温暖化の防止に一定の役割を果た

していると考えております。 

 次に、太陽光発電事業に関して業者からの

相談はないかというご質問であります。 

 当町では、昨年の11月に金沢の民間事業者

から花見月地内で太陽光発電事業を進めたい

という相談を受けております。ことし３月に

はこの事業者が経済産業省への申請を済ま

せ、現在は地権者と土地の契約に向けた調整

を行っている状況と伺っております。発電量

としては１メガワット規模を予定をしてお

り、早ければ年内に着工し、来年度中の稼働

を目指していると伺っております。 
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 なお、金丸地内ではことし６月より金沢市

の業者が120キロワットの設備を稼働し、さ

らに徳前地内でもことし６月より七尾市内の

事業者が100キロワットの発電を始めており

ます。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ７番 甲部議員 

○７番（甲部昭夫議員） うちの議員の手帳

等を見てお話をするわけですけれども、住宅

用太陽光発電補助制度において１キロワット

当たり４万5,000円で上限が18万円となって

いるということを書いてあるんですが、この

４万5,000円とか18万円、４万5,000円が４で

すから18万円になるわけですが、この基準と

いうのはどういうところから出てきてこうい

う制度があるのか、もしわかればこの点を教

えていただきたいというのと、ことしの予算

もたしか20件余り計上されていると思いま

す。自分の家庭で節電をしながら経費を削減

し、またそれと同時に売電もできるというこ

とも聞きますが、実績等はどんなような結果

が出ているのか、これもわかれば答弁を願い

たい。町はそういうふうな把握をしておいで

るのかどうかということと、また町の公共施

設にも太陽パネルの設置がされております。

公民館の跡にもやられておるのもわかります

し幾つかあると思います。また、今後の設置

の計画があるようですが、道の駅にもやると

いうようなこともお聞きをしておりますし、

対策に積極的に協力をしておいでることが見

受けられますけれども、中能登町の施設でこ

のような太陽光発電を設置している、あるい

は設置予定の施設はどれほどあるか、詳しく

お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） 堀内企画課長 

  〔堀内浩一企画課長登壇〕 

○堀内浩一企画課長 甲部議員の再質問にお

答えいたします。 

 まず、補助を受けて住宅用の太陽光パネル

を設置した家庭の状況ですが、それぞれの家

庭で節電をしながら経費節減を行って、同時

に売電もしているという状況であります。 

 ただ現状では、全ての家庭の実績をまだ把

握してない状況でございます。そういうこと

で、補助事業の効果は上がっているというふ

うに理解はしておりますが、具体的な数値的

なものは把握してない状況でございますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それから、再質問の２点目でございますが

中能登町の公共施設での太陽光発電の設置状

況と今後の計画でございます。 

 中能登町の公共施設での太陽光発電の状況

につきましては、健康ハウス憩に3.5キロワ

ットの施設を設置しております。中能登中学

校に10キロワットの施設を設置しておりま

す。これは太陽光パネルのみのもので、施設

にその発電した電力を使うというような施設

構造になっておりまして、売電は行っており

ません。 

 このほかに小規模な風力発電と太陽光発電

を組み合わせましたハイブリッド式と言われ

る外灯がございます。これについては中学校

の敷地内、鹿西小学校の敷地、金丸駅、それ

から何カ所かの集会所等に設置をされており

ます。これは蓄電設備を持っていまして、蓄

えた電気を何時間か夜間に使う、そういう設

備でございます。 

 今後の計画といたしましては、道の駅「織

姫の里なかのと」に18.75キロワットの太陽

光発電を設置します。また、あわせて駐車場

に２基のハイブリッド型の外灯を設置する予

定でございます。また、この後、建設予定の

鹿島地区統合小学校にも太陽光発電設備が設

置される予定でございます。 

 以上のとおりでございます。 

○議長（岩井礼二議員） ７番 甲部議員 

○７番（甲部昭夫議員） １つ答弁漏れてお

るんじゃないですか。言われたかね。太陽光

の４万5,000円という、上限が18万という基

準はどういうことになっておるかということ
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も聞いておったと思うんですが。 

○議長（岩井礼二議員） 長元保健環境課長 

  〔長元健次保健環境課長登壇〕 

○長元健次保健環境課長 失礼いたしまし

た。先ほどの町の補助の基準についてのご質

問でございます。１キロワット当たり４万

5,000円で最高で18万円というようなことの

単価の根拠についてのお伺いでございまし

た。 

 この事業につきましては平成18年度から実

施しております。県内ではほかに７つの自治

体が既に行っておりました。 

 この４キロワットですけれども、一般の家

庭の太陽光発電の規模につきましては、これ

が通常の家庭に必要な発電量を発電すること

ができる、そういった規模のものでございま

して、平均的にこういった数量になるかと思

います。 

 先ほど町長の答弁にもございましたが、我

が町のパネルの設置状況は８月末現在で84件

あるということでご説明申し上げたところで

ございます。能力につきましては合計で307

キロワットでございます。これを単純に割り

返しますと3.65キロワットということになり

ますので、それはそれで出力的にはほぼ来て

いるんじゃないかなと私は思います。 

 それと上限の18万円につきましては、これ

につきましては近隣の市町村の当時の補助単

価を参考にして算出したものでございますの

で、ご理解のほどお願いいたしたいと思いま

す。 

 それともう１点、甲部議員のほうからご質

問がございましたけれども、経費の削減を

し、それと同時に売電もできるということ

で、そのことを町は実績をどのようにつかん

でいるかというような、把握をしているかと

いうようなご質問もございました。 

 これにつきましては、全ての家庭の実績を

把握は今のところ集計し切れてはおりませ

ん。実質は先ほどの説明にもございましたと

おり補助事業の効果は適切に上がっていると

理解はしております。 

 それで私の手持ちの資料で恐縮なんです

が、少しだけわかる分だけご説明申し上げた

いと思います。 

 まず、町への実績報告の内容につきまして

は、各家庭のソーラーの総発電量を求めてお

りません。そのかわりに導入前の電気の使用

料金と導入後の電気の使用料金を目で見てわ

かるようになっております。 

 そのほかに先ほどおっしゃっていました売

電量についてでございますが、実績として捉

えられる平成23年度分の設置したご家庭につ

いて申し上げますと、１戸当たり年平均で

3.27キロワット・アワーを売電しているとい

う結果でございます。 

 以上、ご理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（岩井礼二議員） ７番 甲部議員 

○７番（甲部昭夫議員） そしたら今の答弁

いただきましたけれども、補助金を出してお

るということは報告等も本来であれば義務づ

けられておるような感じもしますけれども、

そうした報告というものはしなくてもいいと

いうようなことで考えればいいわけですね。 

 もう一遍その点と、もう一つ、3.5キロと

かと町の施設にあったが、普通の家庭でいう

と3.5キロというと、標準がいっぱいあるわ

けですけれども、電気料、例えば１万円ほど

使うというような家ですと、その3.5キロの

ものを使うとどれくらいのプラスになるか。

3,500円分になるとか5,000円になるとか、そ

の辺は何かわかりませんか。わしら何キロと

いうても、普通の家庭でどれだけ得しておる

のかなというようなことがちょっとわからん

もので、わかれば教えていただきたいと思い

ます。 

○議長（岩井礼二議員） 長元保健環境課長 

○長元健次保健環境課長 先ほどのご質問で

ございますが、実績報告を町のほうに提出す
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ることにはなっております。ですが、再三に

わたり催促させていただいてはおるんですが

まだ未提出の方が確かにございましたので、

確実に実績等は把握していないと申し上げた

のはこういった理由がございます。 

 その後に質問なさったことにつきまして

は、私もその辺まで、ちょっと勉強不足なの

ではっきりご説明することはできませんの

で、その辺はご理解のほどよろしくお願いい

たします。 

○議長（岩井礼二議員） ７番 甲部議員 

○７番（甲部昭夫議員） わかりました。 

 当町にはいろんなナンバーワンを求めるも

のがいっぱいあるはずで、また求めておるの

もあるわけですけれども、もし何でしたらこ

れもナンバーワンを目指して一生懸命にまた

協力して、業者とも協力したり、こっちでも

つけれるものはつけたりしてナンバーワンを

目指していただきたいと、そういうふうに思

っております。 

 以上で質問を終わらせていただきます。 

○議長（岩井礼二議員） 続きまして、４番 

 諏訪議員 

  〔４番（諏訪良一議員）登壇〕 

○４番（諏訪良一議員） ２件について質問

をしたいと思います。 

 最初に、小中学生の自転車安全運転につい

てです。 

 特にこの質問を取り上げた理由として、一

つには、自転車の運転に関し指導が不十分だ

ったとして小学校５年生の母親に約9,520万

円の支払いを命じた。これは神戸地裁が下し

た判決事例です。もう一つは、近年、自転車

が加害者側となる事故発生が続いているこ

と。この２点であります。 

 先ほどの質問で教育長は道交法についての

説明を少しされましたが、要するに教育長の

みが理解しているのではなく、小中学生全体

が理解し、しかも行動に移しているのかどう

か、これが問われるのであります。 

 町内の小中学生の大半が通学やその他でふ

だん身近な交通手段として利便性のある自転

車を利用しているものと推察しますが、自転

車が第一当事者──つまり加害者です──と

なる交通事故が絶えないということから、県

警では自転車も扱い次第では凶器となる、こ

のため運転する際は安全ルールとマナーを守

って事故防止につなげてほしいと呼びかけて

おります。 

 そのようなことから、自転車の使用実態に

ついて、自転車安全運転に関する指導につい

て、自転車保険の加入状況、先ほど中学生の

加入状況については申しておられましたが、

小学生はどうであるかということについて伺

います。 

○議長（岩井礼二議員） 池島教育長 

  〔池島憲雄教育長登壇〕 

○池島憲雄教育長 今ほど３点のご質問をい

ただきました。 

 まず１番目、小中学生の自転車使用の実態

についてということでありました。 

 小学校のほうでは、自転車通学は町内の小

学校全てにおいて認めておりません。各家庭

において保護者の責任のもとで自転車に乗っ

ているということになります。ただ、一部の

小学校では高学年の児童のみ、夏休みの学校

のプール、またサマースクールで登校すると

きだけ、保護者の同意とヘルメットの着用を

条件に自転車を許可している小学校も一部あ

ります。 

 一方、中学校のほうでは、およそ400人の

生徒がヘルメットと安全たすきを着用して学

校まで自転車通学をしております。そのほか

にバス停まで自転車で来るよ、駅まで来るよ

と乗っている生徒、あるいは土曜日、日曜日

の部活のときには自転車で行くという生徒も

合わせますと、ほぼ中学生の全員が自転車を

何らかの形で利用しているんじゃないかなと

いうように思います。 

 ２つ目、自転車の安全運転に関する指導に
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ついてでありました。 

 小学校は、町内全ての学校でどの学校も年

度始め、あるいは年に数回、駐在所の方、七

尾警察署の方の協力をいただいて自転車を含

めて交通安全教室を開催しております。交通

のルール、ヘルメット、反射たすきの着用等

について指導をしているのが実態です。た

だ、自転車の点検整備あるいはヘルメットの

件につきましては、年間を通して保護者の方

にお願いをして、小学校は登校には使いませ

んのでお願いをしているというのが実態で

す。 

 また、中学校のほうは、中能登中学校自転

車通学規程をしっかりとまとめまして全校生

徒に配付をし、折に触れて周知徹底をしてき

ているところです。ことしの５月には七尾警

察署の交通安全課の皆さんの協力によって交

通安全教室を実施して、交通マナー、それか

ら事故に伴う賠償責任のことについて指導を

受けております。 

 最後、３番目、自転車保険の加入状況につ

いてですけれども、小学校のほうは学校とか

ＰＴＡのほうから自転車保険についてのあっ

せんは行っておりません。したがいまして、

どれだけの保護者がどのような内容の自転車

保険に加入しているか加入していないかにつ

いては学校のほうは把握をしていないという

のが実態です。 

 一方、中学校のほうは、何度かお答えしま

したけれども381人、96％の生徒が任意で団

体の自転車保険に加入をしているということ

であります。 

 この後も大変こういう時代になってきてお

りますので、ルールとかマナーをしっかりと

守って事故防止、安全運転に十分気をつける

ように、これは学校やとかこれは家庭やとか

ということでなくて、双方において折に触れ

て指導をしていくようにまたお願いをしてい

きたいなというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ４番 諏訪議員 

○４番（諏訪良一議員） 最初に申し上げま

したように、特に小学校の子供さんの指導の

徹底ということになってくると、やはり保護

者の方も同時に理解をしていただかなければ

ならないわけです。わけても保険の問題が出

てくると、これは生徒だけの問題ではないわ

けです。そういうことで、あえて最初に神戸

地裁の事例を申し上げた。大変重要な問題で

はないかと思います。ですから、これからは

道交法の関係のみ、あるいは子供さんだけを

対象にした講習会ではなくして、やはり保護

者、子供さん一体となった取り組みをこれか

ら進めていかなければならないのではないか

と、こんなように思います。 

 それともう１点は、自転車の使用について

は一部の学校という表現があったわけです

が、となってくると教育委員会は何を指導し

ているのか、こういうことをお聞きしたいわ

けです。やはりここは町内一本になった指導

が重要ではなかろうかと、このように思いま

すが、この点どのようにお考えでしょうか、

伺います。 

○議長（岩井礼二議員） 池島教育長 

○池島憲雄教育長 今ほど、特に小学校の場

合は児童への安全教室プラス保護者にもぜひ

というお話がありました。当然だなというよ

うに思います。越路小学校のほうでは、子供

会といいますか、地区ごとの子供会のほうで

安全教室を開いて、かなりのところで開いて

いるというようなことも聞いております。 

 こういう時代になりましたので、学校のほ

うでも保護者も児童も含めてそういう安全教

室に参加できるような、そういう工夫といい

ますか取り組みを進めていきたい、話をして

お願いをしていきたいというように思ってい

ます。 

 小学校のほうでは、年に数回は学校の児童

全体で、ＰＴＡの主催になるのか学校の主催

になるのかわからんわけですけれどもやって
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います。これからは保護者の皆さんにも参加

していただけるような、そういう取り組みに

していきたいなというふうに思っています。 

○議長（岩井礼二議員） ４番 諏訪議員 

○４番（諏訪良一議員） 事故の内容によっ

ては小学校の子供さんの関係についてはやは

り保護者が問われてくるわけです。これまで

に問題になるような案件が発生しておらな

い、大変結構なことなんですが、やはり発生

する前の指導が重要と思われます。そういう

ことから今後特にこの点を徹底していただき

たいと、このように思うわけです。 

 ただ単に講習会をやったからいいというも

んじゃなくて、実際に小学生あるいは中学生

の自転車の乗り方、注意して見ていただきた

いと思いますが、並進というのは並んで乗る

ことですが、これがやはり運転者の側からす

ると大変目につくところであるわけです。 

 そういうことから教育関係者の方も講習会

を開催したからこれで万全やというのではな

くして、どんな乗り方を日ごろしているか、

この点をやはり十分確認、承知されて指導に

当たっていただきたいと思います。 

 次に、町内の有害鳥獣の侵入防止について

であります。 

 温暖化による雪不足や狩猟人口の減少、加

えて最近は特に目立つんですが、元来里山と

呼ばれていた棚田や段々畑などが担い手の不

足や高齢化に伴い耕作放棄地が原野化したこ

とにより、住宅地との境界がなくなったこと

が有害鳥獣の生息域が拡大しつつあることに

大きく起因しているものと推察します。 

 有害鳥獣として町内にこれまでに確認され

ているものとしては、イノシシ、鹿、熊、ム

ジナ、それにカラス等が挙げられるわけです

が、今回はとりわけ被害を大きくするイノシ

シについて伺いたいと思います。 

 石動山系の七尾市の山間部に近年、水稲の

被害が急増していると聞いていたんですが、

それもつかの間、いつの間にやら町内におい

ても水稲の被害が数カ所発生しているようで

す。私の家から直線で百数十メートルのとこ

ろにも水田の水稲が被害を受けております

が、これを見て自分自身もびっくりしている

わけです。 

 県の所管課によると、イノシシの被害が加

賀地区では減少傾向が見られる。反面、能登

地区では拡大傾向にあるのではないかと見て

おられます。その要因として、もともとイノ

シシの出没が少なかった能登地域では電気

柵、これが大変イノシシに敏感に反応するそ

うですが、これらの整備が進んでいなかった

ことが一因となっているようです。 

 これらのことを考えますと、今回の質問も

通告時の提出時点では有害鳥獣の侵入防止と

いう言葉が当てはまったのですが、今日に至

っては山際の水田でのイノシシによる水稲の

被害が急増しているということから、イノシ

シの生育域の拡大防止へと様相が一転したよ

うに自分自身思っているわけです。 

 これらのことを踏まえまして、有害鳥獣の

生育域の実態、それから今後町としてイノシ

シ対策をどのようにするか、このことについ

て伺いたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） 杉本町長 

  〔杉本栄蔵町長登壇〕 

○杉本栄蔵町長 諏訪議員の有害鳥獣の生息

実態についての質問にお答えをいたします。 

 有害鳥獣はカラス、イノシシなどの農作物

に被害を与える鳥獣でありますが、いずれも

野生動物であり、県内及び町内における具体

的な生息数を推定することは困難であるのが

現状であります。 

 今年度、町で駆除を実施している有害鳥獣

はカラスであります。近年の駆除数から考慮

しますと、生息数は横ばいで推移をしている

ものと考えております。 

 イノシシ被害に伴う捕獲頭数は、能登地区

で平成23年度90頭に対し平成24年度は145頭

となり増加傾向にあります。近年では加賀地
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区の被害が減少しているのに対し、能登地区

への被害が拡大していることから生息域が北

上しているものと考えられます。 

 なお、当町のイノシシ被害は平成23年度以

前にはほとんどありませんでしたが、平成24

年において水稲面積４アール、金額にして約

４万円の被害が出ております。今年度は８月

末時点で既に水稲面積51アール、金額にして

約58万円の被害が発生をしており、近隣の市

町の傾向を見ますと来年度以降さらなる被害

拡大が懸念をされます。 

 次に、今後のイノシシ対策についての質問

にお答えをいたします。 

 今年度、被害が発生した農地は、いずれも

山際にあり、周辺には背丈の高い雑草がある

ため非常にイノシシが侵入しやすい環境にあ

りました。イノシシは警戒心が強く、耕作放

棄地などの身を隠せる場所を移動する習性が

あり、農地周辺の見通しをよくし、イノシシ

が近寄りにくい環境整備を行うことが被害防

止に最も効果があります。そのため音声告知

端末等で草刈りの徹底の周知を図っていると

ころであります。 

 さらにイノシシ被害防止には電気柵の設置

も効果があり、町や県、七尾市、農協等で構

成する七尾鹿島鳥獣被害対策協議会では、前

年に被害実績のある出荷作物に対して生産組

合長からの申請をもとに電気柵を無料で貸し

出す対策をとっております。 

 中能登町では昨年まで目立った被害があり

ませんでしたが、来年度に向けて七尾鹿島鳥

獣被害対策協議会や猟友会と協議をし、捕獲

など今後の対策について検討をしているとこ

ろでもあります。イノシシへの対策はそれぞ

れの集落が主体的に活動することが重要であ

ることから、県や各協議会に働きかけ、集落

向けの研修会などを実施をし、地域ぐるみの

防除体制を構築を図るとともに効果的な対策

を実施をしてまいりたいと思いますので、ご

理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ４番 諏訪議員 

○４番（諏訪良一議員） 今ほど七尾鹿島鳥

獣被害対策協議会の取り組みの説明がされた

わけですが、無料貸し出しの期間とどれくら

い貸し出しできるのか。ということは、イノ

シシの行動範囲は非常に広いですので、柵を

つくるにも相当の長さが必要になってくると

思います。それと貸し出しの枠に上限がない

のかどうか。それから柵の電源は何を使うの

か。それと今後の町の単独の事業は考えられ

ておいでないのか。この点について伺いま

す。 

○議長（岩井礼二議員） 大森参事兼農林課

長 

  〔大森一義参事兼農林課長登壇〕 

○大森一義参事兼農林課長 諏訪議員のご質

問にお答えをいたします。 

 先ほど町長の答弁にもありましたように、

出荷をする農家、生産組合長からの申請、昨

年度に被害の実績があったというような方々

に対しては無料で貸し出しをしておると。そ

の貸し出しの部分につきまして、いわゆる枠

の制限というようなものでございますが、私

のほうも七尾とかいろいろ見ておりますけれ

ども、今のところ、私も具体的なことはちょ

っとわからないわけですが、余り制限という

ことは聞いておりません。 

 見ますと、やはり水田の周り全面を電気柵

で囲ってございます。一つ囲って隣の田んぼ

に電気柵がないとなると、そこにも次々被害

が発生することから、七尾の場合でも山間部

の水田一面に電気柵の枠が張ってあるのを先

日も見てきたところでありますが、特に今の

ところ制限というものは多分ないように聞い

ております。 

 現在、七尾市では21集落におきまして延長

で131キロの電気柵を確認をしております。

中能登町では１集落、原山でありますが400

メートル。中能登町では無料の貸し出しを活
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用されているのは原山の１件のみでございま

す。あと数件ちょっと聞いておりますが、こ

れはご自分で対応されておるというようなこ

とで、それも聞いております。 

 あと、電気柵の電源でございますが、いろ

んな形式があろうかと思いますが、一般的な

ものを聞いておりますと、単１の電池６個を

入れまして、それを電源として電気柵の活用

を行っているというふうなものが多分多いと

聞いております。 

 あと、今後町の対策というようなことでご

ざいますが、県や七尾市、町、農協というふ

うなことで猟友会の方もメンバーに入ってお

いでますが、こういった協議会を持っており

ますので、そんな中でどういった今後の対応

が必要かどうかということも意見をとらさせ

ていただきまして、それをもって猟師のほう

ともお話をさせていただきまして、どういう

活用、対応がいいのかということは今後また

検討させていただければありがたいなという

ふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ４番 諏訪議員 

○４番（諏訪良一議員） 身近なところでの

被害状況を聞きますと、どうも今の時点です

と水田での水稲がターゲットになっているよ

うな感じですが、今後、水稲が刈り取り終わ

ると畑へおりるのではないかなと、こんなよ

うに思います。 

 水田へ入られると水稲は収穫皆無の状態で

す。運動会をやった後のような本当に無惨な

姿になっております。そういうことから放送

で毎日呼びかけられておりますが、やはり自

分の土地は自分で守るというのが原則で、そ

れプラスの町の支援策でないと相手は大変移

動性のあるものです。そういうことから広く

地域的に取り組んでいかないとなかなか拡大

を予防するということは難しいのではないか

な、こんなようなことを考えております。 

 そういうことから、特に町民の方々の被害

状況を十分に察知されて適正な対応をとって

いただきたい、このようなことをお願いして

質問を終わります。 

 

 ◎散   会 

○議長（岩井礼二議員） 以上で本日の日程

は終了いたしました。 

 これをもって一般質問を終結いたします。 

 あす12日から17日までの６日間を休会と

し、18日午後３時から本会議を開きます。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 大変ご苦労さまでした。 

           午後３時46分 散会 
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           午後３時15分 開議 

 

 ◎開   議 

○議長（岩井礼二議員） ご苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は14名でございま

す。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。 

 

 ◎各常任委員会委員長報告 

○議長（岩井礼二議員） 日程第１から日程

第２ 各常任委員会委員長報告 

 これより、本定例議会から付託をしており

ました議案第55号から議案第72号までの議案

18件及び陳情第１号の陳情１件を一括して議

題といたします。 

 以上の案件に関し、委員会における審査の

過程及び結果について各常任委員会委員長の

報告を求めます。 

 教育民生常任委員会委員長 甲部昭夫議員 

  〔教育民生常任委員会委員長（甲部昭夫 

   議員）登壇〕 

○教育民生常任委員会委員長（甲部昭夫議

員） 教育民生常任委員会における審査の過

程並びに結果についてご報告いたします。 

 今定例会で付託されました案件は、議案10

件、執行部からの説明を求め、慎重に審査を

いたしました。 

 審査の過程における質疑、意見等、主なも

のについて申し上げます。 

 まず、議案第64号 平成25年度中能登町一

般会計補正予算の歳入では、第16款ふるさと

応援寄附金について、何名の方にご寄附をい

ただいたかとの問いに、町内１名、町外４名

の方からご寄附をいただいたとの説明を受け

ました。 

 次に、同じく議案第64号 平成25年度中能

登町一般会計補正予算の歳出では、第３款民

生費の補助金で、全国健康福祉祭出場激励費

について説明を求めました。この激励費は、

今年５月にゆうりんピック2013の県大会でソ

フトテニスの２部女子で白山市の方とペアを

組まれた町内の方１名が優勝し、このたび10

月に高知県で開催される全国健康福祉祭に出

場する激励費との説明を受けました。 

 以上、質疑の概要でございます。 

 質疑終了後、討論、採決の結果、当委員会

に付託されました議案10件につきましては、

全会一致で可決いたしました。 

 なお、今回報告いたしました結果につきま

しては、お手元に配付済みの委員会審査報告

書のとおりであります。 

 以上で教育民生常任委員会からの審査結果

の報告を終わります。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） 次に、総務建設常

任委員会委員長 諏訪良一議員 

  〔総務建設常任委員会委員長（諏訪良一 

   議員）登壇〕 

○総務建設常任委員会委員長（諏訪良一議

員） 総務建設常任委員会における審査の過

程並びに結果についてご報告いたします。 

 今定例会で付託されました案件は、議案９

件と陳情１件であります。執行部からの説明

を求め、慎重に審査をいたしました。 

 審査の過程における質疑、意見等、主なも

のについて申し上げます。 

 まず、議案第64号 平成25年度中能登町一

般会計補正予算では、歳入において、第９款

地方交付税について、今回の増額補正につい

て説明を求めたところ、全額普通交付税であ

り、金額の決定により増額補正を行ったもの

であり、特別交付税は含まれていないとの説

明を受けました。 

 歳出では、第６款農林水産業費で、農業委

員会費における負担金、全国農業担い手サミ

ット参加について、この行事の内容及び目的

は何かとの質問に対し、この全国農業担い手

サミットとは、全国から農業に意欲のある担
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い手が集まり意見交換をする場として、10月

29日から31日までの３日間、金沢市を主な会

場として開催され、七尾市では中央交流会が

開催される。石川県内11カ所で地域交流会が

行われるものであり、当町からは農業委員会

委員と事務局が参加するとの説明を受けまし

た。 

 また、同じく第６款、地域農政推進対策事

業費における補助金、青年就農給付金につい

て、この対象者と消費者との間に結びつき、

いわゆる流通経路があるのか及び耕作面積は

どれくらいかとの問いに対し、中能登町には

要件を満たした該当者が１名おり、この方の

主な経営方針として、無肥料、無農薬で栽培

をしていること、農産物の販売については店

舗を設けず主にインターネットによる販売を

行っていること及び現在の耕作面積は40アー

ルであるとの説明を受けました。 

 次に、第９款消防費で、防災対策費におけ

る負担金、自主防災組織リーダー育成事業に

ついて、この事業の内容は何かとの問いに対

し、防災士の登録をされる方が受講する講座

であり、この講座の受講料について町が負担

金を出すものであり、ちなみに今年度の防災

士の登録については当初予算５名分に対し９

名が防災士登録をされたので、今回、４名分

の登録手数料と経験等により受講免除された

２名を除く２名分のリーダー育成事業の受講

負担金を計上したとの説明を受けました。 

 続いて、議案第68号 平成25年度中能登町

下水道事業特別会計補正予算では、第２款下

水道事業費、３細目社会資本整備総合交付金

事業費における委託料、耐震診断・長寿命化

計画策定で1,600万円の減額となった理由は

何かとの問いに対し、これは鹿島中部クリー

ンセンターの耐震診断及び長寿命化計画につ

いての予算で、当初予算で3,000万円の計上

をしていたが、６月に国から決定通知があり

1,600万円の減額となったものである。これ

は５年間の計画であるため次年度以降に新た

に追加申請をするとの説明を受けました。 

 以上、質疑の概要でございます。 

 質疑終了後、討論、採決の結果、当委員会

に付託されました議案９件につきましては、

全て全会一致で可決いたしました。 

 また、陳情１件につきましては、全会一致

で採択いたしました。 

 なお、今回報告いたしました結果につきま

しては、お手元に配付済みの委員会審査報告

書のとおりであります。 

 以上で総務建設常任委員会からの審査結果

の報告を終わります。 

○議長（岩井礼二議員） 以上で各委員会の

委員長報告が終わりました。 

 これより、委員長報告に対する質疑を行い

ます。 

 質疑の方はありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 質疑がないようで

あります。 

 これで質疑を終結いたします。 

 

 ◎討論・採決 

○議長（岩井礼二議員） 日程第３ 討論・

採決 

 これより、上程議案、議案第55号から議案

第72号までの議案18件について討論を行いま

す。 

 討論の方はありますか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 以上で討論を終結いたします。 

 次に、採決を行います。 

 議案第55号 中能登町半島振興対策実施地

域における固定資産税の特例に関する条例の

制定について 

 議案第56号 中能登町子ども・子育て会議

条例の制定について 

 以上の議案２件について採決を行います。 
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 お諮りいたします。 

 本件に対する各委員長の報告は、全会一致

で原案のとおり可決であります。 

 本件は、各委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第55号並びに議案第56号の議

案２件は、原案のとおり可決されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第57号 

 中能登町特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例について 

 議案第58号 中能登町税条例の一部を改正

する条例について 

 議案第59号 中能登町立学校設置条例の一

部を改正する条例について 

 議案第60号 中能登町小学校入学祝金交付

条例の一部を改正する条例について 

 議案第61号 中能登町後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例について 

 議案第62号 中能登町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例について 

 議案第63号 中能登町介護保険条例の一部

を改正する条例について 

 以上の議案７件について採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 本件に対する各委員長の報告は、全会一致

で原案のとおり可決であります。 

 本件は、各委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第57号から議案第63号までの

議案７件は、原案のとおり可決されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第64号 

 平成25年度中能登町一般会計補正予算 

 以上、議案１件について採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 本件に対する各委員長の報告は、全会一致

で原案のとおり可決であります。 

 本件は、各委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第64号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第65号 

 平成25年度中能登町後期高齢者医療特別会

計補正予算 

 議案第66号 平成25年度中能登町介護保険

特別会計補正予算 

 議案第67号 平成25年度中能登町国民健康

保険特別会計補正予算 

 議案第68号 平成25年度中能登町下水道事

業特別会計補正予算 

 議案第69号 平成25年度中能登町水道事業

会計補正予算 

 以上、議案５件について採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 本件に対する各委員長の報告は、全会一致

で原案のとおり可決であります。 

 本件は、各委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第65号から議案第69号までの

議案５件は、原案のとおり可決されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第70号 

 町道路線の認定について 

 議案第71号 町道路線の変更について 

 議案第72号 町道路線の廃止について 
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 以上、議案３件について採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 本件に対する委員長の報告は、全会一致で

原案のとおり可決であります。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第70号から議案第72号の議案

３件については、原案のとおり可決されまし

た。 

 

○議長（岩井礼二議員） 続いて、陳情第１

号について討論を行います。 

 陳情第１号について討論はありますか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 以上で陳情第１号の討論を終結いたしま

す。 

 これより採決を行います。 

 陳情第１号 森林吸収源対策及び地球温暖

化対策に関する地方の財源確保のための意見

書採択について採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 陳情第１号に対する委員長の報告は、全会

一致で採択であります。 

 この陳情を採択することに賛成の方の起立

を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、陳情第１号は、採択とすることに

決しました。 

 

 ◎閉会中の継続審査 

○議長（岩井礼二議員） 日程第４ 閉会中

の継続審査 

 閉会中の付託議案の継続審査の件を議題と

いたします。 

 決算審査特別委員会委員長から、決算審査

特別委員会に付託されました認定第１号から

認定第８号までの決算認定議案８件につい

て、会議規則第75条の規定により閉会中の継

続審査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 決算審査特別委員会委員長から申し出のと

おり閉会中の継続審査とすることにご異議あ

りませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 よって、認定第１号から認定第８号までの

認定議案８件は、委員長の申し出のとおり閉

会中の継続審査とすることに決定しました。 

 

 ◎追 加 日 程 

○議長（岩井礼二議員） 追加日程１ 日程

第１ 

 お諮りいたします。 

 ただいま杉本町長より、 

 議案第73号 平成25年度中能登町一般会計

補正予算 

 議案第74号 工事請負契約の締結について 

 議案第75号 工事請負契約の締結について 

 議案第76号 工事請負契約の締結について 

 議案第77号 工事請負契約の締結について 

 議案第78号 工事請負契約の締結について 

 議案第79号 工事請負契約の締結について 

 議案第80号 物品購入契約の締結について 

 議案第81号 物品購入契約の締結について 

の議案９件が提出されました。 

 これを日程に追加し、日程の順序を変更し

直ちに議題としたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。議案第73号から議案第81号の議案９件を

日程の順序を変更し直ちに議題とすることに
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決定しました。 

 議事日程を配付しますので、暫時休憩しま

す。 

           午後３時38分 休憩 

 

           午後３時39分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 

 ◎議案第73号～議案第81号 

○議長（岩井礼二議員） 追加日程１ 日程

第１を議題とします。 

 町長より提案理由の説明を求めます。 

 杉本町長 

  〔杉本栄蔵町長登壇〕 

○杉本栄蔵町長 本日追加提案をいたしまし

た議案第73号から議案第81号の議案９件につ

きまして、その概要を説明いたします。 

 最初に、議案第73号 平成25年度中能登町

一般会計補正予算につきましては、歳入歳出

予算の総額に歳入歳出それぞれ360万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ114億4,149万7,000円とするものでありま

す。 

 補正予算の主なものは、文崎墓地公園にお

いて追加造成する14区画の費用を増額すると

ともに、８月23日に発生した豪雨により被災

した林道５路線の災害復旧に要する費用とし

て機械借り上げ料を増額するものでありま

す。 

 次に、議案第74号 工事請負契約の締結に

つきましては、平成25年度鹿島地区統合小学

校新築工事（校舎棟・建築）について、９月

10日に２社が参加して事後審査型制限つき一

般競争入札を執行した結果、15億885万円で

株式会社安藤・間金沢営業所に落札を決定

し、仮契約を締結したものであります。 

 この工事は、鉄筋コンクリートづくり２階

建てで延べ床面積は7,500平方メートルの鹿

島地区統合小学校の校舎棟を新たに建築する

ものであります。 

 次に、議案第75号 工事請負契約の締結に

つきましては、平成25年度鹿島地区統合小学

校新築工事（校舎棟・機械設備）について、

９月10日に６社が参加して事後審査型制限つ

き一般競争入札を執行した結果、２億2,088

万3,250円でネオ工業株式会社七尾営業所に

落札を決定し、仮契約を締結したものであり

ます。 

 この工事は、校舎棟の機械設備工事一式で

あります。 

 次に、議案第76号 工事請負契約の締結に

つきましては、平成25年度鹿島地区統合小学

校新築工事（校舎棟・電気設備）について、

９月10日に５社が参加して事後審査型制限つ

き一般競争入札を執行した結果、１億5,157

万6,950円でツボ電気工事株式会社に落札を

決定し、仮契約を締結したものであります。 

 この工事は、校舎棟の電気設備工事一式で

あります。 

 次に、議案第77号 工事請負契約の締結に

つきましては、平成25年度旧鹿島中学校解体

工事について、９月10日に３社が参加して事

後審査型制限つき一般競争入札を執行した結

果、8,925万円で株式会社杉本工務店に落札

を決定し、仮契約を締結したものでありま

す。 

 この工事は、旧鹿島中学校の管理教室棟及

び特別教室棟並びに学思館などの17施設、合

計延べ床面積6,974平方メートルの解体工事

であります。 

 次に、議案第78号 工事請負契約の締結に

つきましては、平成25年度中能登中学校弓道

場棟増築工事について、９月10日に４社が参

加して事後審査型制限つき一般競争入札を執

行した結果、5,701万5,000円で株式会社戸田

組中能登営業所に落札を決定し、仮契約を締

結したものであります。 

 この工事は、中能登中学校に鉄骨づくり平

屋建て、延べ床面積約285平方メートルの弓
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道場を新たに建築するものであります。 

 次に、議案第79号 工事請負契約の締結に

つきましては、平成25年度上水道施設統合整

備事業芹川配水施設改良工事について、９月

10日に２社が参加して事後審査型制限つき一

般競争入札を執行した結果、9,975万円で森

松工業株式会社に落札を決定し、仮契約を締

結したものであります。 

 この工事は、配水池の築造並びに送水場施

設改良工事等を行うものであります。 

 次に、議案第80号 物品購入契約の締結に

つきましては、平成25年度高規格救急自動車

購入について、９月９日に３社が参加して指

名競争入札を執行した結果、2,152万5,000円

で石川トヨタ自動車株式会社七尾店に落札を

決定し、仮契約を締結したものであります。 

 現在、中能登消防署に配置してある救急車

は、平成14年３月に配置されたもので11年が

経過をし、走行距離も15万キロメートルを超

えていることから、車両を更新するものであ

ります。 

 最後に、議案第81号 物品購入契約の締結

つきましては、平成25年度高度救命処置用資

機材購入について、９月９日に４社が参加し

て指名競争入札を執行した結果、932万4,000

円で冨木医療器株式会社に落札を決定し、仮

契約を締結したものであります。 

 現在、中能登消防署に配置してある救急車

の更新に伴い、最新鋭の高度救命処置用資機

材を装備することにより、複雑、多様化する

救急事案に備えるものであります。 

 以上、本日追加提案をいたしました議案に

つきご説明申し上げましたが、議員各位にお

かれましては慎重なるご審議の上、適切なる

議決を賜りますようお願いいたしまして、提

案理由の説明を終わります。 

○議長（岩井礼二議員） 町長の提案理由の

説明が終わりました。 

 これより、追加日程１ 日程第１ 議案第

73号から議案第81号について質疑を行いま

す。 

 質疑の方はありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 これで質疑を終結します。 

 次に、討論を行います。 

 討論の方はありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 以上で討論を終結します。 

 続いて、採決を行います。 

 議案第73号 平成25年度中能登町一般会計

補正予算について採決します。 

 お諮りします。 

 議案第73号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第73号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第74号

 工事請負契約の締結について（平成25年度

鹿島地区統合小学校新築工事（校舎棟・建

築））について採決します。 

 お諮りします。 

 議案第74号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第74号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第75号

 工事請負契約の締結について（平成25年度

鹿島地区統合小学校新築工事（校舎棟・機械
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設備））について採決します。 

 お諮りします。 

 議案第75号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第75号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第76号

 工事請負契約の締結について（平成25年度

鹿島地区統合小学校新築工事（校舎棟・電気

設備））について採決します。 

 お諮りします。 

 議案第76号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第76号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第77号

 工事請負契約の締結について（平成25年度

旧鹿島中学校解体工事）について採決しま

す。 

 お諮りします。 

 議案第77号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第77号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第78号

 工事請負契約の締結について（平成25年度

中能登中学校弓道場棟増築工事）について採

決します。 

 お諮りします。 

 議案第78号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第78号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第79号

 工事請負契約の締結について（平成25年度

上水道施設統合整備事業芹川配水施設改良工

事）について採決します。 

 お諮りします。 

 議案第79号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第79号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第80号

 物品購入契約の締結について（平成25年度

高規格救急自動車購入）について採決しま

す。 

 お諮りします。 

 議案第80号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第80号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（岩井礼二議員） 次に、議案第81号

 物品購入契約の締結について（平成25年度

高度救命処置用資機材購入）について採決し

ます。 

 お諮りします。 
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 議案第81号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第81号は、原案のとおり可決

されました。 

 

 ◎追 加 日 程 

○議長（岩井礼二議員） 追加日程２ 日程

第１ 

 お諮りします。 

 ただいま提出者 亀野冨二夫議員及び賛成

者３名より、 

 発議第４号 道州制導入に断固反対する意

見書 

 以上、発議１件が提出されました。 

 これを日程に追加し、日程の順序を変更し

直ちに議題といたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 よって、発議第４号の発議１件を日程に追

加し、日程の順序を変更し、直ちに議題とす

ることに決定いたしました。 

 議事日程を配付しますので、暫時休憩をい

たします。 

           午後３時54分 休憩 

 

           午後３時55分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 

 ◎発議第４号 

○議長（岩井礼二議員） 追加日程２ 日程

第１ 発議第４号 道州制導入に断固反対す

る意見書を議題といたします。 

 提出者より趣旨説明を求めます。 

 ６番 亀野冨二夫議員 

  〔６番（亀野冨二夫議員）登壇〕 

○６番（亀野冨二夫議員） 道州制導入に断

固反対する意見書を朗読をして説明にかえま

すので、よろしくお願いいたします。 

 我々町村議会は、平成20年以来、住民自治

の推進に逆行する道州制は行わないことを決

定し、全国町村議会議長会において、法案が

提出されようとしていることについて反対の

緊急声明がなされております。政府・国会に

対し、道州制は絶対に導入しないこととする

要望書を決定し、要請をしてきたところであ

ります。 

 しかしながら、与党及び野党の一部におい

ては道州制導入を目指す法案の国会への提出

の動きが依然として見られ、衆議院内閣委員

会において閉会中の審査となっているなど、

我々地方議会の要請を無視する動きを見せて

います。 

 これらの法案は、国の具体的な形を示さな

いまま、ほとんどの町村においては事実上の

合併を余儀なくされるおそれが高い上、再編

されれば住民と行政との距離が格段に遠くな

り、住民自治が衰退することが明らかとなり

ます。 

 効率性や経済性を優先し、地域の文化、伝

統、郷土意識を無視して、住民を置き去りに

する道州制導入に、我々中能登町議会は断固

反対するものであります。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。 

 平成25年９月18日 

  石川県中能登町議会 

 よろしくお願いします。 

○議長（岩井礼二議員） 提出者の趣旨説明

が終わりました。 

 お諮りいたします。 

 これより、追加日程２ 日程第１ 発議第

４号について質疑を行います。 

 質疑の方はありませんか。 

 ９番 上見議員 
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  〔９番（上見健一議員）登壇〕 

○９番（上見健一議員） ただいま説明いた

だいたんですけれども、中ほどなんですけれ

ども、「道州制はもとより再編された「基礎

自治体」は、現在の市町村や都道府県に比

べ」云々なんですけれども、基礎自治体とは

どういうことなのか具体的に説明していただ

きたい。 

 それと、「住民と行政との距離が格段に遠

くなり」、具体的にどういう面が遠くなるの

か。例えば合併についても、３町合併したけ

れどもそんなに遠くなっているという実感は

ないんですよね。だから、その距離が格段に

遠くなるというのを具体的に説明していただ

きたい。 

 それともう一つ、ちょっと下なんですけれ

ども、地域の伝統や文化を無視してつくり上

げると。道州制導入によって、これも具体的

に地域の伝統や文化がどういうものがどう無

視されるのか。そのことを説明していただき

たい。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ６番 亀野議員 

○６番（亀野冨二夫議員） ３つの質問があ

ったかと思いますが、初めのがわかりません

ので先に一番最後のほうからお答えしたいと

思います。 

 地域の文化、伝統、郷土意識をという話が

ございましたが、47ある都道府県を例えば３

つか10の道州制がされたとすると、非常に範

囲が広くなります。今まで本当に細かい地区

で伝統文化などを維持したことが、余りにも

広過ぎて、どっちかというと今まで隣同士仲

よくいっていたようなことが疎遠になるとい

うか、非常にわかりにくくなるというような

ことが解釈されるかと思います。 

 それから、大変申しわけありません。１つ

目の質問について、もう一度お聞かせ願いた

いと思います。済みません。１つ目と２つ目

をお願いします。 

○議長（岩井礼二議員） ９番 上見議員 

○９番（上見健一議員） 基礎自治体という

のはどういうものなのか。道州制導入によっ

て「「基礎自治体」は、現在の市町村や都道

府県に比べて」とあるが、基礎自治体とはど

ういうことなのか。それが一つです。 

 それと、「住民と行政の距離が格段に遠く

なり」と。具体的にどういう面が遠くなるの

かということなんですよね。 

 それと３番目について、答えていただきま

したので、これも再質問みたいな形でもう一

回させていただきます。伝統や文化、広くな

ったらどうしても置き去りになると。今３町

合併して、例えば旧町の伝統や文化で置き去

りになったものがありますか。そういう具体

的なものがあったら──合併したんですよね

──説明していただきたい。ないということ

になるというと、この答弁に関しては疑問を

持つということになります。 

 お願いします。 

  〔休憩を求める声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 暫時休憩します。 

           午後４時04分 休憩 

 

           午後４時15分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 ６番 亀野議員 

○６番（亀野冨二夫議員） 上見議員の質疑

にお答えしたいと思います。 

 まず基礎自治体についてどういったものを

言うかということでございますけれども、大

体15万から40万ぐらいの範囲でないかと予想

されます。具体的に言いますと、七尾、鹿

島、羽咋郡市ぐらいのものが一つの自治体と

いう形になるんじゃないかという私の考えで

ございます。 

 それから、住民と行政の距離が格段に遠く

なるというその辺の解釈でございますけれど

も、道州制が導入されるとなりますと、北信
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越が一つの道州制になるのか、あるいは日本

が４つか５つになるのかは別として、非常に

範囲が広くなるということで、その結果、今

石川県の県庁所在地、金沢でありますけれど

も、もし北信越が一つの州になるとなります

と、その所在地が長野へ行くのか新潟へ行く

のか、そういうようなことがいろいろ予想さ

れますけれども、決定ではありませんので、

そういう程度の解釈ではできませんので、そ

ういうことになるんじゃないかという気がし

ます。 

 それからもう一つ、伝統文化と郷土の意識

につきましては、今、非常に小さいというか

隣近所うまくいっている状態ですけれども、

非常に範囲が広くなるということで、今まで

近所つき合いしているようなそういう関係が

範囲が広くなることによって疎遠になるとい

うか、今までやってきたことがなかなかでき

ないんじゃないかなというような、そういう

気がしますので、そういう程度しかお答えで

きません。 

 きょうやあしたなるとは思いませんが、そ

のうちに我々ももっともっと勉強していかな

いかんと思いますけれども、そういうことで

答えになるかならんかは別として、そういう

形でお答えしたいと思います。 

○議長（岩井礼二議員） ９番 上見議員 

○９番（上見健一議員） 今、亀野議員の、

副議長の説明をお聞きしますと、全て推測の

みというふうに捉えて結構ですか。 

 それと、例えば県庁所在地がどこかへ行っ

たさかいと。果たして住民、我々も県庁なん

ていうのはめったに行かないことなんですよ

ね。それほど県庁所在地が、ひょっとすると

金沢になるかもしれないけれども、県庁所在

地というか道州制の。めったに行かないと。

そういうのに何が不便があるのかなと。 

 それと、地域の伝統や文化なんていうの

は、今現在３町合併しても全然影響ないんで

しょう。そのことを聞いている。何か影響が

あったことがありますかと聞いているんです

よ。３町合併によって。具体的にこういうも

のがあるとか、道州制に限らず広げるという

ことに対して、伝統や文化がどの程度影響あ

るのかなと。少なくとも３町合併によって何

かあったら説明していただきたい。 

 大きくなるとどういうふうな何が起きるか

正直言うてわからないのが現状だと思いま

す。わからないのが現状だと思いますけれど

も、今現在、中能登町において旧の３町のと

きと今と伝統や文化、そういうものが無視さ

れているものがあるかどうか。具体的にその

ことを説明していただきたい。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ６番 亀野議員 

○６番（亀野冨二夫議員） 具体的に何かあ

るかと言われますと非常に難しいと思います

けれども、ただ、一つの老人会の敬老会の例

を挙げますと、実際じいちゃん、ばあちゃん

の意見を聞くと、昔の形のような小さいもの

がよかったとか、今、広過ぎて全くおもしな

いとか、そういうような意見をよう聞かれま

す。それから、各町で10月10日にやっておっ

た体育祭についても、非常に昔のようなまと

まっての運動というか体育祭ができないとい

うことで、それを寂しいととるかいいととる

かは別として、そういうような意見がよう聞

かれます。 

 道州制は、きょうあしたできるものではな

いと思いますけれども、非常に全ての範囲が

広くなりますと、10人おった知事も１人で要

らんだろうし、そういうようなこともいろい

ろ予想されますので、そういう段階ではまだ

まだいろんなことが予想されると思いますけ

れども、我々もこれからさらにもっともっと

お互いに勉強していかないかんと思いますけ

れども、そういうことがあってはいかんので

道州制に反対の意見をするということで、今

回の意見書提出をお願いするわけでございま

すので、よろしくお願いをしたいと思いま
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す。 

 以上です。 

○議長（岩井礼二議員） ほかにありません

か。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 これで質疑を終結いたします。 

 次に、討論を行います。 

 討論の方はありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） ないようでありま

す。 

 以上で討論を終結します。 

 続いて、採決を行います。 

 発議第４号 道州制導入に断固反対する意

見書について採決します。 

 お諮りします。 

 発議第４号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立多数でありま

す。 

 よって、発議第４号は、原案のとおり可決

されました。 

 

 ◎追 加 日 程 

○議長（岩井礼二議員） 追加日程３ 日程

第１ 

 お諮りいたします。 

 ただいま提出者 若狭明彦議員及び賛成者

４名より、 

 発議第５号 森林吸収源対策及び地球温暖

化対策に関する地方の財源確保のための意見

書 

 以上、発議１件が提出されました。 

 これを日程に追加し、日程の順序を変更し

直ちに議題といたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 よって、発議第５号の発議１件を日程に追

加し、日程の順序を変更し、直ちに議題とす

ることに決定いたしました。 

 議事日程を配付しますので、暫時休憩をい

たします。 

           午後４時24分 休憩 

 

           午後４時25分 再開 

○議長（岩井礼二議員） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 

 ◎発議第５号 

○議長（岩井礼二議員） 追加日程３ 日程

第１ 発議第５号 森林吸収源対策及び地球

温暖化対策に関する地方の財源確保のための

意見書を議題といたします。 

 提出者より趣旨説明を求めます。 

 10番 若狭明彦議員 

  〔10番（若狭明彦議員）登壇〕 

○10 番（若狭明彦議員） 森林吸収源対策

及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保

のための意見書について、朗読して説明にか

えます。 

 森林の持つ地球温暖化の防止や国土保全等

の保持など、森林の公益的機能に対する国民

の関心と期待は大きくなっているのが現状で

す。 

 平成24年10月に地球温暖化対策のための石

油石炭税の税率の特例措置が導入されたが、

ＣＯ２排出抑制対策に限定されており、森林

に対する地球温暖化対策に関する地方の財源

確保については、総合的な検討を行うとの方

針にとどまっています。 

 森林の整備、保全などの森林吸収源対策や

自然環境が生み出す再生可能エネルギーの活

用などの取り組みを山村地域の市町村が総合

的に実施するのが不可欠です。 

 木材価格の暴落、林業従事者の高齢化、後



－96－ 

継者不足など厳しい情勢にあり、そのものが

荒廃し自然災害等の脅威に国民の生命、財産

が脅かされております。 

 よって、森林吸収源対策などの恒久的、安

定的な財源確保を講ずることが急務でありま

す。 

 よって、次の事項の実現を強く求めるもの

であります。 

 自然災害などの脅威から国民の生命、財産

を守るため、森林、林業、山村対策の強化を

図ることに加え、石油石炭税の税率の特例に

よる税収の一定割合を森林面積に応じて譲与

する仕組みの構築を強く求める。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出します。 

 平成25年９月18日 

  石川県中能登町議会 

 よろしくお願いします。 

○議長（岩井礼二議員） 提出者の趣旨説明

が終わりました。 

 お諮りいたします。 

 発議第５号については、さきに議員各位の

ご理解を得ておりますので、質疑、討論を省

略し、採決いたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 お諮りいたします。 

 発議第５号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（岩井礼二議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、発議第５号は、原案のとおり可決

されました。 

 

 ◎閉会中の継続調査 

○議長（岩井礼二議員） 日程第５ 閉会中

の継続調査 

 閉会中の継続調査についてを議題といたし

ます。 

 ただいま議会運営委員会委員長及び総務建

設常任委員会委員長、教育民生常任委員会委

員長、行財政改革特別委員会委員長、議会活

性化特別委員会委員長、中能登町統合中学校

建設特別委員会委員長、鹿島地区統合小学校

建設特別委員会委員長から、会議規則第75条

の規定により、議会運営委員会の閉会中の所

掌事務調査、各常任委員会、特別委員会の閉

会中の所管事務調査のため、閉会中の継続調

査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長からの申し出のとおり閉会中の継

続調査とすることにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（岩井礼二議員） 異議なしと認めま

す。 

 よって、各委員長から申し出のとおり閉会

中の継続調査とすることに決定いたしまし

た。 

 

 ◎閉議・閉会 

○議長（岩井礼二議員） 以上で、本議会に

付議されました案件の審議は全て終了いたし

ました。 

 これをもって平成25年第６回中能登町議会

定例会を閉会いたします。 

 大変ご苦労さまでした。 

           午後４時31分 閉会 
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